
●製造・生産プロセス部門
●製品・技術開発部門
●伝統技術の応用部門 
●「ものづくり＋（プラス）企業」部門
●人材育成支援部門

表彰するは、人にあり。

ものづくり日本大賞
http://www.monodzukuri.meti.go.jp

・内閣総理大臣賞受賞者動画
・経済産業大臣賞受賞者動画
・過去の受賞者インタビュー動画
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は
じ
め
に

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」は
、
平
成
17
年
の
創
設
以
来
、
今
年
で
7
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
、「
も
の
づ
く
り
」の
熱
き
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
の
、
熱
き
魂
が
集
結
し
ま
し
た
。

長
年
の
経
験
の
蓄
積
や
試
行
錯
誤
の
結
果
、
世
界
の
製
造
業
の
最
先
端
を
行
く
も
の
、
新
し
い
事
業
分
野
を
切
り
開
く
と
期
待
さ
れ
る
も
の
な
ど
、

日
本
の「
も
の
づ
く
り
」は
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
も
負
け
な
い
価
値
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
明
日
へ
の
ヒ
ン
ト
が
き
っ
と
こ
こ
で
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

も
く
じ

内
閣
総
理
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門 

�

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
適
し
た
製
鉄
原
料
製
造
プ
ロ
セ
ス（Super-SIN

T
ER

®

）の
開
発

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

佐
藤

道
貴

6

世
界
初
の
技
術
！ 

Ｃ
Ｏ
２
の
大
幅
削
減
を
簡
易
な
設
備
改
造
で
実
現

製
品
・
技
術
開
発
部
門 

�

産
業
革
新
を
牽
引
す
る
、
世
界
最
高
性
能
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
開
発

株
式
会
社
日
立
製
作
所

長

野

敬

8

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
を
加
速
化
す
る
セ
ン
サ
ー
と
し
て
、
新
た
な
産
業
革
命
の
起
爆
剤
と
な
る

革
新
的
構
造
・
施
工
技
術「
構
造
ア
レ
ス
ト
」で
実
現
し
た
安
全･

環
境
性
能
に
優
れ
る
メ
ガ
コ
ン
テ
ナ
船

ジ
ャ
パ
ン 

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社

豊
田

昌
信

10

革
新
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
安
全
・
環
境
性
能
に
優
れ
た
コ
ン
テ
ナ
船
を
実
現

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
を
支
え
る
総
ユ
ー
ザ
ー
コ
ス
ト
に
優
れ
た
大
容
量
デ
ー
タ
テ
ー
プ

富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社

野

口

仁

12

デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
先
見
性
と
約
20
年
か
け
て
製
品
化
を
実
現
し
た
コ
ア
技
術

漁
獲
物
を
獲
れ
た
て
の
鮮
度
で
保
持
す
る
た
め
の
船
舶
搭
載
型
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
海
水
氷
製
造
機
の
開
発

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー

佐

藤

厚

14

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
海
水
氷（
シ
ル
ク
ア
イ
ス
Ⓡ
）で
、
海
水
を
利
用
し
て
魚
の
鮮
度
保
持

植
物
由
来
生
分
解
樹
脂
の
世
界
的
普
及
の
端
緒
と
な
る
日
本
発
の
射
出
成
形
技
術
群
の
開
発
と
応
用
製
品

小
松
技
術
士
事
務
所

小
松

道
男

16

環
境
課
題
を
解
決
す
る
有
効
手
段
と
考
え
ら
れ
る「
ポ
リ
乳
酸
」の
普
及
促
進

伝
統
技
術
の
応
用
部
門 

�

伝
統
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
立
体
的
製
陶
技
術
に
よ
る
文
化
財
の
複
製

大
塚
オ
ー
ミ
陶
業
株
式
会
社

冨
増

佳
晴

18

革
新
的
技
法
に
よ
り
文
化
財
の
立
体
的
複
製
を
実
現
。
教
育
面
、
文
化
財
資
源
の
活
用
に
貢
献
す
る

経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門 

�

液
晶
表
示
器
開
発
設
計
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
の
開
発

シ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社

北
村

道
夫

22

液
晶
表
示
器
設
計
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
及
び
連
動
し
た
解
析
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
開
発

ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
と
日
本
を
繋
い
で
き
た
絆
の
継
承
に
よ
り
創
出
さ
れ
た「
循
環
型
環
境
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
実
現
し
た
タ
オ
ル
生
産
プ
ロ
セ
ス
」
株
式
会
社
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス

奥

龍

将

24

水
の
み
で
精
練
を
行
う
独
自
技
術「
自
浄
清
綿
法
」を
開
発
。
繊
維
産
業
の
環
境
汚
染
問
題
を
劇
的
に
解
決
。

多
様
な
素
材
・
形
状
の
大
型
容
器
を
実
現
す
る
熱
間
複
合
精
密
加
工
技
術

タ
ン
レ
イ
工
業
株
式
会
社

藤
岡

智
裕

26

新
し
い
フ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
技
術
を
開
発
。
形
状
を
異
に
す
る
一
対
の
ロ
ー
ラ
ー
を
各
々
異
な
る
動
き
で
成
形

微
細
形
状
を
有
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
用
金
型
へ
高
離
型
性
を
付
与
す
る
薄
膜
形
成
技
術
の
開
発

株
式
会
社
東
亜
電
化

千

葉

裕

28

産
・
学
・
官
の
連
携
に
よ
っ
て
実
現
し
た
社
会
経
済
的
価
値
創
造

製
品
・
技
術
開
発
部
門 

�

世
界
初
の
量
産
燃
料
電
池
自
動
車
を
支
え
る
新
方
式
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
開
発

株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機

神
徳

哲
行

30

回
転
方
式
の
転
換
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
小
型
・
軽
量
・ 

低
コ
ス
ト
化
を
実
現

ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
両
眼
開
放
下
で
行
う
小
児
弱
視
訓
練
器「O

cclu-pad
®

」

ヤ
グ
チ
電
子
工
業
株
式
会
社

佐
藤

雅
俊

32

子
供
が
楽
し
み
な
が
ら
治
療
に
つ
な
が
る
小
児
弱
視
訓
練
に
貢
献
。
小
児
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減

半
導
体
プ
ロ
セ
ス
材
料
の
高
効
率
気
化
供
給
シ
ス
テ
ム『
フ
ァ
リ
バ
ス
Ⓡ（
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｓ
Ⓡ
）』

株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン

池
田

信
一

34

こ
れ
ま
で
の
常
識
を
打
ち
破
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術

世
界
初
、
重
希
土
類
完
全
フ
リ
ー
Ｈ
Ｅ
Ｖ
用 

熱
間
加
工
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
お
よ
び
駆
動
モ
ー
タ
の
開
発

株
式
会
社
本
田
技
術
研
究
所

清
水

治
彦

36

磁
石
材
料
と
モ
ー
タ
設
計
開
発
の
両
輪
で
開
発
し
、
重
希
土
類
フ
リ
ー
モ
ー
タ
を
実
現

生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ーA

sprova V
er.13 

超
高
速
化
、
グ
ル
ー
プ
割
り
付
け
と
複
数
人
同
時
編
集
機
能

ア
ス
プ
ロ
ー
バ
株
式
会
社

田
中

智
宏

38

複
雑
な
製
造
工
程
や
機
械
・
人
員
の
割
り
付
け
を
、
短
時
間
で
作
成
す
る
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
開
発

臓
器
の
立
体
か
つ
動
き
を
撮
影
で
き
、
低
被
ば
く
で
環
境
に
優
し
い
、
４
次
元
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
技
術

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

尾
崎

公
紀

40

低
被
ば
く
で
高
画
質
、
動
き
を
撮
影
し
高
速
演
算
処
理
も
で
き
る
４
次
元
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
実
現

フ
ィ
ル
ム
等
の
切
断
現
場
の
大
幅
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
す
る
超
硬
合
金
素
材
に
よ
る
高
精
度
刃
物
の
開
発

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク

秋
山

秀
親

42

対
象
物
に
合
っ
た
最
適
な
刃
物
形
状
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
作
れ
る
精
密
加
工
技
術
を
確
立

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
普
及
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
コ
ン
パ
ク
ト
化
技
術
の
開
発

株
式
会
社
小
糸
製
作
所

米
山

正
敏

44

圧
倒
的
な
高
性
能
と
比
類
な
き
小
型
化
！

マ
ツ
ダ
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
─
魂
動
デ
ザ
イ
ン
─

マ
ツ
ダ
株
式
会
社

菖
蒲
田
清
孝

46

日
本
の
美
意
識
を
伝
え
る
匠
の
技
を
哲
学
に
昇
華
。
時
代
を
超
え
て
残
る
技
術
の
伝
承
例

伝
統
技
術
の
応
用
部
門 

�

超
扁
平
精
米
技
術
を
利
用
し
た
、
生
酛
造
り
に
よ
る
高
級
清
酒
の
開
発
と
海
外
展
開

大
七
酒
造
株
式
会
社

太
田

英
晴

48

伝
統
と
画
期
的
技
術
を
融
合
。
独
自
開
発
し
た
扁
平
精
米
技
術
で
日
本
酒
に
新
た
な
付
加
価
値
を
創
造

伝
統
技
術
に
よ
り
作
ら
れ
る
１
つ
の
指
輪
を
お
客
様
が
分
か
ち
合
う
こ
と
で
完
成
す
る
新
し
い
結
婚
指
輪

株
式
会
社
杢
目
金
屋

髙
橋

正
樹

50

創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
商
品
開
発
と
伝
統
技
術
の
産
業
化
の
実
現
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「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）
企
業
」
部
門 

�

Garage Sum
ida

“
新
た
な
事
業
を
創
出
す
る
も
の
づ
く
り
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
”

株
式
会
社 

浜
野
製
作
所

山
本

佳
代

52

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
や
技
術
・
製
造
支
援
、
も
の
づ
く
り
相
談
案
件
な
ど
の
数
字
的
実
績

樹
脂
成
形
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
中
小
金
型
メ
ー
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
刷
新
と
収
益
構
造
の
変
革

株
式
会
社IBU

K
I

芳
賀

敏
昭

54

も
の
づ
く
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
転
化
し
、「
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
業
化
」を
実
現
。
自
社
製
品
開
発
や
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
も
挑
戦

人
材
育
成
支
援
部
門 

�

産
・
学
・
官
・
協
の
連
携
に
よ
る
久
留
米
地
区
の
ゴ
ム
産
業
人
材
育
成

株
式
会
社
久
留
米
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク

56

ゴ
ム
産
業
人
材
育
成
の
た
め
に
産
・
学
・
官
・
協
の
連
携
で
、
地
域
の
ゴ
ム
産
業
発
展
に
貢
献

特
別
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門 

�

鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル
の
省
エ
ネ
、
低
コ
ス
ト
を
実
現
す
る
世
界
初
の
再
生
技
術
・
摩
擦
圧
接
技
術
の
開
発

株
式
会
社
フ
ジ
コ
ー

山
本

厚
生

60

世
界
初
の
鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル
の
再
生
技
術
・
摩
擦
圧
接
技
術
の
開
発
、
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
！

大
型
立
体
造
形
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
革
命（
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
と
応
用
展
開
）

株
式
会
社
デ
ザ
イ
ン
コ
コ

千
賀

淳
哉

62

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
国
内
最
大
級
の
造
型
寸
法
で
、
導
入
コ
ス
ト
も
他
の
１
／
10
に
。
造
形
の
品
質
も
格
段
に
向
上

超
精
密
板
鍛
造
プ
レ
ス
に
お
け
る
金
型
内
ね
じ
転
造（
雄
ネ
ジ
）工
法
一
貫
シ
ス
テ
ム
の
確
立

髙
橋
金
属
株
式
会
社

西
村

清
司

64

超
精
密
板
鍛
造
プ
レ
ス
に
お
け
る
金
型
内
ね
じ
転
造
工
法
一
貫
シ
ス
テ
ム
の
確
立

製
品
・
技
術
開
発
部
門 

�

世
界
初
の
抗
菌
性
人
工
股
関
節
の
開
発

京
セ
ラ
株
式
会
社

中
村

明
大

66

術
後
早
期
の
感
染
リ
ス
ク
低
減
に
繋
が
る
、
画
期
的
な
銀
Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
手
術
後
の
感
染
症
に
挑
戦

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
を
実
現
し
た
世
界
初
の「
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
ヘ
ミ
ン
グ
設
備
」の
開
発

株
式
会
社
高
津
製
作
所

村
田

浩
一

68

自
動
車
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
化
に
対
応
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
車
体
成
型
を
完
成
さ
せ
る
技
術

世
界
初
！
優
れ
た
機
械
強
度
と
導
電
率
の
両
立
を
実
現
し
た
銅
合
金
３
Ｄ
積
層
造
形
技
術
の
開
発

株
式
会
社
ダ
イ
ヘ
ン

坪
田

龍
介

70

優
れ
た
機
械
強
度
と
導
電
率
の
両
立
を
実
現
し
た
銅
合
金
３
Ｄ
積
層
造
形
技
術
の
開
発

超
薄
膜
で
高
速
性
・
均
一
性
を
実
現
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
向
け
機
能
性
材
料
塗
工
装
置
の
開
発

富
士
機
械
工
業
株
式
会
社

富
永

保
昌

72

高
速
生
産
性
と
薄
膜
均
一
性
を
同
時
に
実
現
し
、
塗
工
の
安
定
化
や
作
業
の
安
全
性
に
も
寄
与

両
親
媒
性
を
有
す
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス「nanoforest

」の
開
発
と
実
用
化

中
越
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社

坪
井

国
雄

74

Ａ
Ｃ
Ｃ
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
Ｐ
Ｐ 

（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
）樹
脂
と
の
複
合
化
に
化
学
修
飾
不
要
で
成
功

ナ
ノ
粒
子
の
ダ
メ
ー
ジ
レ
ス
分
散
を
実
現
す
る
湿
式
微
粒
化
装
置「G-sm

asher

」の
開
発

リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

森
光

孝
典

76

材
料
の
微
粒
化
お
よ
び
、
ナ
ノ
粒
子
の
ダ
メ
ー
ジ
レ
ス
分
散
を
実
現
す
る
湿
式
微
粒
化
装
置
の
製
品
化

交
編
技
術
に
よ
る
高
付
加
価
値
ニ
ッ
ト
開
発
と
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
設
立

米
富
繊
維
株
式
会
社

大

江

健

78

“
交
編
”の
技
術
を
活
か
し
地
方
か
ら
発
信
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

永
久
磁
石
式
小
型
軽
量
リ
タ
ー
ダ
の
開
発

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

山
口

博
行

80

永
久
磁
石
式
リ
タ
ー
ダ
を
世
界
で
初
め
て
実
用
化
後
、
初
期
型
か
ら
大
幅
な
小
型
軽
量
化
・
高
制
動
力
化
を
実
現

伝
統
技
術
の
応
用
部
門 

�

世
界
初
の
革
新
的
な
塗
装
方
法
に
よ
り
、
従
来
比
工
程
数
１
／
10
を
実
現
し
た
、
高
耐
久
性
塗
装
鏡
面
家
具
の
開
発

株
式
会
社
イ
シ
モ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

石
井

康
博

82

高
耐
久
性
塗
装
鏡
面
家
具
の
開
発
。
世
界
初
の
塗
装
方
法
に
よ
り
、
従
来
比
工
程
数
１
／
10
を
実
現

「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）
企
業
」
部
門 

�

世
界
に
先
駆
け
た
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン
技
術
の
応
用
に
よ
る
文
化
財
保
護
・
修
復
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

株
式
会
社
タ
ダ
ノ

山
本

耕
治

84

建
設
用
ク
レ
ー
ン
技
術
を
活
か
し
、
文
化
財
保
護
や
修
復
、
そ
し
て
継
承
に
も
寄
与
す
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
人
工
知
能
技
術
を
用
い
た
、
設
備
稼
働
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
報
知
シ
ス
テ
ム

i Sm
art T

echnologies 

株
式
会
社

木
村

哲
也

86

１
個
50
円
と
２
５
０
円
の
セ
ン
サ
ー
で
残
業
・
休
日
出
勤
ゼ
ロ
を
実
現

人
材
育
成
支
援
部
門 

�

若
年
層
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
型
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

株
式
会
社
ア
ー
テ
ッ
ク

88

若
年
層
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
独
創
的
な
教
材
シ
ス
テ
ム
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

優
秀
賞
受
賞
者
一
覧 

�

91

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
つ
い
て 

�

93

「日本のものづくり」も賞も進化していく
第７回を迎えた「ものづくり日本大賞」。今回は内閣総理大臣賞に
24件、経済産業大臣賞、特別賞、優秀賞に計51件が受賞した。
企業規模や置かれた状況も様々だが、いずれにも共通するのは、
「ものづくり」に対する熱いこだわりや思いだ。未来を切り拓く取
り組みに光を当てるこの賞について、経済産業省の徳増伸二製造
産業局参事官ものづくり政策審議室長に聞いた。

顧客起点かつ全体最適の視点を
通じた「ものづくり」の価値の
最大化を

経済産業省・製造産業局参事官

徳増　伸二
　受賞案件全体を見て感じられるのは、第4次産業革命につ
ながるような先端的技術から、地域のニーズに即したものま
で、非常に幅広いものだということです。ものづくりの奥深
さを再認識しました。また、共通しているのが、ものづくり
への熱い思いです。こうした熱い思いが、我が国のものづく
りを支えているのだと思います。
　今回受賞された皆様には心からお喜び申し上げたい。他方
で、受賞は一つの通過点です。今回の受賞を契機に、人も企
業も一層成長していくことを期待します。ポテンシャルは非
常に高いものの、まだまだ本格的に普及していない技術もあ
ります。今回の受賞が、そうした技術が大きく飛躍する契機
となることを願っています。
　その際、大事なことの一つは「つながり」を増やすことだと
思います。現在、経済産業省では、様々なつながりにより価
値創出を図る「コネクティッド・インダストリーズ」を推進し
ていますが、様々な人や技術・組織・企業等とつながり、外
部とも積極的な連携を図ることによって、短時間でも大きな
成果を得ることができます。
　また、今回の第7回では新たに「ものづくり+（プラス）企業」とい
う部門を設けました。
　日本企業がつくるモノは本当に素晴らしい。しかし、「顧
客価値」を実現するにはモノだけでは必ずしも十分でなく、
モノを通じた「機能の利用」や「体験の共有」が重要になってい
ます。モノの提供だけにとどまらない、サービス・ソリューショ
ン（顧客課題解決）なども視野に入れたビジネスモデルの構築
が期待されます。そのような流れをこの表彰制度にも反映し、
ものづくり企業の変革を後押ししていきたく思います。
　さらに、日本のものづくり力の価値の最大化には、顧客起
点で考えて全体最適を図るアプローチが重要です。
　日本企業は過去に成功体験があるだけに、思いきった変革
が起こしにくい側面があるのではないでしょうか。かつては、
ボトムアップでの部分最適の積み上げが全体最適となり得た
かも知れませんが、時代が大きく変動する中、全体を俯瞰す
るようなシステム的な考え方が重要です。顧客起点で考えて
最大の価値をもたらす全体設計を熟考した後に、強い現場力
を活かして最高のモノに仕上げ、顧客に高い価値を提供する
ことが期待されます。
　世界的にますますスピード感が増していく時代に、企業も
人も変化を恐れず、果敢に挑戦していくことが重要です。そ
して、顧客起点で考えて全体設計を的確に行い、現場力の強
みと組み合わせて顧客に最高の価値を届ける全体最適を実現
することが期待されます。受賞各社は経営資源を生かしなが
ら、そうした新たな時代のものづくりに果敢に挑戦し、我が
国のものづくりのさらなる進化に向けて邁進いただければと
思います。



地
域
別
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

❶ JFE スチール株式会社
❷株式会社日立製作所
❸ジャパン マリンユナイテッド株式会社
❹富士フイルム株式会社
❺株式会社ニッコー
❻小松技術士事務所
❼大塚オーミ陶業株式会社
❽シンテック株式会社
❾株式会社スマイリーアース
�タンレイ工業株式会社

�株式会社東亜電化
�株式会社豊田自動織機
�ヤグチ電子工業株式会社
�株式会社フジキン
�株式会社本田技術研究所
�アスプローバ株式会社
�キヤノンメディカルシステムズ株式会社
�株式会社ファインテック
�株式会社小糸製作所
�マツダ株式会社

�大七酒造株式会社
�株式会社杢目金屋
�株式会社 浜野製作所
�株式会社 IBUKI
�株式会社久留米リサーチ・パーク
�株式会社フジコー
�株式会社デザインココ
�髙橋金属株式会社
�京セラ株式会社
�株式会社高津製作所

�株式会社ダイヘン
�富士機械工業株式会社
�中越パルプ工業株式会社
�リックス株式会社
�米富繊維株式会社
�新日鐵住金株式会社
�株式会社イシモク・コーポレーション
�株式会社タダノ
� i Smart Technologies 株式会社
�株式会社アーテック

● 内閣総理大臣賞
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● 特別賞
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総
理
大
臣
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製造・生産プロセス部門	：	 1 グループ	
製品・技術開発部門	 ：	 5 グループ	
伝統技術の応用部門	 ：	 1 グループ	

ものづくり

日本
大賞
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地域別インデックス 45



7

Point
受 賞

も
の
づ
く
り
・
も
の
が
た
り

6

内
閣
総
理
大
臣
賞

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

焼結工程の概要

気体燃料吹込みが層内温度分布に及ぼす影響

開発技術導入前後の焼結操業推移

 （左写真）上から、佐藤秀明、山本哲也、樋口隆英
 （右写真）左から、渡辺芳典、岩見友司、佐藤道貴、大山伸幸

ここがスゴイ！ 
この技術

焼結鉱の強度と
還元性に着目

コークス削減に焼結鉱の強
度、還元性の改善が必須で
あることに着目。そのため
の適正な焼結温度を見いだ
し制御技術を確立。気体燃
料（ＬＮＧ）を上層から吹き
込み、粉コークスと 2 段階
で燃焼させる方法を開発

▼
CO2 の大幅な削減を

実現させる！
世界初の実機化に成功。焼
結工程で 4.4%、高炉工程
で 0.7%、焼結機 1 機あた
り（京浜地区）年間 6 万 t
の CO2 を削減 世界初の技術！

CO2 の大幅削減を簡易な設備改造で実現

目指すは、
「ナンバーワン技術」

試行錯誤を経て
世界初の実機化に成功 ！

そ
の
前
段
階
と
し
て
粉
状
鉄
鉱
石
を
焼
き

固
め
て
焼
結
鉱
に
す
る
、
焼
結
工
程
が
あ

る
。
鉄
鉱
石
に
粉
コ
ー
ク
ス
を
混
ぜ
て
燃

焼
さ
せ
焼
結
鉱
を
製
造
す
る
も
の
だ
。

　

高
炉
で
は
、
コ
ー
ク
ス
か
ら
発
生
し
た

一
酸
化
炭
素
が
、
焼
結
鉱
に
含
ま
れ
る
酸

高
炉
の
前
段
階
の
工
程
に
注
目
し 

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
目
指
す

　

製
鉄
所
の
設
備
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の

は
鉄
を
溶
か
す
高
炉
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

化
鉄
と
反
応
す
る
こ
と
で
酸
素
が
取
り
除

か
れ
る
。
こ
の 

“
還
元
反
応
”
に
よ
っ
て

鉄
に
な
る
の
だ
。
と
い
う
こ
と
は
焼
結
鉱

の
還
元
性
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、
製
造
工
程

を
効
率
化
で
き
る
。

　

ま
た
焼
結
鉱
の
強
度
が
低
い
と
高
炉
に

運
ば
れ
る
ま
で
に
粉
化
し
、
焼
結
鉱
の
不

良
品
率
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
ま
り
焼
結
鉱
の
強
度
を
上
げ
る
こ
と

も
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
わ

け
だ
。
コ
ー
ク
ス
の
使
用
量
削
減
に
よ
っ

て
、
Ｃ
Ｏ
２
量
を
大
幅
に
削
減
し
環
境
負

荷
を
低
減
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
注
入 

２
段
階
の
燃
焼
で 

適
正
温
度
を
保
つ

　

焼
結
鉱
の
還
元
性
と
強
度
を
と
も
に
向

上
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

鉱
物
組
織
の
分
析
に
よ
っ
て
焼
結
鉱
に
含

ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
を
増
加

さ
せ
る
の
が
有
効
だ
と
判
明
し
た
。
カ
ル

シ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
が
生
成
さ
れ
る
温
度

は
１
２
０
０
℃
か
ら
１
４
０
０
℃
。
焼
結

炉
内
を
こ
の
温
度
に
保
っ
て
や
れ
ば
い
い
。

　

従
来
の
方
法
で
は
、
焼
結
機
上
に
積
み

重
な
っ
た
鉄
鉱
石
に
混
ぜ
ら
れ
た
粉
コ
ー

ク
ス
が
上
層
か
ら
下
層
に
燃
え
て
い
く
。

粉
コ
ー
ク
ス
の
燃
焼
が
終
わ
っ
た
上
層
は

温
度
が
下
が
り
適
正
温
度
を
保
て
な
く
な

る
。
そ
こ
で
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
た

が
、
最
後
に
辿
り
着
い
た
の
が
気
体
燃
料

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
上
層
か
ら
吹
き
込
み
、
粉

コ
ー
ク
ス
と
2
段
階
で
燃
焼
さ
せ
る
と
い

う
方
法
だ
っ
た
。

　

問
題
は
こ
の
時
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
濃
度
だ
。

濃
度
が
高
い
と
す
べ
て
表
面
で
燃
焼
し
て

し
ま
い
下
層
ま
で
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き

な
い
。
実
験
の
最
中
に
は
火
勢
を
制
御
で

き
ず
炉
内
が
一
面
火
の
海
に
な
り
肝
を
冷

や
す
場
面
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
ん
な
試
行
錯
誤
の
末
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
濃

度
は
０
・
４
％
が
最
適
で
あ
る
と
判
明
。

こ
う
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
よ
る
二
層
燃
焼
方
式

を
確
立
。
世
界
初
の
実
機
化
に
成
功
し
た

の
だ
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
適
し
た

製
鉄
原
料
製
造
プ
ロ
セ
ス

（S
uper-S

IN
T

E
R

®

）

の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

製造プロセスを変えたことで、焼
結機1機（京浜地区）で年間6
万t（乗用車約3万台分）のCO2

削減

◦商号
JFEスチール株式会社
◦設立
2003年4月1日
◦従業員数
43,874名
◦事業内容
鉄鋼製品・半製品、チタン製品、
鋼材加工製品、化学製品、素形
材製品、各種容器類、鉱業・鉱
産品、鉄鋼スラグ製品、機能素
材、合金鉄など

会
社
概
要

受
賞
者

J
F
E
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

JFEスチール株式会社
東京都千代田区内幸町2-2-3
TEL:03-3597-3111
http://www.jfe-steel.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

佐藤　道貴
佐藤秀明／大山伸幸／渡辺芳典
山本哲也／樋口隆英／岩見友司

◦
鉄鋼業の CO2 排出量は非常に多
く、地球温暖化防止に果たすべき
責任は重大です。そのような環境
の中、本技術が認められたことは
大変喜ばしく思います。開発にご
尽力いただいた社内外の方々に御
礼申し上げます。
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第７回
ものづくり日本大賞

左から、秦 昌平、相馬敦郎、宮嶋健太郎、芦田喜章、長野 敬、太田裕之、岡田亮二

センシングエレメントの配置図
2.5mm 角チップの中央に配置されている

ひずみセンサーの様々な適用形態

様々なソリューション開発の可能性を持つ

接合対象金属

金属接合構造概要図 半導体ひずみセンサーの外観

シリコンの結晶格子

ここがスゴイ！ 
この技術

高性能半導体の開発！
温度変化や時間経過によっ
て生じる誤差を克服し、エ
レメント部を中央に配置す
ることでひずみ量に正確に
対応。世界最高の感度と精
度を達成

▼
特殊金属接合技術の

開発に成功！
センサーの感度を上げるの
に重要なセンサーと対象物
の接合部分を、理想的な合
金組 成と生 成プロセスに
よって開発に成功した

従
来
の
２
万
５
０
０
０
倍
の
感
度 

画
期
的
セ
ン
サ
ー
の
誕
生

　

金
属
や
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
微
小
な
ひ

ず
み
か
ら
、
人
間
の
心
臓
手
術
時
の
血
圧

測
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
極
め
て
繊
細

な
も
の
ま
で
検
知
可
能
に
し
た
、
革
新
的

な
ひ
ず
み
セ
ン
サ
ー
技
術
が
生
み
出
さ
れ

た
。

　

１
９
３
０
年
代
以
来
、
長
ら
く
機
械
産

業
や
、
建
設
・
土
木
分
野
で
使
い
続
け
ら

れ
て
き
た
米
国
発
祥
の
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
と

比
較
し
て
、
感
度
は
２
万
５
０
０
０
倍
、

消
費
電
力
は
１
０
０
０
分
の
１
と
い
う
も

の
。

　

し
か
も
日
本
の
半
導
体
産
業
が
蓄
積
し

て
き
た
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
ア
ン
プ

や
Ａ
／
Ｄ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
の
周
辺
機

能
も
含
め
て
２
・
５
㎜
角
の
１
チ
ッ
プ
に

納
め
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
40
℃
か
ら
プ
ラ
ス
１
２
０
℃

と
い
う
幅
広
い
温
度
環
境
で
も
機
能
し
、

１
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
レ
イ
ン
（
１
㎞
の
物
体

が
１
㎜
伸
び
縮
み
す
る
現
象
）
レ
ベ
ル
の

計
測
も
可
能
に
し
た
。

世
界
の
産
業
界
全
般
に
多
大
な 

影
響
を
与
え
得
る
プ
ロ
ダ
ク
ト

 

「
現
代
社
会
は
つ
い
に
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話

に
出
て
く
る
『
ア
ル
ゴ
ス
の
目
』
を
獲
得

し
た
」

　

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
の
長

野
敬
氏
は
、
日
本
機
械
学
会
に
寄
せ
た
論

文
の
中
で
、
開
発
技
術
の
汎
用
性
の
高
さ

を
そ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

ア
ル
ゴ
ス
と
は
全
身
に
１
０
０
の
目
を

持
ち
、そ
れ
ら
の
目
が
交
代
で
眠
る
た
め
、

常
時
物
事
を
監
視
で
き
、
時
間
的
空
間
的

に
も
死
角
が
な
い
と
い
う
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
に
登
場
す
る
巨
人
。

　

ひ
ず
み
セ
ン
サ
ー
技
術
は
、
現
代
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
社
会
に
お
け
る
可
能
性
を
考
え
た

時
、
そ
の
た
と
え
も
あ
な
が
ち
大
げ
さ
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

製
品
事
例
や
実
用
化
の
分
野
と
し
て

は
、
車
載
機
器
、
建
設
機
械
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
、
工
作
機
械
、
精
密
機
器
、
医
療

機
器
、
土
木
・
建
設
分
野
等
の
ほ
か
、
人

体
そ
の
も
の
に
ま
で
、
彼
ら
は
そ
の
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
を
応
用
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

現
在
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
ト
ル
ク

セ
ン
サ
ー
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
出
荷
台
数
は
急
速
に
伸
び
て
い
る
。

　

世
界
の
産
業
界
全
般
に
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
、
画
期
的
な
新
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
誕
生
が
楽
し
み
だ
。

１０００万分の１の
ひずみを感知

革新的なセンサー技術は
現代における「アルゴスの目」！

IoT 時代を加速化するセンサーとして、
新たな産業革命の起爆剤となる

リーダー

長野　敬
岡田亮二／太田裕之／芦田喜章

相馬敦郎（１）／宮嶋健太郎／秦　昌平（２）

（１）日立オートモティブシステムズ株式会社　（２）日立金属株式会社

◦
今回の受賞を、誠に光栄に思って
おります。本技術は、製造立国日
本が培ってきた様々な技術で構成
されております。先人から受け継
いだ技術と叡智、ものづくりへの
執念をさらに発展させ、後進に引
き継ぐことが重要な使命と考えて
おります。

産
業
革
新
を
牽
引
す
る

世
界
最
高
性
能
の

Ｉｏ
T
セ
ン
サ
ー
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

補正回路とあわせて、1マイクロ
ストレインの高感度（ひずみゲー
ジの約 25,000 倍）を達成。マ
イナス４０℃〜プラス１２０℃の温
度 範 囲 でもフラットな特 性、
3mWの低消費電力。新開発の
接合材で、はがれない高信頼性
を実現（高温雰囲気下で半導体
破壊限界の力を加え続け連続
8000時間以上）

◦商号
株式会社日立製作所
◦設立
１９２０年２月１日（創業1910年）
◦従業員数
３５,６３１名（２０１７年３月末日現在）
◦事業内容
創業以来の強みである運用・制
御技術と50 年以上にわたって
培ったITに、ビッグデータ分析
やAIをはじめとするデジタル技
術を融合。社会イノベーション事
業をグローバルに展開すること
で、さまざまな社会課題の解決
に取り組んでいる。

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
日
立
製
作
所

株式会社日立製作所
東京都千代田区丸の内
1-6-6
TEL：03-3258-1111
http://www.hitachi.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先
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も
の
づ
く
り
・
も
の
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10

内
閣
総
理
大
臣
賞

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

写真上前列左から 3 人目 鶴田健二、4 人目 木治 昇、5 人目 豊田昌信
写真下（左）左から、長谷和邦、大井健次、半田恒久　写真下（右）猪瀬幸太郎

14,000TEU 型 メガコンテナ船

③⼤⼊熱溶接 ハッチコーミング拡⼤図

船体横断⾯図

②狭開先溶接

ぜい性き裂の発⽣と伝播（左図）と溶接部による
ぜい性き裂の伝播停⽌（①構造アレスト）（右図）

ここがスゴイ！ 
この技術

ぜい性き裂（ひび割
れ）の伝播を防ぐ

世界初の「構造アレスト」技
術を開発し、船体の大規模
な破壊を防止、安全性を向
上させた

▼
超極厚で高強度な

鋼板を開発
圧延条件の最適化、独自の
厚 板冷却技 術による超極
厚・超高張力鋼鈑の開発で
世界最大厚 強度約 20％増
に成功

「
世
界
一
の
高
性
能
メ
ガ
コ
ン
テ

ナ
船
を
建
造
し
よ
う
」

　

２
０
１
３
年
春
に
ジ
ャ
パ
ン 

マ
リ
ン

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド 

（
Ｊ
Ｍ
Ｕ
） 

と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
船
の

設
計
や
極
厚
の
高
強
度
鋼
板
に
関
わ
る
世

界
屈
指
の
技
術
者
た
ち
が
集
結
し
、
船
体

と
し
て
は
世
界
最
大
厚
の
鋼
板
を
新
し
い

溶
接
法
で
つ
な
ぐ
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
船
の
性
能
向
上
に
は
船
体
を

強
く
軽
く
し
て
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
個
数
を

増
や
す
の
が
効
果
的
だ
。
一
方
で
、
船
体

の
上
部
に
は
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
下
ろ
す
大

き
な
開
口
が
あ
る
た
め
、
二
重
船
側
に
わ

ず
か
に
残
る
上
甲
板
と
そ
の
上
部
の
ハ
ッ

チ
コ
ー
ミ
ン
グ
に
で
き
る
だ
け
高
強
度
か

つ
、
厚
い
鋼
板
を
使
え
る
か
が
性
能
を
左

右
す
る
。
し
か
し
、
鋼
板
の
強
度
・
板
厚

は
す
で
に
限
界
に
達
し
、
溶
接
構
造
物
に

と
っ
て
最
も
怖
い
ぜ
い
性
き
裂
の
課
題
も

あ
っ
た
。
ぜ
い
性
き
裂
は
鋼
板
を
高
速
に

伝
播
し
、
船
体
を
真
っ
二
つ
に
し
か
ね
な

い
危
険
な
現
象
だ
。

　

そ
こ
で
、Ｊ
Ｍ
Ｕ
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
と
も
に
溶
接
で
形
作
ら
れ
て
い

る
船
体
構
造
に
着
目
し
、
ぜ
い
性
き
裂
を

停
止
さ
せ
る
構
造
ア
レ
ス
ト
を
発
明
し

た
。
こ
れ
は
ハ
ッ
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
と
上
甲

板
の
溶
接
部
で
き
裂
の
伝
播
経
路
と
溶
接

金
属
の
粘
り
強
さ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
、
き
裂
を
停
止
さ
せ
る
革
新
的
な

手
法
だ
。
解
析
や
世
界
最
大
級
の

８
０
０
０
ｔ
試
験
機
を
用
い
た
実
物
大
試

験
が
、
そ
の
効
果
を
実
証
し
た
。

超
極
厚
・
超
高
張
力
鋼
板
を
開
発 

新
し
い
高
効
率
溶
接
法
で
つ
な
ぐ

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
板
厚
限
界
に
挑
戦

し
、
コ
ン
テ
ナ
船
向
け
と
し
て
は
世
界
最

大
厚
な
が
ら
、
高
強
度
で
粘
り
強
い
鋼
板

を
開
発
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｕ
で
は
、
こ
の
極
厚

鋼
板
を
つ
な
ぐ
新
し
い
狭
開
先
溶
接
法
を

実
用
化
、
溶
接
パ
ス
数
を
半
減
、
溶
接
材

料
使
用
量
を
35
％
削
減
し
た
。
高
効
率
な

大
入
熱
溶
接
法
も
改
良
を
重
ね
、
製
造
コ

ス
ト
を
大
幅
に
削
減
し
た
。
溶
接
継
手
の

性
能
・
安
全
性
評
価
で
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
も
つ

破
壊
力
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
み
な
く
注

ぎ
込
ん
だ
。
特
殊
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

溶
接
作
業
で
は
、
高
度
な
訓
練
を
積
ん
だ

若
い
匠
た
ち
の
奮
闘
と
不
屈
の
溶
接
技
術

者
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
積
載
で
き
る
コ
ン
テ

ナ
数
が
５
％
多
く
、
単
位
輸
送
あ
た
り
の

燃
料
消
費
も
約
20
％
改
善
。
メ
ガ
コ
ン
テ

ナ
船
が
２
０
１
６
年
に
誕
生
し
た
。

構造設計、溶接技術、
素材開発のコラボレーションが
世界初「構造アレスト」の

技術を生んだ ！

革新技術のコラボレーションで
安全・環境性能に優れたコンテナ船を実現

リーダー

豊田　昌信
木治　昇／鶴田健二／長谷和邦（1）

半田恒久（1）／大井健次（1）／猪瀬幸太郎（2）

（1）JFE スチール株式会社
（2）株式会社ＩＨＩ

◦
当社のコンテナ船建造は 50 年近
い歴史があり、常に先端技術と最
高の性能を求めてきました。今後
も持続可能な社会の実現に向け、
造船所と鉄鋼メーカー、 そして、
お客様とともにさらなる安全・環境
性能向上に取り組んでまいります。

革
新
的
な
構
造
・
施
工
技
術

「
構
造
ア
レ
ス
ト
」で
実
現
し
た

安
全
･
環
境
性
能
に
優
れ
る

メ
ガ
コ
ン
テ
ナ
船

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

コンテナ船における革新的な構
造設計・溶接技術・素材開発の
コラボレーションにより、き裂に
よる船体事故防止のための新技
術を実現し、コンテナ船の性能
を左右する船体上甲板部に高強
度かつ極厚の鋼板を使用可能と
した。コンテナ積載個数を５％増
やし、燃費も20％程度改善した

（20フィートコンテナ換算）

◦商号
ジャパン マリンユナイテッド
株式会社
◦設立
２０１３年１月１日
◦従業員数
6,500名
◦事業内容
船舶・艦艇・海洋浮体構造物等
の設計、製造、販売等

会
社
概
要

受
賞
者

ジ
ャ
パ
ン 

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社

ジャパン マリンユナイテッド
株式会社
東京都港区芝5-36-7

（三田ベルジュビル）
TEL:03-6722-6100
FAX:03-6722-6090
https://www.jmuc.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先
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Point
受 賞

も
の
づ
く
り
・
も
の
が
た
り

12

内
閣
総
理
大
臣
賞

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

後列左から、大野幹夫、森田清夫、野口 仁、浅井雅彦、高野博昭
前列左から、鈴木宏幸、原澤 建

ここがスゴイ！ 
この技術

大容量カートリッジの
さらなる可能性

現在世界最大のカートリッ
ジ容量 15TB の高記録容量
を誇るが、塗布型磁気テー
プでは最高密度となる記録
再生特性も実証し、220TB
の実現可能性を示した。

▼
大切なデータを安全、
安価、長期に保管

データ保管にかかる総ユー
ザーコストはハードディスク
の約 1/8、電力使用はデー
タの読み書き時に限られる
ため CO2 排出量が少なく環
境にやさしい。耐用年数は
30 年以上あるので安心だ。 デジタル時代への先見性と約 20 年かけて

製品化を実現したコア技術

バリウムフェライト磁性体と
ナノ精度の生産技術で

DVD３千枚をたった１巻の
磁気テープカートリッジへ！

降
、
２
年
に
２
倍
の
ペ
ー
ス
で
容
量
増
加

を
続
け
て
き
た
が
、
従
来
の
メ
タ
ル
磁
性

体
で
は
微
粒
子
化
に
限
界
が
あ
り
、
記
録

容
量
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
た
。

　

メ
タ
ル
磁
性
体
の
性
能
限
界
を
早
期
に

予
見
し
、
１
９
９
２
年
よ
り
メ
タ
ル
磁
性

メ
タ
ル
磁
性
体
の
限
界
を
予
見 

わ
ず
か
３
人
で
研
究
を
ス
タ
ー
ト

　

増
大
を
続
け
る
世
界
の
デ
ー
タ
量
に
対

応
し
、
デ
ー
タ
テ
ー
プ
は
２
０
０
０
年
以

体
に
代
わ
る
新
た
な
素
材
の
開
発
に
着
手

し
て
い
た
の
が
、
現
・
記
録
メ
デ
ィ
ア
研

究
所
所
長
の
野
口
仁
氏
で
あ
る
。

　

当
時
、
デ
ー
タ
テ
ー
プ
は
メ
タ
ル
磁
性

体
が
主
流
と
な
り
、
新
た
な
素
材
の
研
究

は
一
旦
中
止
と
な
っ
て
い
た
が
、
野
口
は

２
人
の
仲
間
と
と
も
に
研
究
を
再
開
し
た

の
だ
っ
た
。

　

様
々
な
研
究
を
経
て
、
彼
ら
が
着
目
し

た
の
は
、
切
符
の
裏
面
な
ど
に
使
わ
れ
る

バ
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
性
体
。
記
録
・

再
生
特
性
と
長
期
保
存
性
に
優
れ
る
バ
リ

ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
性
体
を
デ
ー
タ
テ
ー

プ
に
採
用
す
べ
く
、
地
道
な
研
究
の
日
々

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。

飛
躍
的
な
容
量
ア
ッ
プ
に
成
功 

デ
ー
タ
テ
ー
プ
の
需
要
を
創
出

　

長
年
に
及
ぶ
彼
ら
の
努
力
が
実
を
結
ん

だ
の
は
、
２
０
１
１
年
の
こ
と
。
世
界
で

初
め
て
バ
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
性
体
を

採
用
し
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
容
量
の

デ
ー
タ
テ
ー
プ
商
品
化
に
成
功
し
た
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
３
つ
の

コ
ア
技
術
が
必
要
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
超
微
粒
子
の
バ
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ

イ
ト
磁
性
体
の
開
発
と
量
産
化
技
術
。
次

に
、
こ
の
磁
性
体
を
最
大
限
に
生
か
す
た

め
に
均
一
分
散
さ
せ
る
技
術
。
最
後
に
、

磁
性
体
を
可
能
な
限
り
薄
く
ベ
ー
ス
フ
ィ

ル
ム
に
塗
布
す
る
技
術
。
こ
れ
ま
で
の
写

真
フ
ィ
ル
ム
製
造
で
培
っ
た
技
術
が
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

新
た
な
大
容
量
テ
ー
プ
の
登
場
は
、
陰

り
が
見
え
て
い
た
デ
ー
タ
テ
ー
プ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
完
全
に
復
活
さ
せ
、
ス
ト

レ
ー
ジ
業
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
発
売
以
降
、
世
界
中
で
バ

リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
テ
ー
プ
を
使
用
し
た

ス
ト
レ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
加
速
。

　

現
在
、
バ
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
テ
ー
プ

が
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
、

Ｉ
ｏ
T
時
代
を
支
え
る
信
頼
で
き
る
存
在

と
し
て
、
ま
た
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に

も
貢
献
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ｉｏ
T
時
代
を

支
え
る
、
総
ユ
ー
ザ
ー
コ
ス
ト
に

優
れ
た
大
容
量
デ
ー
タ
テ
ー
プ

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

データアーカイブ用磁気テープ
に使用されていたメタル磁性体
の性能限界を早期に予見し、バ
リウムフェライトを用いた大容量
データテープを基礎研究から製
品化まで、長い年月をかけて完
成させた、科学技術駆動型イノ
ベーションの好事例。他者の追
随を容易に許さないコア技術は、
日本型の高付加価値創造型もの
づくり革新と評価

◦商号
富士フイルム株式会社
◦創業
1934年1月20日（富士写真フイ
ルム㈱として創業）
◦従業員数
連 結 29,956 名（2017 年 3 月 31
日現在）
◦事業内容
コーポレートスローガン「Value 
from Innovation」の下、イメー
ジングソリューションとインフォ
メーションソリューション（ヘルス
ケア、高機能材料など）を提供。
製品・サービス・技術開発など
を通じて新たな価値を創出する

会
社
概
要

受
賞
者

富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社

富士フイルム株式会社
R&D統括本部　
記録メディア研究所 
研究マネージャー　萬代俊博
神奈川県小田原市扇町2-11-1
TEL:0465-32-2002
FAX:0465-32-2168
http://fujifilm.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

野口　仁
森田清夫／高野博昭／原澤　建
大野幹夫／浅井雅彦／鈴木宏幸

◦
「我々がやらなければ､ データテー
プの将来はない！」という気概でこ
の開発を進めてきました。このよ
うな素晴らしい賞をいただいたこと
を励みに、データテープの高容量
化を進め、ビッグデータ・IoT 時
代に貢献していきたいと思います。
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内
閣
総
理
大
臣
賞

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

後列左から、菊野博昭、輪嶋 史
前列左から、稲田孝明、佐藤 厚、吉岡 武也

ここがスゴイ！ 
この技術

獲れたての
鮮度のまま消費者に！

従来の破砕氷に比べ漁獲後
すぐ急速冷却による鮮度保
持が可能になり高付加価値
化を実現

▼
コストを大幅に

削減できる！
コンパクトサイズなので、小
型漁船でも航行中に利用で
き、燃料費等の大幅なコス
ト削減を実現した

▼
性能が評価され
海外へも進出！

東南アジアからの引き合い
も増え、海外のマグロ船へ
の搭載も

海
水
氷
に
よ
る
急
速
冷
却
で
、 

鮮
度
が
大
幅
に
向
上

　

地
元
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
は
年
々

衰
退
を
辿
る
一
方
。
そ
の
よ
う
な
地
元
の

状
況
に
危
機
感
を
抱
い
た
佐
藤
厚
社
長

は
、
漁
獲
「
量
」
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な

く
、
魚
の
「
質
」
の
向
上
を
図
れ
な
い
か

と
、
魚
介
類
の
鮮
度
保
持
に
注
目
し
「
海

氷
」
を
開
発
。
元
々
は
陸
上
で
24
時
間
か

け
て
海
水
氷
を
製
造
す
る
大
型
の
装
置
。

そ
の
装
置
を
使
用
し
て
い
る
漁
業
者
か

ら
、「
漁
船
に
搭
載
で
き
、
す
ぐ
に
氷
が

で
き
れ
ば
も
っ
と
鮮
度
の
良
い
魚
を
提
供

で
き
る
の
に
」
と
の
要
望
を
受
け
、
機
械

化
を
構
想
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

「
海
域
の
海
水
温
度
差
や
航
行
中
の
船
が

不
安
定
な
状
態
で
氷
な
ん
か
で
き
る
わ
け

な
い
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
、「
そ
れ
な
ら

や
っ
て
や
ろ
う
」
と
一
念
発
起
。

　

ニ
ッ
コ
ー
は
高
度
な
機
械
制
御
技
術
を

有
す
る
た
め
、
小
型
化
に
は
自
信
が
あ
っ

た
も
の
の
、
最
適
な
温
度
帯
（
０
～
マ
イ

ナ
ス
５
℃
）
で
の
連
続
製
氷
を
可
能
に
す

る
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
地
域
の
研
究
機
関
に
相
談
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
函
館
地
域
産

業
振
興
財
団
の
協
力
を
得
て
、
開
発
に
成

功
し
た
。

鮮
度
に
勝
る
付
加
価
値
は
な
し 

使
う
人
の
立
場
で
考
え
る

 

「
使
う
人
の
立
場
に
な
っ
て
設
計
し
よ

う
」
と
い
う
の
が
社
長
の
方
針
。
水
産
機

械
開
発
の
際
、
従
業
員
に
「
お
客
さ
ん
と

一
緒
に
魚
を
切
っ
て
こ
い
」
と
水
産
加
工

場
に
修
業
に
出
し
、
使
う
人
の
立
場
で
の

製
品
開
発
の
大
切
さ
を
教
え
て
き
た
。

　

漁
業
者
に
は
、
現
在
の
ま
ま
で
は
若
い

者
に
後
を
継
い
で
も
ら
え
ず
、
漁
業
は
衰

退
し
て
い
く
危
機
感
が
あ
る
。

 

「
鮮
度
に
勝
る
付
加
価
値
は
な
い
。
魚
に

付
加
価
値
を
つ
け
、
価
値
を
上
げ
れ
ば
漁

業
に
未
来
は
あ
る
」

　

こ
の
考
え
の
も
と
で
、「
海
氷
」
を
利

用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
も
、
高
鮮
度

の
た
め
魚
価
も
ア
ッ
プ
し
た
な
ど
多
く
の

喜
び
の
声
を
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

佐
藤
社
長
は
「
地
元
漁
業
の
復
活
だ
け

で
な
く
、
高
鮮
度
な
魚
介
類
の
輸
送
を
国

内
外
で
確
立
す
る
こ
と
に
貢
献
し
、
ひ
い

て
は
日
本
の
食
文
化
の
普
及
に
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

今
で
は
東
南
ア
ジ
ア
は
じ
め
、
海
外
の

マ
グ
ロ
船
に
も
「
海
氷
」
が
搭
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「できるわけがない」の言葉に
「それならやってやろう ！」と

一念発起して
製品化を実現

シャーベット状海水氷（シルクアイス®）で、
海水を利用して魚の鮮度保持

リーダー

佐藤　厚
輪嶋　史／菊野博昭
稲田孝明／吉岡武也

◦
栄誉ある賞をいただき、弊社の技
術を最大限に評価していただけた
ことを大変光栄に思います。「海
氷」は弊社のモットーであるチャレ
ンジ精神がなければ誕生しなかっ
た装置です。この賞を励みに、今
後も技術の向上に邁進し、 顧客
ニーズに応えるものづくりに挑戦し
てまいります。

漁
獲
物
を
獲
れ
た
て
の
鮮
度
で

保
持
す
る
た
め
の

船
舶
搭
載
型
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

海
水
氷
製
造
機
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

漁獲後すぐに急速冷却するため
の船舶搭載型のシャーベット状
海水氷（シルクアイス®）製造機
を開発。従来、困難とされてき
た小型の漁船にも搭載できるコ
ンパクトな設計と、海水を利用し
た製氷を短時間で、かつ大量に
実現できるようにした。従来の破
砕氷と比べ魚体を包み込み満遍
なく冷却でき鮮度保持が可能

◦商号
株式会社ニッコー
◦設立
１９７７年１２月
◦従業員数
８８名
◦事業内容
食品・水産・食肉・農産・各加
工機械の企画、開発、製造、販
売

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー

株式会社ニッコー
北海道釧路市鶴野110-1
TEL:0154-52-7101（代表）
FAX:0154-53-0878
E-mail:info@k-nikko.com
http:www.k-nikko.com

お
問
い
合
わ
せ
先
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内
閣
総
理
大
臣
賞

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

ポリ乳酸のカーボンニュートラル・サイクル

「耐熱ポリ乳酸の射出成形技術」 により実現した幼児食器
「iiwan®」：金型内に組み込んだ赤外線温度センサーで樹脂の結
晶化タイミングを検知することで実現

発泡層拡大写真
（微細泡 100 万個／㎠）

耐熱 120℃ PLA の超臨界
微細発泡射出成形品の断面

金型内の発泡状態（窒素の泡）

「ポリ乳酸の薄肉射出成形技術」により実現した世界最薄 0.65
㎜厚の透明カップ（写真右）と、１回で多数個成形可能な金型
工法（写真左）。CO2 をポリ乳酸に超臨界状態で大量溶解させ、
流動性を著しく向上させることで実現

平成２６・２７・２８・２９年在リヨ
ン領事事務所主催の天皇誕生日
祝賀レセプション招待展示

左から、小松道男、美和敬弘

環境課題を解決する有効手段と考えられる
「ポリ乳酸」の普及促進

環境に優しい 「ポリ乳酸」 の
普及・促進を目指し

コストや使い勝手の課題を
射出成形技術と金型技術で解決

ば
ゴ
ミ
と
し
て
問
題
を
引
き
起
こ
す
。

　

波
浪
で
粉
砕
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
海
水
中
の
有
害
物
質
を
高
濃
度

で
吸
着
し
、
自
ら
の
微
量
重
金
属
と
一
緒

に
小
魚
や
魚
貝
類
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
汚

染
が
食
物
連
鎖
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
人

「
ポ
リ
乳
酸
」
製
品
の 

普
及
を
阻
む
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

　

石
油
系
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
燃
や
せ
ば

地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
り
、
海
に
捨
て
れ

間
に
ま
で
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
石
油
系
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
と
う
も

ろ
こ
し
等
の
で
ん
ぷ
ん
と
乳
酸
菌
を
原
料

と
す
る
、
環
境
に
優
し
い
生
分
解
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
「
ポ
リ
乳
酸
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
ポ
リ
乳
酸
」
製
品
は
原
材

料
コ
ス
ト
が
高
い
、
耐
熱
温
度
70
℃
程
度

の
も
の
し
か
製
品
化
が
困
難
、
薄
肉
の
射

出
成
形
品
が
つ
く
れ
な
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
普
及
の
ブ
レ
ー
キ
と

な
っ
て
い
た
。

４
つ
の
新
技
術
の
開
発
と
、 

幼
児
用
食
器
シ
リ
ー
ズ
の
事
業
化

 

「
ポ
リ
乳
酸
」
製
品
の
普
及
を
妨
げ
る
課

題
解
決
に
向
け
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
容
易
な

も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
試
み

て
は
失
敗
を
繰
り
返
す
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
ん
な
試
行
錯
誤
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
、耐
熱
ポ
リ
乳
酸
の
射
出
成
形
技
術
、

耐
熱
ポ
リ
乳
酸
の
超
臨
界
微
細
発
泡
射
出

成
形
技
術
、
ポ
リ
乳
酸
の
薄
肉
射
出
成
形

技
術
、
天
然
繊
維
含
有
ポ
リ
乳
酸
超
臨
界

微
細
発
泡
成
形
技
術
の
４
つ
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
、
耐
熱
性

１
４
０
℃
に
改
良
さ
れ
た
耐
熱
ポ
リ
乳
酸

を
金
型
か
ら
き
れ
い
に
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
断
熱
性
を
持
た
せ

る
こ
と
、
透
明
で
薄
肉
の
カ
ッ
プ
（
ポ
リ

乳
酸
射
出
成
形
で
世
界
最
薄
肉
０
・
６
５

mm
）
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
技
術
を
生
か
し
た
幼
児
用
食

器
シ
リ
ー
ズ
「iiw

an®

」
も
事
業
化
。

食
器
安
全
性
、
重
金
属
フ
リ
ー
を
兼
ね
備

え
た
生
分
解
性
耐
熱
食
器
と
し
て
、
健
康

や
環
境
へ
の
意
識
の
高
い
層
を
中
心
に
好

評
を
博
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
欧
米
で
は
環
境
保
護
法
制
が
進

ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
よ
り
、
使
い
捨

て
食
器
に
生
分
解
性
素
材
を
50
％
以
上
使

用
す
る
義
務
法
制
を
世
界
で
初
め
て
定
め

た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
急
増

中
と
の
こ
と
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
製
品
と

し
て
、
欧
米
で
も
社
会
認
知
が
確
実
に
広

ま
っ
て
い
る
。

植
物
由
来
生
分
解
樹
脂
の

世
界
的
普
及
の
端
緒
と
な
る

日
本
発
の
射
出
成
形
技
術
群
の

開
発
と
応
用
製
品

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

石油由来樹脂による環境負荷と
いう課題を解決する、植物由来・
生分解性プラスチック「ポリ乳
酸」の独創的な射出成形技術群
を世界に先駆けて実用化し、耐
熱温度、コスト、射出成形の諸
課題を克服している。また、日米
欧等で特許権31件（235発明）
を取得し、日本発ものづくり技術
の知的財産権をフル活用する世
界戦略も評価

◦商号
小松技術士事務所
◦設立
1993年12月
◦従業員数
2名
◦事業内容
34年の実務経験に裏打ちされた
プラスチック射出成形金型技術
及び成形加工技術のコンサル
ティングを国内外で展開。知的
財産権ライセンス事業や海外技
術調査、技術者教育、著作、講
演も行っている

会
社
概
要

受
賞
者

小
松
技
術
士
事
務
所

小松技術士事務所
福島県いわき市草木台2-14-6
TEL：0246-28-8701
E-mail:komatsum@d6.dion.ne.jp
株式会社豊栄工業
愛知県新城市字新間平１-３６９
TEL：0536-22-0696
E-mail:hoei@hoic.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

小松　道男
美和敬弘（1）

（1）株式会社豊栄工業

◦
安心で安全な製品を世界の人々へ
届け、使い終えた製品は、地球へ
還せる素材を使いこなすことを目
指しました。私達のものづくりの想
いを日本から世界へ向けて発信す
る機会が与えられたことに心より感
謝申し上げます。

ここがスゴイ！ 
この技術

人にも環境にも
優しい素材

自然の力で水と二酸化炭素
に分解される、環境にも人
にも優しい素材

▼
独自射出成形技術で
品質が飛躍的に向上

耐熱温度や断熱性、薄手で
軽量など、食器に求められ
る多様なニーズを実現

▼
世界に誇れる

クールジャパン製品
ポリ乳酸を原料とした耐熱
食器 分野、薄肉射出成形
カップ分野で世界シェアの
100% を占める
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内
閣
総
理
大
臣
賞

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

左から、林田慎市、北村武裕、冨増佳晴、松井 順、松原秀治、溝内傳二、横山一夫

大塚国際美術館　環境展示　システィーナ・ホール

キトラ古墳石室内の再現

陶板によるキトラ古墳壁画の製造フローチャート

文化財の専門家との対話

世界最大級の大型陶板

細部のレタッチ作業
3D 技術を応用した火焔
土器の複製品

成果品　白虎詳細

ここがスゴイ！ 
この技術

見た目は絵画そのもの
実は複製された陶板画
通常３０cm 四方のタイルが
一般的だが、同社では世界
最大級の幅９０cm ×長さ３
m の「大型陶板」を実現。
素材となる大型陶板に多彩
な釉薬をシルクスクリーン
印刷技術の応用によって転
写し画像を焼き付ける

▼
複数回焼成可能な素材で
焼き重ねても割れない

一般的な焼きものは焼き重
ねると歪み割れ等の不良が
生じるが、同社では複数回
焼成可能な独自素材で実現

陶
板
で
新
し
い 

価
値
創
造
を
追
求
！

 

「
ち
ょ
っ
と
さ
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

･･･

手
で
触
れ
た
原
寸
大
の
絵
画
は
、 

陶
板

に
よ
る
複
製
だ
っ
た
。当
初
は
2
度
焼
き
、

3
度
焼
き
で
変
形
し
た
り
割
れ
た
り
の
繰

り
返
し
だ
っ
た
が
、 

職
人
の 「
勘
」は 「
確

か
な
技
術
」 

へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
陶

板
は
複
数
回
焼
け
る
の
で
、
レ
タ
ッ
チ
を

繰
り
返
し
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

絵
画
を
写
真
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
か
ら

4
色
分
解
し
、
転
写
紙
を
作
成
、
再
現
し

て
い
く
。
独
自
に
開
発
し
た
釉
薬
で
、
光

沢
の
無
い
仕
上
げ
も
可
能
と
な
り
、

２
０
０
９
年
、
文
化
庁
か
ら
「
陶
板
に
よ

る
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
等
の
複
製
等
業
務
」

を
依
頼
さ
れ
、
発
見
当
時
の
状
況
に
近
い

色
彩
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
表
面
状
態
を

精
密
に
複
製
す
る
た
め
、試
作
を
重
ね
た
。

　

一
方
、
こ
の
陶
板
技
術
は
歴
史
的
建
造

物
の
保
存
や
修
復
事
業
で
も
利
用
さ
れ
、

国
会
議
事
堂
中
央
塔
屋
根
の
平
成
の
大
改

修
で
も
特
命
を
受
け
採
用
さ
れ
た
。

　

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
は
、
調
査
当
時

す
で
に
剥
落
の
危
険
性
が
あ
り
、
保
存
が

最
優
先
で
あ
っ
た
。
同
社
で
は
文
化
庁
よ

り
任
命
さ
れ
た
複
製
品
製
作
委
員
会
の
専

門
家
と
討
議
を
重
ね
な
が
ら
、
厳
選
し
た

資
料
を
も
と
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
白

虎
、
青
龍
の
漆
喰
剥
落
や
刻
線
な
ど
の
細

緻
な
部
分
も
、
忠
実
に
再
現
で
き
た
。

　

同
社
で
は
製
作
の
た
め
に
３
つ
の
要
素

が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
対
話
＋
意
識

＋
技
術
で
あ
る
。「
単
な
る
複
製
で
は
な

く
、
微
妙
な
色
調
や
質
感
ま
で
再
現
し
て

い
く
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
」

世
界
最
大
級
の
薄
く
て 

歪
み
の
な
い
大
型
陶
板
を
開
発

　

狸
の
焼
き
も
の
で
も
知
ら
れ
る
滋
賀
県

甲
賀
市
信
楽
町
の
信
楽
焼
き
の
里
―
―
そ

の
一
角
に
同
社
は
あ
る
。
１
９
７
３
年
、

同
社
は
こ
こ
で
「
陶
板
」
の
製
造
に
着
手
、

世
界
最
大
級
の
薄
く
て
歪
み
の
な
い
堅
牢

な
大
型
陶
板（
90
㎝
×
３
０
０
㎝
×
２
㎝
）

の
開
発
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
陶
板
の
可

能
性
を
追
求
、
信
頼
性
の
高
い
施
工
法
を

確
立
、
設
計
や
建
築
に
関
わ
る
ク
リ
エ
ー

タ
ー
、
作
家
と
協
力
し
な
が
ら
、
常
に
新

た
な
陶
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
る
。
そ

の
成
果
は
、
同
社
信
楽
工
場
併
設
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
や
徳
島
県
鳴
門
市
の
大
塚
国
際
美

術
館
の
陶
板
名
画
作
品
で
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

大
塚
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
文
化

価
値
創
造
の
取
り
組
み
に
夢
は
広
が
る
。

焼きものの里信楽で
研究者ではなく
製造技術者が

製陶技術を開発 ！

革新的技法により文化財の立体的複製を実現。
教育面、文化財資源の活用に貢献する

リーダー

冨増　佳晴
林田慎市／松原秀治／横山一夫
北村武裕／松井　順／溝内傳二

◦
今を未来へ。焼きものの常識を超
えるオンリーワン技術のもと、陶板

（toban）で新しい価値創造を追
求し４５年。この賞をきっかけに、
これからも人々の生活に豊かさと
潤いを与える陶の可能性を追求し
てまいります。

伝
統
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た

立
体
的
製
陶
技
術
に
よ
る

文
化
財
の
複
製

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

革新的技法・釉薬開発・寸法制
御により文化財の立体的な複製
を実現。教育面・文化財資源の
活用に貢献。文化庁との共同プロ
ジェクトにおいて大型陶板の技術
を応用、奈良県明日香村の特別
史跡キトラ古墳の石室内の壁画の

「陶による原寸大の再現」など、
後世に残し伝える「セラミック
アーカイブ事業」に取り組んでい
る

◦商号
大塚オーミ陶業株式会社
◦設立
１９７３年７月
◦従業員数
60名
◦事業内容
大型陶板、テラコッタ、OTセラ
ミックスを３ つの柱とし、平面、
立体のアートから建築分野、暮ら
しを彩る生活の領域に至るまで、
幅広く対応している

会
社
概
要

受
賞
者

大
塚
オ
ー
ミ
陶
業
株
式
会
社

大塚オーミ陶業株式会社
信楽工場
滋賀県甲賀市信楽町柞原926
TEL:0748-82-3001（代表）
FAX:0748-82-2125
https://www.ohmi.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先



1．JFE スチール株式会社　▶▶▶P6

2．株式会社日立製作所　▶▶▶P8

3．ジャパン マリンユナイテッド株式会社　▶▶▶P10

4．富士フイルム株式会社　▶▶▶P12

5．株式会社ニッコー　▶▶▶P14

6．小松技術士事務所　▶▶▶P16

7．大塚オーミ陶業株式会社　▶▶▶P18

内
閣
総
理
大
臣
賞 

受
賞
者

経
済
産
業
大
臣
賞

製造・生産プロセス部門	：	 4 グループ	
製品・技術開発部門	 ：	 9 グループ	
伝統技術の応用部門	 ：	 1 名・	
		  1 グループ

「ものづくり＋（プラス）企業」
                             部門	：	 2 グループ	
人材育成支援部門	 ：	 1 グループ	

ものづくり

日本
大賞
日本
大賞

2021 内閣総理大臣賞 受賞者

日
時
：
2
0
1
8
年
1
月
22
日
　
場
所
：
総
理
大
臣
官
邸
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Point
受 賞

も
の
づ
く
り
・
も
の
が
た
り

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
経
済
産
業
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

中列左から、添郷文雄、池村充史
前列左から、三海裕子、宮下道行、北村道夫、水本 毅

ここがスゴイ！ 
この技術

ソフトウェアの
高い信頼性と操作性

物理的・光学的な解釈に基
づき、複雑な光の特性を高
精度・高速に数値計算

▼
ソフトウェア技術と
ハードウェア技術の

巧みな融合
液晶表示器の光学特性評価
は、データ解析技術との連
携によってはじめて実現可
能。ソフトウェア技術とハー
ドウェア技術の巧みな融合
によってそれを達成

液
晶
表
示
器
の 

開
発
期
間
短
縮
が
課
題
に

　

１
９
９
０
年
代
、
従
来
の
ブ
ラ
ウ
ン
管

表
示
方
式
で
は
実
現
で
き
な
い
超
薄
型
・

軽
量
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
実
用
化
に
向
け
、

液
晶
表
示
方
式
の
研
究
開
発
が
国
内
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。液
晶
表
示
方
式
は
、

固
体
と
液
体
の
中
間
的
性
質
を
も
つ
液
晶

分
子
の
配
列
を
、
電
気
的
に
動
か
し
て
明

暗
・
色
を
制
御
す
る
。
そ
の
た
め
、
設
計

工
程
で
構
成
要
素
の
物
性
や
配
置
を
最
適

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
構
成
要
素
の
組
み

合
わ
せ
は
無
限
に
あ
る
た
め
、
製
造
メ
ー

カ
ー
や
材
料
メ
ー
カ
ー
の
開
発
担
当
者

は
、
設
計
条
件
ご
と
に
試
作
し
て
表
示
性

能
を
評
価
す
る
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
液
晶
表
示
器

の
設
計
開
発
に
は
莫
大
な
時
間
と
コ
ス
ト

が
か
か
り
、
開
発
期
間
の
短
縮
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

設
計
支
援
シ
ス
テ
ム
の
提
供
で 

生
産
性
向
上
に
貢
献

　

そ
こ
で
同
社
は
、
液
晶
表
示
器
の
光
学

特
性
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
「LCD

 M
A

ST
ER

T
M

」
を
開
発
。

数
カ
月
を
要
す
る
試
作
検
証
プ
ロ
セ
ス
を

数
十
分
程
度
に
ま
で
減
ら
し
、
開
発
期
間

の
大
幅
な
短
縮
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、

従
来
の
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
は
検
討
で
き

な
か
っ
た
細
や
か
な
最
適
化
が
可
能
と
な

り
、表
示
器
高
性
能
化
の
一
助
と
な
っ
た
。

現
在
、「LCD

 M
A

ST
ER

T
M

」
に
よ
る
液

晶
表
示
器
設
計
が
標
準
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

て
お
り
、
国
内
外
の
ほ
ぼ
全
て
の
関
連
企

業
が
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
液
晶
や
光
学
フ
ィ
ル
ム
が
設
計

通
り
に
製
造
さ
れ
て
い
る
か
検
証
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
応
用
し
、
液
晶

表
示
器
部
材
が
も
つ
光
学
特
性
を
解
析
す

る
汎
用
偏
光
測
定
装
置
、「O

PT
IPRO

T
M

」

を
開
発
。
こ
れ
に
よ
り
、
不
良
発
生
の
早

期
発
見
・
歩
留
ま
り
向
上
な
ど
、
生
産
性

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

液
晶
表
示
器
産
業
の
市
場
拡
大
に
伴

い
、
山
口
県
の
本
社
以
外
で
は
、
東
京
都

及
び
ソ
ウ
ル
市
に
営
業
事
務
所
を
開
設
。

東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
多
数
の
代
理
店
が

同
社
の
製
品
を
取
り
扱
う
。

　

製
品
の
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
し

て
お
り
、
定
期
的
に
同
社
主
催
の
研
究
会

を
開
催
。現
在
は
液
晶
表
示
器
に
限
ら
ず
、

次
世
代
光
学
応
用
デ
バ
イ
ス
の
産
業
化
に

貢
献
す
べ
く
、
ユ
ー
ザ
ー
と
活
発
な
議
論

を
重
ね
な
が
ら
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

ブラウン管から
薄型テレビに変わる時代の
到来を信じて始めた開発

液晶表示器設計用ソフトウェアの開発、
及び連動した解析ハードウェアの開発

リーダー

北村　道夫
宮下道行／三海裕子／添郷文雄

水本　毅／池村充史
◦

これまで当社を育ててくださったご
関係の皆様に心から御礼申し上げ
ます。本受賞を励みに、次世代光
デバイス設計の計算・測定技術の
研鑽を積み、製造現場や研究開発
になくてはならない製品をご提供し
てまいります。

液
晶
表
示
器
開
発
設
計
支
援

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

液晶表示器の設計・製造に不可
欠な光学シミュレーション技術お
よび測定技術を確立。トライ＆エ
ラーによる試作工程をなくすこと
により、液晶表示器製品化の期
間短縮および開発コスト削減に
貢献

◦商号
シンテック株式会社
◦設立
１９８５年１月１日
◦従業員数
22名
◦事業内容
光デバイスの開発・製造を支援
するシミュレーション技術及び計
測システムの開発・販売。国内
外の製造メーカーや大学研究機
関の要望に応じた専用ソフトウェ
ア・測定技術開発も手掛ける

会
社
概
要

受
賞
者

シ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社

シンテック株式会社
山口県熊毛郡田布施町麻郷奥90
TEL:0820-52-5430
FAX:0820-52-5237
E-mail:b1sales@shintech.jp
URL:http://shintech.jp

お
問
い
合
わ
せ
先
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Point
受 賞

も
の
づ
く
り
・
も
の
が
た
り

第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
［
経
済
産
業
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

左から、奥 龍将、奥 竜一

綿屑、糸屑（ゴミ）も
バイオマスエネルギー化するシステム 薪材をバイオエネルギーとして利用

同社は長年ウガンダのコットンを原料として使用しており、龍将さんは現
地の農家との交流や現地工場での勤務経験を通してウガンダ北部の抱え
る社会的課題への理解を深めた

衰退が懸念される日本の綿
産業において、同社の技術
やシステムは高い優位性と
可能性を持つ 里山の間伐材（ゴミ）をエネルギー利用

精練工程においてシアバターを用い、極力化学薬品の使用を控えることに成功。環境負荷お
よび水の使用量を大幅に削減するとともに、高品質のオーガニックタオル生産を実現した

ここがスゴイ！ 
この技術

ウガンダ北部の
無農薬栽培

農薬、殺虫剤などを一切使
わない無農薬栽培。ウガン
ダの観光資源を守りながら、
現地人が収益を上げる持続
可能なビジネス環境の構築
を目指す

▼
精練・洗い工程も
環境配慮に工夫

「自浄清綿法」の特許技術
により、水のみの使用によ
る自浄作用で精練

「
世
界
中
の
人
々
を
笑
顔
に
す
る 

究
極
の
も
の
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦

　

古
い
民
家
が
数
棟
建
つ
小
集
落
の
中

に
、
㈱
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス
の
社
屋
（
民

家
）
が
分
散
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
で
タ
オ
ル
の
生
産
が
始
ま
っ
た

の
は
約
１
３
０
年
前
。
し
か
し
中
国
製
品

の
流
入
な
ど
を
経
て
、
７
０
０
社
あ
っ
た

タ
オ
ル
会
社
は
現
在
１
０
０
社
を
切
っ
た
。

　

龍
将
さ
ん
の
父
竜
一
さ
ん
は
学
生
時
代

に
ア
フ
リ
カ
を
放
浪
し
て
い
た
経
験
か

ら
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
ウ
ガ

ン
ダ
で
繊
維
産
業
の
開
発
に
尽
力
し
て
い

た
柏
田
雄
一
さ
ん
（
ウ
ガ
ン
ダ
の
父
）
に

２
０
０
５
年
に
出
会
う
。
２
代
目
と
し
て

タ
オ
ル
製
造
会
社
を
営
ん
で
い
た
竜
一
さ

ん
は
、
思
い
入
れ
の
深
い
ア
フ
リ
カ
と
稼

業
と
の
接
点
を
求
め
、
柏
田
氏
と
意
気
投

合
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
繊
維
産
業
復
活
を
目
指

す
柏
田
氏
が
着
目
し
て
い
た
の
は
、
ウ
ガ

ン
ダ
北
部
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト

ン
。
柏
田
氏
が
手
掛
け
る
工
場
で
作
ら
れ

た
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ッ
ト
ン
で
紡
が
れ
た
糸
の
サ
ン
プ
ル
を

受
け
取
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
竜
一
さ
ん
は

環
境
配
慮
型
の
タ
オ
ル
生
産
を
決
意
。

２
０
０
７
年
に
工
場
の
機
材
を
入
れ
替

え
、
一
貫
生
産
体
制
を
整
え
た
。

　

息
子
の
龍
将
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
旅
行

に
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
へ
渡

航
。
空
港
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
は
柏

田
雄
一
さ
ん
。
龍
将
さ
ん
は
、
柏
田
さ
ん

の
元
で
、
瞬
く
間
に
現
地
の
人
々
と
打
ち

解
け
信
頼
を
高
め
て
い
っ
た
。

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
ま
ま
に
」 

環
境
負
荷
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

工
場
汚
染
水
を
出
さ
な
い
。
染
色
を
し

な
い
。
水
だ
け
で
タ
オ
ル
生
産
で
き
な
い

か･･･

。
そ
れ
は
、
水
だ
け
で
綿
繊
維
か

ら
油
分
や
不
純
物
を
取
り
除
く
独
自
技
術

だ
っ
た
。
奥
親
子
が
開
発
し
た
自
浄
清
綿

法
は
、
水
と
綿
だ
け
で
一
般
の
精
練
工
程

と
同
等
の
効
果
を
発
揮
す
る
技
術
。
竜
一

さ
ん
は
、
植
物
性
油
脂
シ
ア
バ
タ
ー
に
も

着
目
し
、
無
添
加
の
シ
ア
バ
タ
ー
石
鹸
を

独
自
で
開
発
。
ウ
ガ
ン
ダ
産
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
と
シ
ア
バ
タ
ー
の
シ
ナ
ジ
ー

を
実
現
し
た
。

　

現
在
の
化
学
薬
剤
の
使
用
量
は
従
来
の

４
０
０
分
の
１
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
環

境
負
荷
を
全
く
与
え
な
い
製
法
で
も
の
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

工
場
の
脇
に
は
、
工
場
処
理
水
の
た
め

池
が
あ
り
、
緑
豊
か
な
水
藻
の
間
に
メ
ダ

カ
の
群
れ
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

父と息子でつないだ
アフリカとのタオルづくり。

ウガンダの良質綿と
日本タオル製造発祥の地

水のみで精練を行う独自技術「自浄清綿法」を
開発。繊維産業の環境汚染問題を劇的に解決

リーダー

奥　龍将
奥　竜一

◦
第 7 回ものづくり日本大賞におい
て経済産業大臣賞という名誉ある
賞を受賞できたことは、私達が目
指す持続可能社会実現に向けた挑
戦を今後も続けるための自信と誇
りを与えてくれました。引き続き頑
張ってまいります。

ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
と
日
本
を

繋
い
で
き
た
絆
の
継
承
に
よ
り

創
出
さ
れ
た
「
循
環
型
環
境

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
実
現
し
た

タ
オ
ル
生
産
プ
ロ
セ
ス
」

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

タオル生産工程における環境負
荷 の 低 減を 実 現。水 使 用 量
1/4、化石燃料使用量 1/30、
化学薬剤使用料 1/400に低減
し、環境配慮に徹底的にこだわっ
た生産プロセスを開発

◦商号
株式会社スマイリーアース
◦設立
２００８年２月６日
◦従業員数
４名
◦事業内容
オーガニックコットン製品の製造
販売。

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス

株式会社スマイリーアース
大阪府泉佐野市上之郷２３８４
TEL:072-450-2018
FAX:072-450-2019
E-mail:office@smileyearth.co.jp
http://smileyearth.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先
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左から、菅野明宏、本田 崇、藤岡智裕、二人おいて、押野谷明則

開発技術の概要

成形品 モーター部品

シミュレーションによる“陶工のろくろ回し”
再現の検討

実成形形状を良好に予測できるシミュレーション技術

ここがスゴイ！ 
この技術

ニアネットシェイプに
よるムダ取り

鍛造で大きく造って、旋削
で製品形状に加工するとい
う従来の常識を覆し、鍛造
で適正重量・形状の中間素
材を造り、フローフォーミン
グ加工でニアネットシェイプ
化、仕上げ加工で製品化し
てコストダウンに成功

▼
中国からシェアを奪還
中国に奪われていたシェア
をコスト面で取り戻す。製
造の国内回帰を実現した。
開発 終了後は、売 上金 額
4600 万円に（2017 年 11
月現在） 新しいフローフォーミング技術を開発。形状を異

にする一対のローラーを各々異なる動きで成形

職場の存続をかけて
研究開発に取り組み、
ローラーを自在に操り
複雑な加工を可能に ！

の
正
社
員
と
い
う
地
域
密
着
、
地
域
貢
献

を
旨
と
す
る
企
業
だ
。
そ
の
歴
史
は

１
９
２
０
年
ま
で
遡
り
、
蓄
積
さ
れ
た
鍛

造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
主
に
ベ
ア
リ

ン
グ
な
ど
の
リ
ン
グ
製
品
を
製
造
し
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
多
品
種
小
ロ
ッ

多
品
種
小
ロ
ッ
ト
、
難
素
材
の 

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
技
術
の
開
発

　

新
潟
県
を
本
拠
と
す
る
同
社
は
社
員
が

２
5
０
名
ほ
ど
。
そ
の
全
て
が
地
元
採
用

ト
化
が
進
み
加
工
が
難
し
い
素
材
の
ニ
ー

ズ
も
増
え
、
従
来
の
鍛
造
で
は
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
た
。

　

そ
こ
で
目
指
し
た
の
が
従
来
の
リ
ン
グ

ロ
ー
リ
ン
グ
と
フ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
を

組
み
合
わ
せ
た
製
造
技
術
の
開
発
だ
っ

た
。
リ
ン
グ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
素
材
を
金

型
に
充
填
し
て
形
成
、
底
を
抜
い
て
リ
ン

グ
状
に
し
た
後
、
回
転
さ
せ
な
が
ら
圧
延

し
て
製
品
に
仕
上
げ
る
製
法
の
こ
と
。

　

こ
の
技
術
に
は
回
転
方
向
に
対
し
て
水

平
に
変
形
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、
垂

直
方
向
に
は
難
し
く
、
ま
た
複
雑
な
形
状

に
し
た
り
薄
く
加
工
す
る
の
が
難
し
い
。

　

こ
れ
に
対
し
フ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
で

は
回
転
す
る
素
材
に
一
対
の
ロ
ー
ラ
ー
を

押
し
付
け
て
成
形
を
行
う
。
こ
ち
ら
は
金

型
を
使
わ
な
い
逐
次
成
形
で
あ
り
、
よ
り

製
品
に
近
い
形
状
“
ニ
ア
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ

プ
”
が
可
能
だ
。

　

金
型
を
使
っ
た
鍛
造
の
よ
う
な
、
中
心

部
を
打
ち
抜
い
た
り
側
面
を
切
削
し
た
り

す
る
材
料
ロ
ス
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

高
精
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を 

工
技
総
研
が
開
発
し
て
後
押
し

　

同
社
で
は
こ
れ
ら
２
つ
の
技
術
を
組
み

合
わ
せ
る
と
と
も
に
フ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
の
新
た
な
技
術
開
発
を
行
っ
た
。

　

従
来
は
一
対
の
同
じ
形
を
し
た
ロ
ー

ラ
ー
を
用
い
て
い
た
が
、
こ
れ
を
異
な
る

形
に
し
、
ロ
ク
ロ
を
扱
う
陶
工
の
両
手
の

よ
う
に
自
在
に
操
る
こ
と
で
複
雑
な
加
工

を
可
能
に
し
た
の
だ
。

　

こ
の
技
術
開
発
の
実
現
に
は
新
潟
県
工

業
技
術
総
合
研
究
所
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
が
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
れ
は
加
工
中
の
金
属
の
流
れ
を
既
存

の
４
面
体
で
は
な
く
６
面
体
で
リ
メ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
に
よ
り
正
確
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
す
る
も
の
。

　

こ
の
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
加
工
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
む
こ
と
で
最
適
な
条
件
で
の
加

工
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
ケ
ー
ス

は
官
民
が
協
力
し
た
技
術
開
発
の
好
例
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

多
様
な
素
材
・
形
状
の

大
型
容
器
を
実
現
す
る

熱
間
複
合
精
密
加
工
技
術

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

シミュレーションソフトウェア及び
革新的加工方法（リングローリン
グとフローフォーミングを組み合
せる）を開発し、従来と比べ材料
ロスを1/4、加工時間を1/2、
生産コスト1/3を実現

◦商号
タンレイ工業株式会社
◦設立
1983年12月
◦従業員数
265名
◦事業内容
金属製品製造業

会
社
概
要

受
賞
者

タ
ン
レ
イ
工
業
株
式
会
社

タンレイ工業株式会社
新潟県新潟市北区太田甲104-1
TEL：025-387-1050
FAX：025-387-1053
E-mail:info@tanray.co.jp
http://www.tanray.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

藤岡　智裕
森田順平／押野谷明則

本田　崇（1）／菅野明宏（1）

（1）新潟県工業技術総合研究所

◦
弊社の技術革新のため、新しい塑
性加工の開発をテーマにサポイン
事業に初めて取り組みました。3
年間の研究で無事目標を達成、商
業化できたうえにこのような賞をい
ただき、出会いの機会を得られた
ことと幸運に感謝いたします。
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TIER コートの構成図

耐久性評価

TIER コート処理後の金型断面

真空蒸着法による膜形成

後列左から、粕谷昌弘、小野豪哲、
前列左から、村松真希、千葉 裕、鈴木一孝

ここがスゴイ！ 
この技術

市場ニーズに
いち早く注目

離型剤なしでのプラスチッ
ク成形というニーズに着目
し岩手大学、岩手県工業技
術センターと共に産・学・官
で取り組む

▼
フッ素薄膜の

形成技術を実現
金型と有機フッ素薄膜を共
有（化学）結合。有機フッ
素化合物による被膜の耐久
性強度のブラッシュアップ
を実現。離型剤を用いない
透明エポキシ樹脂の成形で
連続 1カ月、5000 回以上
の連続成形を可能に 産・学・官の連携によって実現した

社会経済的価値創造

離型被膜形成技術の開発で
プラスチック成形加工現場の
安定的な生産、コスト削減、
作業環境改善等に寄与 ！

形
品
を
剥
が
れ
や
す
く
す
る
た
め
の
離
型

剤
が
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
離
型
剤
を

均
一
に
塗
布
す
る
こ
と
が
難
し
く
形
状
寸

法
に
ば
ら
つ
き
が
出
た
り
、
離
型
剤
の
成

分
の
付
着
・
混
入
に
よ
る
製
品
へ
の
影
響

と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
。

離
型
剤
不
要
の 

市
場
ニ
ー
ズ
に
注
目
！

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
レ
ン
ズ
な
ど
を
金
型
に

よ
っ
て
成
形
す
る
際
に
は
、
金
型
か
ら
成

　

同
社
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
に
お
け
る

離
型
技
術
と
い
う
市
場
ニ
ー
ズ
に
着
目

し
、
岩
手
大
学
と
研
究
を
始
め
た
の
は

１
９
９
３
年
。

　

有
機
フ
ッ
素
系
置
換
基
を
持
つ
ト
リ
ア

ジ
ン
ジ
チ
オ
ー
ル
化
合
物
に
よ
る
離
型
膜

を
完
成
さ
せ
た
が
時
期
が
早
く
、
離
型
被

膜
の
需
要
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
後
２
０
０
２
年
に
、
岩
手

大
学
、
岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
、

離
型
被
膜
の
開
発
に
着
手
し
、
離
型
剤
を

使
用
せ
ず
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
成
形
が
可

能
な
離
型
被
膜
の
完
成
を
目
指
し
た
。

成
形
を
連
続
１
カ
月
、 

５
０
０
０
回
以
上
を
可
能
に

 

「
様
々
な
原
料
を
検
討
し
た
結
果
、
高
い

離
型
性
能
を
得
る
た
め
に
は
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
必
須
だ
と
考
え
た
ん
で
す
」
と

鈴
木
氏
。

　

有
機
フ
ッ
素
系
の
置
換
基
を
持
つ
ト
リ

ア
ジ
ン
ジ
チ
オ
ー
ル
化
合
物
と
接
合
機
能

性
の
ト
リ
ア
ジ
ン
ジ
チ
オ
ー
ル
化
合
物
と

の
複
合
被
膜
に
着
目
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
複
合
被
膜
は
離
型

性
が
高
く
耐
久
性
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の

反
応
基
が
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
と
化
学
反
応
し

接
着
し
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
発
想
を
変
え
、
金
型
の
上
に
ま

ず
接
合
機
能
性
の
ト
リ
ア
ジ
ン
ジ
チ
オ
ー

ル
化
合
物
の
薄
膜
を
形
成
し
、
そ
の
上
に

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
薄
膜
を
形
成
す
る

技
術
を
開
発
。
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
成
形
が

可
能
な
離
型
被
膜
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

こ
の
技
術
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
た
の
が
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
コ
ー
ト
だ
。
Ｔ
Ｉ

Ｅ
Ｒ
コ
ー
ト
で
は
ト
リ
ア
ジ
ン
ジ
チ
オ
ー

ル
化
合
物
に
よ
り
金
型
と
有
機
フ
ッ
素
薄

膜
と
の
高
い
密
着
性
を
実
現
。

　

さ
ら
に
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
薄
膜
自

体
の
架
橋
・
重
合
反
応
で
耐
久
性
強
度
も

向
上
さ
せ
た
。

　

そ
の
結
果
、
離
型
剤
を
用
い
ず
に
透
明

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
の
成
形
を
連
続
１
カ

月
、
５
０
０
０
回
以
上
の
連
続
使
用
を
可

能
に
し
た
。

微
細
形
状
を
有
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
用
金
型
へ

高
離
型
性
を
付
与
す
る

薄
膜
形
成
技
術
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

市場ニーズの把握に基づいた基
礎研究によって差異化技術を生
み出し、15年という年月をかけ
て岩手大学、岩手県工業技術セ
ンターと協力して実用化してい
る。産・学・官連携による高付
加価値ものづくりのロールモデル
といえる

◦商号
株式会社東亜電化
◦設立
1959年3月
◦従業員数
106名
◦事業内容
めっき及び特殊表面処理。
・	�各種めっき（Znめっき、Niめっ

き、Auめっき、Sn,Sn-Biめっ
き、他）

・	�各種化成処理（アルマイト処
理、アロジン処理、Mg合金の
化成処理、他）

・	�機 能 性 薄 膜 処 理（TRI 
System、TIERコート）

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
東
亜
電
化

株式会社東亜電化
岩手県盛岡市渋民字岩鼻20-7
盛岡工業団地
TEL：019-683-2101
FAX：019-683-1337
E-mail;iwate@toadenka.jp
http://www.toadenka.com

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

千葉　裕
粕谷昌弘／小野豪哲

村松真希（1）／鈴木一孝（1）

（1）岩手県工業技術センター

◦
栄えある賞を賜り、光栄に存じま
す。本技術の開発に関わっていた
だいた皆様に感謝致します。今後
プラスチック成形はますます重要に
なります。それを支える基礎技術
の一つが「離型技術」です。我々
の離型被膜が日本のものづくりに
貢献できるよう、努めてまいります。
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前列左から、鈴木希幸、城丸勝俊、鈴木文博、中根芳之、山田一穂、神徳哲行、曽和真理

従来のスクロール式コンプレッサーの仕組み

開発品の仕組み回転ローターの仕組みと構造

開発品の消音アイテム 従来のスクロール式の空気圧縮工程

従来品と開発品の加速応答性および騒音レベル比較

放射音レベル　dBA 加速応答性　sec

ここがスゴイ！ 
この技術

世界初の画期的
新形状モータロータ

世界初の新形状モータロー
タを考案。従来品に対し、
５３％の小型化と４４％の
軽量化を実現。エアコンプ
レッサーの停止状態から最
大流量までの応答時間も１．
２秒から０．４６秒に大幅向
上

▼
騒音低減技術

音響放射面積を１８％小型
化し、さらにエアコンプレッ
サーの空気流路に４つの消
音機構を取り入れ、従来品
に対し５ｄ BA の騒音低減

究
極
の
エ
コ
カ
ー
に
向
け
て
、 

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
術
開
発
に
挑
戦

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
素
と

酸
素
（
空
気
）
を
反
応
さ
せ
る
こ
と
で
発

電
し
、
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
燃
料
電
池
自

動
車
（
以
下
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
は
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
一
切
排
出

し
な
い
こ
と
か
ら
究
極
の
エ
コ
カ
ー
と
言

わ
れ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
各
社
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
開
発
を
進
め
る
中
、
２
０
１
４
年
12
月

に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）
が
世
界
で
初

め
て
一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で
あ

る
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
構
成
要
素
の
中
で
、
発
電
の

た
め
の
酸
素
供
給
に
重
要
な
役
目
を
担
う

の
が
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
だ
。「
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｉ
」
搭
載
に
向
け
た
、
小
型
・
軽
量
・

低
コ
ス
ト
・
高
信
頼
性
と
い
う
非
常
に
高

い
レ
ベ
ル
の
要
求
に
、
豊
田
自
動
織
機
は

取
り
組
ん
だ
。

　

同
社
が
開
発
し
た
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
の
優
位
点
は
圧
縮
性
向
上
技
術
で
あ

る
。
ロ
ー
タ
ー
の
輪
郭
形
状
を
ヘ
リ
カ
ル

ル
ー
ツ
式
に
す
る
こ
と
で
、
低
流
量
・
低

圧
縮
比
の
空
気
を
必
要
と
す
る
低
速
運
転

時
に
は
吸
い
込
ん
だ
空
気
を
内
部
で
余
分

に
圧
縮
し
な
い
よ
う
に
し
、
逆
に
、
高
流

量
・
高
圧
縮
比
の
空
気
を
必
要
と
す
る
高

速
運
転
時
に
は
、
吸
い
込
ん
だ
空
気
を
内

部
で
容
積
を
変
化
さ
せ
て
圧
縮
す
る
。

　

こ
の
技
術
に
よ
り
従
来
達
成
で
き
て
い

な
か
っ
た
、
幅
広
い
運
転
領
域
に
対
し
て

無
駄
な
く
対
応
で
き
る
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
を
実
現
し
、
加
速
性
能
と
航
続
距
離

の
向
上
に
寄
与
し
た
の
だ
。

市
場
や
業
界
へ
の 

可
能
性
と
波
及
効
果

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
世
界
共
通
の
課
題
で
あ
り
、

地
球
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
削
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
だ
。
ま
た
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
製
品
づ
く
り

に
お
い
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
部
品
点
数
の
削
減
や
材
料
開
発

等
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
次
世
代
の
自
動
車
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後
市
場
が
拡

大
し
て
い
く
こ
と
は
時
代
の
必
然
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
は
、
今

後
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
拡
大
に
不
可
欠
な
信
頼

性
や
認
知
度
の
獲
得
、
お
よ
び
購
買
意
欲

の
増
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

本
開
発
品
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
以
外
へ
の
応
用

も
含
め
、様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

今
後
も
、
同
社
や
社
会
に
対
し
て
好
影
響

を
も
た
ら
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

拡大する燃料電池自動車（FCV）
市場に向けて

画期的なエアコンプレッサーを
開発・供給 ！

回転方式の転換により、エアコンプレッサー
の小型・軽量・ 低コスト化を実現したこと

リーダー

神徳　哲行
山田一穂／中根芳之／曽和真理
城丸勝俊／鈴木文博／鈴木希幸

◦
お客様のご要望に応えるべく、社
内関係部署の協力を得て、開発か
ら製造まで一丸となって取り組ん
だ成果として認められて、大変嬉
しく思います。今後も当社の技術
を結集し、自動車産業の発展に寄
与する製品開発に取り組んでいき
ます。

世
界
初
の

量
産
燃
料
電
池
自
動
車
を

支
え
る
新
方
式

エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

燃料電池自動車向けに、新輪郭
形状ローターを回転させて圧縮
する世界初の酸素供給エアコン
プレッサーを開発。回転数が上
昇するにつれて外部圧縮型から
内部圧縮型に変化する新機構を
持ち、低流量・低圧縮比～高流
量・高圧縮比までの幅広い運転
領域で、高効率な稼動を実現。
小型化・軽量化・低コスト化も達
成した

◦商号
株式会社豊田自動織機
◦設立
1926年11月18日
◦従業員数
連結52,623名（2017年3月31日
現在）
◦事業内容
自動織機を原点に、繊維機械、
自動車（車両、エンジン、コンプ
レッサーなど）、トヨタ L&F ブラ
ンドなどで提供する産業車両、エ
レクトロニクスなど幅広い事業分
野で、優れた製品・技術を生み
出し続けている

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機

株式会社豊田自動織機
愛知県刈谷市豊田町2-1
TEL:0566-22-2511
FAX:0566-27-5650
https://www.toyota-shokki.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先
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左から、半田知也、橘川弘行、佐藤雅俊、二人おいて、窪田和弘、染谷保幸

Occlu-pad 装着時の視覚イメージ Occlu-pad 使用イメージ

今までの訓練法小児弱視の発生メカニズム

ここがスゴイ！ 
この技術

両眼開放で
弱視訓練ができる

従来の訓練法に対してオク
ルパッドで訓練すると
・	�ゲームで楽しくストレスフ

リー
・	�訓練期間が大幅に短縮で

きる
・	�再発や健眼弱視リスクが

ない
・	�立体視力向上や利き眼の

移行などの展開が期待で
きる

ゲ
ー
ム
で
楽
し
く

両
眼
開
放
下
で
行
う

小
児
弱
視
訓
練
器

「O
cclu-pad®

」

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

発症率２～３％の疾患である小児
弱視を、タブレットでゲームを楽
しんでいるうちに訓練できる在宅
訓練機「Occlu-pad®」を開発
した。これによって従来治療に比
べ、訓練時間が短い（約２カ月）、
ストレスフリー、副作用もないな
ど、小児の負担を大幅に軽減す
るうえに高い訓練効果が得られ
る。国内外の小児弱視訓練に大
きく貢献できる

◦商号
ヤグチ電子工業株式会社
◦設立
１９７４年４月１９日
◦従業員数
25名
◦事業内容
OEM事業
電子機器、音響機器の実装・組
立・試作・既製品の改修、検査（官
能・信頼性）等
開発事業
オープンソースを用いた商品開
発

会
社
概
要

受
賞
者

ヤ
グ
チ
電
子
工
業
株
式
会
社

ヤグチ電子工業株式会社
宮城県石巻市鹿又字嘉右衛門
301
TEL:0225-75-2106 
FAX:0225-75-2071
E-mail: info@yaguchidenshi.jp
https://www.yaguchidenshi.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

子供が楽しみながら治療につながる小児弱視
訓練に貢献。小児の負担を大幅に軽減

東日本大震災で
「テレビ画面が真っ白に

なっちゃって」という
修理依頼がきっかけに ！

リーダー

佐藤　雅俊
半田知也（1）／橘川弘行（2）

窪田和弘（3）／染谷保幸（4）

（1）北里大学医療衛生学部（2）ジャパンフォーカス株式会社
（3）株式会社コト（4）株式会社ビデオリサーチ

◦
被災地石巻発信の製品や取り組み
が評価されての受賞は大変うれし
いです。応援いただいた地域の皆
さまへ感謝致します。本製品を通
じて弱視で苦労されている親御さ
んの助けになるよう頑張ります。

し
、
６
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
訓
練
が
で
き
れ

ば
治
癒
率
が
高
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で

の
訓
練
法
は
３
０
０
年
以
上
続
く
、
片
目

を
隠
す
眼
帯
な
ど
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の

訓
練
で
は
快
方
に
向
か
う
と
し
て
も
、
か

ぶ
れ
や
ス
ト
レ
ス
と
い
う
問
題
点
や
、
一

方
の
健
眼
が
弱
視
化
し
て
し
ま
う
と
い
う

弊
害
も
あ
っ
た
。

　

オ
ク
ル
パ
ッ
ド
で
は
特
殊
メ
ガ
ネ
を
使

う
こ
と
に
よ
り
、
両
目
で
見
な
が
ら
実
は

片
方
の
眼
で
し
か
見
て
な
い
状
況
が
作

れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
な
が
ら
訓
練
が
で
き
る
。

　

健
眼
の
弱
視
化
も
防
げ
、
訓
練
後
の
再

発
も
な
く
な
り
、
さ
ら
に
訓
練
時
間
の

デ
ー
タ
も
残
せ
る
。

　

臨
床
試
験
で
は
健
眼
弱
視
化
の
影
響
も

あ
り
、
眼
帯
な
ど
は
視
力
回
復
に
９
～
24

カ
月
か
か
っ
た
が
、
オ
ク
ル
パ
ッ
ド
は
２

～
３
カ
月
で
回
復
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
中
小

企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ

た
の
を
機
に
、
年
間
患
者
数
２
４
７
万
人

の
イ
ン
ド
に
向
け
て
進
出
を
開
始
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら 

小
児
の
弱
視
訓
練
が
で
き
る

　

発
端
は
「
テ
レ
ビ
画
面
が
真
っ
白
に

な
っ
ち
ゃ
っ
て
」
と
い
う
、
当
時
25
人
ほ

ど
し
か
い
な
い
社
員
の
一
人
が
、
東
日
本

大
震
災
後
に
工
場
に
持
ち
込
ん
で
き
た
テ

レ
ビ
修
理
だ
っ
た
。

　

同
社
は
昭
和
49
年
神
奈
川
県
相
模
原
市

に
、
精
密
機
器
・
情
報
機
器
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の

製
造
会
社
と
し
て
発
足
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
を
経
て
平
成
21
年
宮
城
県

石
巻
市
の
河
南
工
場
を
本
社
化
す
る
が
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
。
こ
れ
を
機
に
開

発
型
を
取
り
入
れ
た
。
そ
こ
へ
持
ち
込
ま

れ
た
の
が
真
っ
白
な
テ
レ
ビ
で
あ
る
。
表

面
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
い
た
の
だ
。

　

様
々
な
実
験
を
繰
り
返
し
、
偏
光
シ
ス

テ
ム
越
し
に
特
殊
メ
ガ
ネ
を
使
う
と
、
見

る
人
だ
け
画
像
が
見
え
る
こ
と
に
着
目
、

ホ
ワ
イ
ト
ス
ク
リ
ー
ン
を
開
発
し
た
。

　

こ
の
製
品
を
知
っ
た
視
覚
機
能
療
法
学

専
門
の
北
里
大
学
・
半
田
知
也
教
授
と
の

産
学
連
携
に
発
展
。
両
眼
開
放
下
で
の
弱

視
訓
練
器
が
開
発
さ
れ
、
半
田
教
授
が
英

語
で
閉
鎖
、
閉
塞
を
意
味
す
る

O
cclusion

（
オ
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
か
ら

O
cclu-pad

（
オ
ク
ル
パ
ッ
ド
）
と
命
名

し
た
。

両
眼
で
見
な
が
ら 

画
像
だ
け
を
片
方
の
眼
で
見
る

　

小
児
弱
視
・
斜
視
は
子
供
の
成
長
途
中

で
、
２
～
３
％
の
率
で
発
症
す
る
。
し
か
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従来方式と FALVS® の構成比較と省資源・省エネ効果

FALVS® の
外観写真

FALVS® の概略外観図FCS®-P の外観写真と内部構造

FALVS® の断面構造図気化部への液体 MO 供給の制御シーケンス
従来型の流量制御器と FCS®-P の比較実験。FALVS® が上流の圧力変
動に影響されないことがわかる

（写真左）左から、平尾圭志、中辻景介
（写真右）後列左から、中谷貴紀、杉田勝幸、前列左から、池田信一、日高敦志、（枠内は）永瀬正明

ここがスゴイ！ 
この技術

エポックメイキングな
技術

常識とされていた不活性ガ
スによるバブリングに疑問
を抱き、有機金属の直接加
熱・気化という新技術の開
発に挑む

▼
大幅なコストカット

価格が上がっているヘリウム
を使用しないで済むことで
大幅なコストカット。使用す
る有機金属の無駄も省く。
また必要なメンテナンス頻
度も低下させた

これまでの常識を打ち破る
オンリーワンの技術

常識に疑問を抱き、
有機金属を直接加熱して

気化する新技術の
開発にチャレンジ ！

真
空
チ
ャ
ン
バ
装
置
に
供
給
し
、
ウ
エ

ハ
ー
上
に
薄
膜
を
形
成
す
る
。

　

こ
の
方
式
で
は
、
液
体
Ｍ
Ｏ
を
バ
ブ
リ

ン
グ
装
置
に
お
い
て
ヘ
リ
ウ
ム
な
ど
不
活

性
ガ
ス
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
ス
）
に
よ
っ
て
泡

立
て
て
気
化
し
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
ス
で

キ
ャ
リ
ア
ガ
ス
不
要
で 

有
機
金
属
の
使
用
量
を
大
幅
削
減

　

半
導
体
の
成
膜
工
程
で
は
、
液
体
状
の

各
種
有
機
金
属
（
Ｍ
Ｏ
）
を
ガ
ス
化
し
て
、

希
釈
し
た
状
態
で
供
給
し
て
い
た
。

　

同
社
で
は
液
体
Ｍ
Ｏ
を
直
接
加
熱
し
て

気
化
し
、
１
０
０
％
の
濃
度
で
供
給
で
き

な
い
か
と
考
え
た
の
だ
。

韓
国
企
業
か
ら
の
引
き
合
い
で 

技
術
革
新
し
て
実
績
を
築
く

　

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
平
成
22

年
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
補
助
金

に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
気
に
開
発
が

加
速
さ
れ
る
。
液
体
Ｍ
Ｏ
を
直
接
加
熱
に

よ
り
気
化
す
れ
ば
、
１
０
０
％
濃
度
で
供

給
が
可
能
と
な
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
ガ
ス
が
不
要
に
な
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
高
価
な
Ｍ
Ｏ
材
料
の
ロ
ス
を

削
減
し
大
幅
な
省
資
源
化
お
よ
び
省
エ
ネ

化
を
実
現
で
き
る
。

　

問
題
は
直
接
加
熱
に
よ
る
気
化
で
は
、

ガ
ス
圧
力
の
変
動
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

だ
っ
た
。
そ
こ
に
同
社
が
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
流
体
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
の
技

術
が
活
か
さ
れ
る
。

　

液
体
Ｍ
Ｏ
を
加
熱
気
化
す
る
気
化
部
の

下
流
に
気
化
部
内
の
ガ
ス
圧
変
動
を
吸
収

し
、
一
定
流
量
で
ガ
ス
を
供
給
す
る
流
量

制
御
部
を
設
け
た
。
ガ
ス
の
流
量
を
圧
力

で
精
密
に
制
御
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
の
だ
。

　

こ
う
し
て
新
方
式
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｓ
Ⓡ

（
フ
ァ
リ
バ
ス
Ⓡ
）
の
原
型
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
を
国
内
の
半
導
体
製
造
装
置
・
材
料

の
展
示
会
に
出
品
す
る
が
、
こ
の
時
点
で

は
日
本
企
業
の
反
応
は
薄
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
韓
国
の
展
示
会
で
韓
国
企
業

か
ら
引
き
合
い
が
く
る
。
当
時
は
Ｍ
Ｏ
を

完
全
に
は
気
化
で
き
ず
ミ
ス
ト
状
で
あ
っ

た
が
、
韓
国
企
業
か
ら
の
要
望
で
完
全
な

気
化
に
取
り
組
み
こ
れ
に
成
功
。
実
機
を

導
入
す
る
と
２
年
間
、
完
全
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
し
で
動
き
、
省
エ
ネ
省
コ
ス
ト
の

実
績
を
築
い
た
。

　

こ
の
実
績
に
国
内
企
業
も
注
目
。

２
０
１
３
年
に
量
産
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
に
１
５
０
０
シ
ス
テ
ム
以
上
を
販
売
。

現
在
で
は
同
社
の
主
力
製
品
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

半
導
体
プ
ロ
セ
ス
材
料
の

高
効
率
気
化
供
給
シ
ス
テ
ム

『
フ
ァ
リ
バ
ス
Ⓡ（
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｓ
Ⓡ
）』

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

半導体の薄膜を形成するプロセ
ス材料を効率良く気化する装置
開発に成功。精密な流量での供
給を可能にし、省エネ化、省資
源化に貢献

◦商号
株式会社フジキン
◦創業
1930年5月
◦設立
1954年9月
◦人員数
4,157名（グループ合計）
2017年6月30日現在
◦事業内容
半導体製造装置用超精密バルブ
機器、宇宙創造開発用超低温・
超精密バルブ機器、石油化学プ
ラント用特殊バルブ機器など特
殊バルブおよび超精密ながれ

（流体）制御システム

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン

株式会社フジキン 
大阪工場 柏原 実戦ユニット技
術部
大阪府柏原市円明町1000-45
TEL:072-977-7781（直通）
FAX:072-977-7979
http://www.fujikin.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

池田　信一
永瀬正明／日高敦志／杉田勝幸
中谷貴紀／平尾圭志／中辻景介

◦
この度は高くご評価いただき感謝
申しあげます。この製品は半導体
製造工程のニーズを先取りして企
画したものです。NEDO 様のご支
援も得まして開発を加速すること
ができました。幸いにも開発中に
ユーザー様のお目に留まり、弊社
の主力製品の一つとなりました。
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後列左から、相馬慎吾、加藤龍太郎、服部 篤、宮脇 寛
前例左から、中澤義行、清水治彦、及川貴司

HEV 駆動モーターとネオジム磁石。ローター磁気回路の最適化

新開発モーター（ローター）と搭載車両。重希土類フリー熱間加工ネオジム磁石（右端）

一般的な焼結磁石と熱間加工
磁石の組織（結晶粒径）の違い
一般的な焼結磁石と比較して、
結晶粒のサイズが 1 桁小さい
200〜500nmレベルの磁石組
織を得ることができる

熱間加工磁石の異
方化メカニズム熱間加工新工法の開発、工業化の達成（世界初）

ここがスゴイ！ 
この技術

重希土類を添加せず
保磁力を高める

従来の焼結法から熱間加工
法に製法を変更。ネオジム
磁石の結晶組織の微細化、
結晶構造の改善などにより、
重希土類を添加せずに、保
磁力を高める

▼
ローターの設計で
必要保磁力を低減

ローター形状、磁石配置・
形状を新設計することで、
マグネットへの要求保磁力
を低減

希
少
金
属
を
使
わ
ず 

高
い
磁
石
性
能
を
実
現

　

希
少
金
属
で
あ
る
重
希
土
類
を
全
く
使

わ
な
い
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
の
開
発
は
、
自
動

車
の
電
動
化
時
代
の
本
格
到
来
に
向
け
、

中
国
等
に
偏
在
す
る
レ
ア
ア
ー
ス
問
題
を

解
決
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

同
社
は
重
希
土
類
に
頼
ら
な
い
高
い
磁

石
性
能
を
実
現
す
る
た
め
、
磁
石
の
微
細

組
織
の
制
御
に
関
す
る
各
種
研
究
、
実
験

を
積
み
重
ね
、
重
希
土
類
完
全
フ
リ
ー
の

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
の
量
産
化
に
世
界
で
初
め

て
成
功
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
ロ
ー

タ
ー
内
の
小
穴
配
置
の
レ
ベ
ル
ま
で
精
緻

に
磁
気
回
路
を
設
計
し
磁
石
の
減
磁
低
減

に
も
成
功
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
重
希
土

類
完
全
フ
リ
ー
磁
石
を
搭
載
し
た
量
産

モ
ー
タ
ー
を
実
現
し
た
の
だ
。

高
性
能
モ
ー
タ
ー
の 

安
定
的
な
開
発
を
実
現

　

輸
送
機
器
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
産
業
界

全
体
の
６
割
に
及
ぶ
た
め
、
そ
の
削
減
努

力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

高
性
能
モ
ー
タ
ー
の
実
現
は
、
そ
れ
に

直
結
す
る
解
決
策
で
あ
り
緊
急
性
は
高

か
っ
た
。
本
製
品
は
さ
ら
に
、
中
国
か
ら

の
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
、
重
希
土
類
輸
出
の

制
限
に
影
響
を
受
け
ず
に
今
後
の
電
動

モ
ー
タ
ー
の
安
定
的
な
開
発
が
可
能
に
な

る
た
め
、そ
の
社
会
的
な
意
義
は
大
き
い
。

　

今
後
、
地
球
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
ま

す
ま
す
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
求
め
ら

れ
、
ガ
ソ
リ
ン
車
両
に
代
わ
り
、
Ｈ
Ｅ
Ｖ

／
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
／
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
電
動
車
両
が

普
及
･
拡
大
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の

駆
動
用
電
気
モ
ー
タ
ー
に
は
ネ
オ
ジ
ム
磁

石
が
使
わ
れ
て
お
り
、
電
動
車
両
の
普
及

拡
大
に
伴
う
急
激
な
需
要
拡
大
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
に
は
高
い
耐

熱
性
が
要
求
さ
れ
重
希
土
類
の
大
量
添
加

が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
重

希
土
類
完
全
フ
リ
ー
化
の
開
発
に
よ
り
、

電
動
車
両
の
安
定
的
な
普
及
拡
大
が
可
能

と
な
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

未
来
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
技
術
の
製
品
を
適
用
し
た
同
社
の
新

型
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ニ
バ
ン
は
、
２
０
１
６

年
の
９
月
に
発
売
を
開
始
。
累
計
受
注
台

数
は
、
２
０
１
７
年
10
月
26
日
時
点
で
、

１
２
８
，
０
０
０
台
（
Ｈ
Ｅ
Ｖ
比
率

=

49
％
）
と
10
万
台
を
大
き
く
超
え
、
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。
な
お
、同
社
で
は
、

２
０
３
０
年
を
め
ど
に
販
売
台
数
の
３
分

の
２
を
電
動
車
両
に
置
き
換
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

重希土類完全フリー
ネオジム磁石を
世界で初めて

量産化に成功 ！

磁石材料とモーター設計開発の両輪で開発し、
重希土類フリーモーターを実現

リーダー

清水　治彦
相馬慎吾／加藤龍太朗／中澤義行

服部　篤（1）／及川貴司（1）／宮脇　寛（2）

（1）大同特殊鋼株式会社　（2）株式会社ダイドー電子

◦
今回は名誉ある賞を頂きましてあ
りがとうございます。基礎研究か
ら量産化までの道のりは 10 年と
長かったですが、多くの方々の協
力のもと無事に車として世の中に
出すことができ、チーム一同、大
変満足しております。

世
界
初
、重
希
土
類
完
全
フ
リ
ー

Ｈ
Ｅ
Ｖ
用 
熱
間
加
工

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
お
よ
び

駆
動
モ
ー
タ
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

磁石材料とモーター設計開発の
両輪で開発し、重希土類フリー
モーターを実現

◦商号
株式会社本田技術研究所
◦設立
１９６０年７月
◦従業員数
204,730名（2015年3月末現在）
◦事業内容
Honda製品の研究開発
四輪車開発のデザイン関連部門

（和光）
四輪車の総合的な研究所（栃木）

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
本
田
技
術
研
究
所

（株）本田技術研究所 
四輪R&Dセンター（和光）
埼玉県和光市中央1-4-1
TEL:048-461-2511
FAX:048-465-9411
http://www.honda.co.jp/RandD/

お
問
い
合
わ
せ
先
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左から一人おいて、佐々木維史、李 彤 、中央の一人をおいて、田中智宏、今岡竜也

Asprova の画面 GUI（グラフィカルユーザーインターフェース）

複数の作業をグループ化して割り付ける機能。
このような制約が工場には無数にある

差立てビュー
設備や作業員ごとにその日に着手すべき
作業が確認できる。マウス操作で順番や
設備、作業員を容易に変更可能

オーダーガントチャート/ 作業テーブル
作業指示や納期遅れの把握、納期回答
に利用できる

PSI 表
需要・供給・在庫の推移を日 / 週 / 月の
バスケットで計算するだけでなく計算項目
を自由に追加することも可能

負荷グラフ
日 / 週 / 月別で資源ごとの負荷の過不足
を把握できる

ここがスゴイ！ 
この技術

大量データでも
高速で立案

同社は独自のアルゴリズム
で大量データでも高速に処
理。近年では技術的にもコ
スト的にも不可能と思われ
ていた 1000 万作業以上の
工場での運用も

▼
カスタマイズや

システム連携も容易
カスタマイズが容易であり、
多種多様な製造業に対応。
PC 上で操 作 可能であり、
安価な投資（初年度保守込
２６４万～）で導入可能

人
の
手
に
頼
っ
て
い
た 

生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
り
を
解
決

　

当
初
、
製
造
業
の
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

作
り
は
、
人
の
手
で
作
成
す
る
か
、
高
額

な
費
用
を
支
払
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
ゼ
ロ
か

ら
作
成
す
る
他
な
か
っ
た
。
原
因
は
生
産

過
程
が
作
る
モ
ノ
や
工
程
ご
と
に
異
な

り
、
さ
ら
に
、
工
場
ご
と
に
生
産
方
式
、
計

画
の
利
用
の
仕
方
も
異
な
る
た
め
、
汎
用

化
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
た
め
、
顧
客
に
対
し
て
納
期
を
確

約
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
現
場
や
購
買
部

へ
の
指
示
は
ど
ん
ぶ
り
勘
定
に
な
り
が
ち

で
、
工
場
に
は
在
庫
が
溢
れ
か
え
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　

同
社
は
、
困
難
な
問
題
と
し
て
誰
も
が

あ
き
ら
め
て
い
た
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー

を
汎
用
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
分
野

で
世
界
一
を
狙
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
１
９
９
４
年
に
設
立
。
日
本
国
内
初

の
汎
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
生

産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
・A

sprova

」
を
リ

リ
ー
ス
し
た
。
以
来
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ラ
ー
の
開
発
一
筋
に
研
究
を
重
ね
て
き

た
。

処
理
速
度
の
速
さ
と 

使
い
や
す
さ
が
成
果
を
生
む

　

A
sprova

は
、
製
造
業
の
納
期
・
納

品
数
な
ど
の
注
文
デ
ー
タ
、
製
造
工
程
や

生
産
に
か
か
る
時
間
、工
場
の
稼
働
時
間
、

ど
の
よ
う
な
計
画
に
し
た
い
か
を
指
定
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ
な
ど
を
入
力
し
て
お
け

ば
、
ど
の
順
番
で
行
う
と
納
期
に
間
に
合

う
か
、
即
時
に
は
じ
き
出
し
て
く
れ
る
。

無
理
な
場
合
は
、
ど
れ
く
ら
い
遅
れ
る
か

を
提
示
。そ
の
後
の
計
画
変
更
も
容
易
だ
。

　

ま
たA

sprova

は
、
全
生
産
工
程
の

“
見
え
る
化
”
を
図
っ
た
。
作
業
者
は
自

分
の
前
後
の
工
程
が
見
通
せ
、
工
程
間
の

人
的
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。
計
画
に

対
し
て
実
績
を
入
力
す
る
と
、
工
程
全
体

の
改
善
点
も
見
え
て
く
る
た
め
、
生
産
性

の
向
上
に
も
貢
献
。

　

A
sprova

は
、
日
本
の
製
造
業
の

１
９
０
０
サ
イ
ト
以
上
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。
海
外
で
も
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、

中
国
な
ど
、
13
言
語
に
対
応
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
構
築
。
海
外
工

場
へ
の
展
開
も
安
心
し
て
で
き
る
。
そ
の

結
果
、海
外
工
場
６
０
０
サ
イ
ト
で
採
用
。

　

納
期
に
厳
し
い
顧
客
を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
も
、
そ
の
成
果
と
使
い
や
す
さ
が
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
今
日
の
信
頼
と
シ
ェ
ア

を
獲
得
し
た
。

不可能と思われていた
生産スケジューラーの

汎用化を実現。
世界のソフトウェアを目指す！

複雑な製造工程や機械・人員の割り付けを、
短時間で作成する生産スケジューラー開発

リーダー

田中　智宏
今岡竜也／李彤（りーとう）／佐々木維史

◦
Asprova のユーザの皆様、ユー
ザを支えてくださっているパート
ナーの皆様に感謝を申し上げま
す。Asprova はまだ未熟な点が
多いため、これからも改善に努め、
より多くの成功事例を生み出して
いきたいと思います。

生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー

A
sprova V

er.13

超
高
速
化
、

グ
ル
ー
プ
割
り
付
け
と

複
数
人
同
時
編
集
機
能

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

日本初の汎用生産スケジュー
ラーの実現。数万のオーダーを
多数の工程、機械、人に効率的
に割り当て納期も守る生産計画
を数秒で立案。独自のアルゴリ
ズムで、技術的にもコスト的にも
不可能と思われていた1000万
作業以上の大量データの高速処
理を実用化

◦商号
アスプローバ株式会社
◦設立
1994年 2月 1日
◦従業員数
16名
◦事業内容
生産スケジューリングシステム・
Asprovaの研究、開発、販売、
及びシステムコンサルテーション

会
社
概
要

受
賞
者

ア
ス
プ
ロ
ー
バ
株
式
会
社

アスプローバ株式会社
東京都品川区西五反田７-９-２　
KDX五反田ビル３F
TEL:03-6303-9933（代表）
FAX:03-6303-9930
E-mail:tech.support@asprova.com
https://www.asprova.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先
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左から、尾崎公紀、五反田克己、植林義統

X 線光学系技術「PUREViSION Optics」

最新の再構成技術 FIRST のアルゴリズム
データが最適な状態になるまで、繰返し演算を実施。
各種モデルを使用してデータ処理を実行する

冠動脈が鮮明に描出されて
いる

被ばく量を減らしながら、微細構造の描出を実現

従来の Aquilion ONE の性能を上回り、なおかつ小
型軽量化を実現。患者に威圧感を与えないデザイン

1 回転のデータ収集で撮
影された心臓画像

従来の画像再構成技術（右）では見えているノイズが、最
新 FIRST の画像再構成技術（左）では低減しているのが分
かる

ここがスゴイ！ 
この技術

３２０列のＣＴを
開発商品化

「より速く」という目的に向
け、３２０列のＣＴを開発。
頭部や心臓といった部位も
短時間で撮影できる

▼
被ばくの

低減化を実現
Ｘ線エネルギーの最適化や
独自の画像再構成などの被
ばく低減技術を開発。最大
同社比で被ばく量の８割減
を達成した

▼
画像の鮮明化

超精密加工技術で検出器素
材を最適化。電気ノイズを
２８％削減

医
療
現
場
と
患
者
の
思
い
を 

コ
ン
セ
プ
ト
に
考
え
る

　

人
体
の
中
で
も
特
に
心
臓
の
よ
う
に
、

拍
動
に
よ
っ
て
ぶ
れ
が
生
じ
る
も
の
ま
で

も
、
き
れ
い
に
描
出
で
き
る
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ

ン
が
あ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
医
療
現
場
で
役

に
立
つ
こ
と
か
。

　

同
社
の
最
新
型
の
４
次
元
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
は
、
そ
う
し
た
高
度
な
技
術
を
実

現
し
た
。

 

「
例
え
ば
脳
内
を
ど
の
よ
う
に
血
流
が

巡
っ
て
い
く
か
が
わ
か
り
、
動
脈
瘤
の
ど

の
部
分
に
ど
の
程
度
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
っ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
観
察

で
き
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
製
品
を
４
次
元

Ｃ
Ｔ
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
で
す
」（
開
発
リ
ー

ダ
ー
尾
崎
氏
）

　

同
社
で
は
約
30
年
前
の
１
９
９
０
年
代

か
ら
、
４
次
元
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
の
開
発
構
想
を

進
め
て
き
た
。

「
今
度
の
機
械
、
断
然
速
い
ね
」 

患
者
さ
ん
の
言
葉
が
耳
に
残
る

　

開
発
の
方
向
性
と
成
果
は
大
き
く
分
け

て
３
つ
。

　

1
つ
目
は
「
よ
り
広
く
」。
検
出
器
が

グ
ル
リ
と
1
回
転
す
る
間
に
、
撮
影
で
き

る
部
分
が
４
列
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
で
２
㎜
し

か
撮
れ
な
か
っ
た
初
期
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ

ス
Ｃ
Ｔ
か
ら
、
２
０
０
７
年
に
は
３
２
０

列
１
６
０
㎜
の
範
囲
を
カ
バ
ー
。

　
「
こ
れ
に
よ
り
頭
部
や
心
臓
も
1
回
転

で
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
前

出
・
尾
崎
氏
）。同
時
に
2
つ
目
の
目
的「
よ

り
速
く
」
と
い
う
点
も
実
現
。
初
期
の
マ

ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
で
は
１
回
転
０
・
５

秒
か
か
っ
て
い
た
が
、
２
０
０
７
年
に
は

０
・
３
５
秒
に
縮
ま
り
、
さ
ら
に
最
新
型

で
は
０
・
２
７
５
秒
を
達
成
。

　

そ
し
て
3
つ
目
の
目
的「
よ
り
細
か
く
」

も
、
逐
次
近
似
再
構
成
法
を
使
用
し
た
独

自
の
画
像
再
構
成
技
術
や
、
Ｘ
線
検
出
器

の
超
精
密
加
工
技
術
に
よ
り
実
現
。

　

こ
の
製
品
の
登
場
は
、
医
療
現
場
で
の

臨
床
的
価
値
も
実
証
し
て
い
る
。

　
「
世
界
的
に
５
０
０
件
以
上
の
論
文
が

出
て
い
ま
す
。
従
来
視
覚
化
で
き
な
か
っ

た
も
の
が
、
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
新
た
な
診
断
価
値
を
生
ん
だ
と
自
信

を
持
っ
て
い
ま
す
」「
病
院
に
出
向
い
た

あ
る
日
、
今
度
の
機
械
、
前
の
よ
り
断
然

速
い
ね
、
と
嬉
し
そ
う
に
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
患
者
さ
ん
の
言
葉
が
、
耳
に
残
っ

て
い
ま
す
」（
前
出
・
尾
崎
氏
）

　

医
療
現
場
中
心
の
彼
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
結
実
し
た
製
品
な
の
で
あ
る
。

「ＣＴの歴史を塗り替え、
世界最高水準の製品を
自分たちの手で作る！」

その強い意志で研究開発

低被ばくで高画質、動きを撮影し高速演算
処理もできる４次元 X 線 CT スキャンを実現

リーダー

尾崎　公紀
植林義統／五反田克己

◦
関係者全員が、一人でも多くの患
者様に、より低被ばくで最良の画
像診断技術を提供したいという思
いで開発をしてきました。今後も
医療ニーズを捉えた製品開発を進
め、我々の思いを世界に届けて行
きます。

臓
器
の
立
体
か
つ
動
き
を

撮
影
で
き
、
低
被
ば
く
で

環
境
に
優
し
い

４
次
元
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
技
術

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

低被ばくで、高画質で動きを撮
影し高速演算処理も備えた４次
元 X 線 CT 装置を開発し、ドク
ター・患者の負担を軽減

◦商号
キヤノンメディカルシステムズ株式会社
◦設立
１９３０年10月
◦従業員数
9,628 名（２０１７ 年 ７月１日現 在、
グループ総数）
◦事業内容
国産初のMRIやヘリカルCTな
ど、多くの製品を他社に先駆け
て開発。ＣＴ、ＭＲＩ、超音波診断
装置、Ｘ線診断装置などの画像
診断装置や検査機器、ヘルスケ
アＩＴソリューションを開発、製造

会
社
概
要

受
賞
者

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

キヤノンメディカルシステムズ株式会社
栃木県大田原市下石上１３８５
TEL:0287-26-6211
https://jp.medical.canon/

お
問
い
合
わ
せ
先
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ファイリー刃の生産性イメージ図
高機能フィルム等の切断用刃物は、国内の主要メーカーを通じて、アジア方面
などに出荷し、量産で活用されている。刃物によって、最終商品である切断面
を提供できる同社の技術は、生産現場の切断工程を一変させ、生産性を劇的に
アップ、多大なコスト削減を可能にしており、今後の大きな展開が望める

従来刃とファイリー刃の様々な切断面比較
現在では刃先先端Ｒ・20nm の精度での加工を可能にした。その結果、完璧に近い切断面
の提供と圧倒的な寿命を実現。エンドユーザーの求める切断面を一回の切断で実現する

後列左から、米倉研二、徳永賢司、北島龍二郎、増村雄彦
前列左から、中村 城、秋山秀親、永尾 暁

ここがスゴイ！ 
この技術

刃先先端Ｒ・20nm
切断力の秘密

難加工材である超硬合金の
刃 先Ｒを 20nm にコント
ロールすることができる。
　nm と いうスケ ール は、
1m の 10 億 分 の 1という
縮尺になる。10 億分の 1
というスケールを簡単に例
えると、地球の直径を 1 円
玉の直径に縮尺したような
ものである。ファインテッ
クがいかに精密な作業をし
ているかがうかがえる

切る対象物に合わせた最適な刃先形状を
ナノレベルで作れる精密加工技術を確立

「KIRERU」（切れる）
ことの感動で

世界一の
刃物メーカーを目指す ！

作
業
が
存
在
し
、
被
切
断
物
の
種
類
は
無

数
と
い
え
る
ほ
ど
存
在
す
る
。
被
切
断
物

の
形
状
や
材
質
等
は
多
種
多
様
存
在
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
な
刃
物
メ
ー

カ
ー
は
、
た
だ
単
純
に
刃
物
を
作
り
、
刃

物
を
提
供
し
て
い
る
。
一
方
で
、
フ
ァ
イ

“
モ
ノ
”
づ
く
り
か
ら 

“
コ
ト
”
づ
く
り
へ

　

も
の
づ
く
り
を
す
る
業
界
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
分
野
で
あ
っ
て
も
切
る

ン
テ
ッ
ク
は
被
切
断
物
に
合
わ
せ
最
適
な

刃
先
形
状
を
作
り
込
み
、
完
全
な
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
刃
物
を
作
る
こ
と
で
、
顧

客
が
求
め
る
「
切
断
の
品
質
（
理
想
の
切

断
面
）」
を
提
供
し
て
い
る
。

　

従
来
刃
で
切
断
し
た
場
合
に
は
、
当
然

の
ご
と
く
バ
リ
、
ヒ
ゲ
、
ク
ラ
ッ
ク
、
と

い
っ
た
も
の
や
品
質
の
悪
さ
が
発
生
し
て

い
た
。
そ
の
原
因
は
、
素
材
に
対
し
て
刃

物
の
刃
先
形
状
が
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
個
々
の
素
材
に
は
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
特
徴
が
あ
る
。

　

同
社
で
は
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
最
適
な
刃
先

形
状
を
作
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
最

高
の
切
断
品
質
」技
術
を
確
立
し
た
の
だ
。

売
上
５
・
５
億
円
か
ら
23
億
円
に

劇
的
な
生
産
性
向
上
を
実
現

 

「
切
る
」
と
い
う
行
為
は
あ
ま
り
に
も
シ

ン
プ
ル
で
身
近
す
ぎ
る
か
ら
こ
そ
、
意
識

さ
れ
ず
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。

　

通
常
、
一
般
の
刃
物
で
切
断
す
る
と
、

切
断
面
に
割
れ
等
の
品
質
課
題
が
発
生
す

る
た
め
、
切
断
後
に
断
面
を
磨
き
、
洗
浄

し
、乾
燥
さ
せ
る
と
い
う
後
工
程
を
経
て
、

必
要
な
切
断
面
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。
生
産

工
程
で
は
切
断
そ
の
も
の
よ
り
、
後
工
程

が
重
要
視
さ
れ
、
時
間
と
手
間
を
か
け
て

い
る
。

　

そ
ん
な
既
成
概
念
や
常
識
を
覆
し
、
刃

物
に
よ
り
一
発
で
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
切

断
品
質
を
提
供
す
る
こ
と
で
劇
的
な
生
産

性
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
。
そ
う
し
た
こ
と

を
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
で
は
「
切
断
革
命
」

と
言
っ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
よ
う
な
劇

的
な
生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
刃
物
は
、

高
い
精
度
が
求
め
ら
れ
る
セ
ン
サ
ー
の
製

造
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ
る
導

光
板
や
高
機
能
フ
ィ
ル
ム
、高
機
能
繊
維
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
ア
ル
ミ
箔

等
々
、
切
断
品
質
の
ニ
ー
ズ
を
持
つ
あ
ら

ゆ
る
産
業
分
野
に
波
及
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
売
上
は

２
０
０
６
年
の
５
・
５
億
円
か
ら
、
昨
期

23
億
円
に
ま
で
成
長
。
５
年
後
は
売
上

１
０
０
億
円
を
目
指
し
て
い
る
。

フ
ィ
ル
ム
等
の
切
断
現
場
の

大
幅
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
す
る

超
硬
合
金
素
材
に
よ
る

高
精
度
刃
物
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ナノレベルの超硬合金素材によ
る刃物を開発し、納品先の生産
プロセス短縮を実現

◦商号
株式会社ファインテック
◦設立
１９８９年１１月
◦従業員数
２５３名（２０１８年１月１日現在）
◦事業内容
切断の総合プロデュース

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク

株式会社ファインテック
福岡県柳川市西浜武575-1
TEL:0944-73-0877（代表）
FAX:0944-74-1645
E-mail:info@f-finetec.co.jp
http://www.f-finetec.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

秋山　秀親
中村　城／永尾　暁／徳永賢司

北島龍二郎／増村雄彦／米倉研二
◦

この度は名誉ある賞を受賞するこ
とができ、これまで培ってきた我々
の精密加工技術が、このように高
く評価されたことを嬉しく思いま
す。今後は更に技術を磨き、お客
様の切断における課題の解決に寄
与してまいります。
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］

第７回
ものづくり日本大賞

左から、鍵山真治、野寄靖史、伊藤昌康、米山正敏、二人おいて、東 祐司、時田 主、望月克仁

小糸製作所本社（東京港区）

従来品と開発品の比較 静岡工場（静岡県静岡市）

開発品：LED Compact–バイファンクション

ここがスゴイ！ 
この技術

世界最小・最軽量の
ＬＥＤユニットを実現

世界 NO.1 の高光束ＬＥＤ
と世界初の高効率光学系。
画期的な小型・軽量化を実
現する点灯回路の一体化（世
界初）

▼
市場に普及、

今後も拡大予想
2016 年 度 は、 世 界 で 約
300 万 個 ／ 年 を 販 売。
2018 年 度 は、 世 界 で 約
600 万個／年に販売数が拡
大の見通し

圧倒的な高性能と
比類なき小型化！

「夜間の事故を減らしたい」
という願いを込め、
新しいヘッドランプの

開発に取り組む ！

故
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

の
性
能
を
向
上
さ
せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
夜

間
の
十
分
な
視
界
を
提
供
す
る
必
要
が 

あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
は
、

２
０
０
７
年
に
世
界
初
で
量
産
化
以
降
、

普
及
が
進
み
、
夜
間
の
視
認
性
の
改
善
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
更
な
る 

普
及
の
カ
ギ
を
握
る
高
性
能
・ 

小
型
・
軽
量
・
低
コ
ス
ト
化

　

夜
間
や
夕
暮
れ
時
に
多
発
す
る
交
通
事

よ
る
安
全
性
向
上
に
役
立
っ
て
き
た
。

　

同
社
で
は
、
更
な
る
普
及
拡
大
を
図
る

た
め
、
高
性
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
の
小
型
・
軽
量
・
低
コ
ス
ト

化
の
た
め
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

１
つ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
ロ
ー
ビ
ー
ム
と 

ハ
イ
ビ
ー
ム
を
切
り
替
え
る
技
術

　

従
来
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
は
、

ロ
ー
ビ
ー
ム
と
ハ
イ
ビ
ー
ム
機
能
に
個
別

の
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
た
が
「
ロ
ー

ビ
ー
ム
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
、
点
灯
回
路
を
一

体
化
し
て
、
１
つ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
成
り
立
つ

ユ
ニ
ッ
ト
」
を
考
案
し
た
。
こ
の
実
現
の

た
め
に
、ま
ず
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
１
個
で
ロ
ー
ビ
ー

ム
と
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
実
現
で
き
る
高
性
能

な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
取
り
組
み
、
従
来
品

に
対
し
て
明
る
さ
１
・
４
倍
の
光
源
光
束

２
０
０
０
lm
ク
ラ
ス
で
、
消
費
電
力
を
抑

え
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　

光
学
系
で
は
、
よ
り
明
る
く
す
る
た
め

に
、
従
来
は
光
軸
上
に
あ
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

光
軸
下
方
の
位
置
に
下
げ
、
レ
ン
ズ
を
通

る
光
の
量
を
増
や
し
た
。
ま
た
そ
の
光
を

ロ
ー
ビ
ー
ム
と
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
最
適
配
分

さ
せ
る
反
射
鏡
の
開
発
に
よ
り
、
遠
方
の

伸
び
と
拡
が
り
に
優
れ
た
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
配
光
性
能
を
実
現
し
た
。

　

点
灯
回
路
で
は
、制
御
技
術
の
開
発
や
、

回
路
方
式
の
変
更
、集
積
化
な
ど
に
よ
り
、

大
幅
な
小
型
・
軽
量
化
を
達
成
。
更
に
冷

却
フ
ァ
ン
を
使
う
高
効
率
冷
却
方
式
を
採

用
し
、
光
学
ユ
ニ
ッ
ト
と
点
灯
回
路
を
一

体
化
し
た
小
型
ユ
ニ
ッ
ト
を
世
界
で
初
め

て
開
発
し
た
。
こ
れ
ら
の
開
発
に
よ
り
、

従
来
に
比
べ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
イ

ズ
で
68
％
減
、
重
量
比
で
60
％
減
、
消
費

電
力
で
も
23
％
減
を
実
現
。
飛
躍
的
な
高

性
能
・
小
型
・
低
コ
ス
ト
化
に
よ
り
、
標

準
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
様
々
な
車
に

搭
載
可
能
と
な
っ
た
。
開
発
し
た
標
準
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
夜
間
走
行
の
更
な
る

安
全
、車
の
低
燃
費
化
、多
様
化
す
る
ヘ
ッ

ド
ラ
ン
プ
意
匠
・
車
両
ス
タ
イ
リ
ン
グ
に

貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ
の
普
及
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の

普
及
拡
大
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す

コ
ン
パ
ク
ト
化
技
術
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ＬＥＤユニット１個で、ハイビーム・
ロービーム機能を持ち、世界トッ
プクラスの配光性能とコンパクト
なＬＥＤヘッドランプの製品化を
実現

◦商号
株式会社小糸製作所
◦設立
1936年

（創業1915年4月）
◦従業員数
23,568名（連結）
4,159名（単独）
◦事業内容
自動車照明器、航空機部品、電
子装置・部品等の製造、販売

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
小
糸
製
作
所

株式会社小糸製作所
東京都港区高輪4-8-3
TEL:03-3443-7111（代表）
http://www.koito.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

米山　正敏
東　祐司／伊藤昌康／時田　主
望月克仁／野寄靖史／鍵山真治

◦
この度は、安全性向上に寄与する
ＬＥＤヘッドランプの普及拡大を目
指した「光源・光学・構造・回路
それぞれが世界 NO.1レベルで融
合する開発」の取り組みを評価い
ただき、大変光栄です。今後も交
通社会に貢献するものづくりに努
めてまいります。
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ものづくり日本大賞

「魂動デザイン」採用車種群

塗料開発プロセスの改善

削りおよび磨きの新旧考え方の比較

高意匠カラーを実現させた、ソウルレッドプレミアムメタリックの塗装構造および発色イメージ

左から、中牟田泰、菖蒲田清孝、安達範久、松本浩幸

ここがスゴイ！ 
この技術

従来の開発
プロセスからの脱却

部門間の壁を取り払い、異
なる視点と知識を持つスペ
シャリストが集結。一丸と
なって理想を共有、議論を
重ねることで課題を克服し
た

▼
匠の技術の
伝承に成功

「魂動磨き」「魂動削り」塗
膜設計など、新たなものづ
くり技術を培い、それらを
海外の車両生産工場へも展
開し、国内と同等の品質を
実現

日本の美意識を伝える匠の技を哲学に昇華。
時代を超えて残る技術の伝承例

走る歓び、生命感あふれ、
心ときめかせる

一瞬の動きをテーマに、
「魂動デザイン」追求に挑む

デ
ザ
イ
ン
」
を
掲
げ
、
生
き
物
が
見
せ
る

一
瞬
の
「
生
命
感
に
あ
ふ
れ
心
と
き
め
か

せ
る
動
き
」
を
目
標
と
し
、
そ
の
テ
ー
マ

名
を
「
魂こ

動ど
う

」
と
定
め
た
。

　

し
か
し
、従
来
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

部
門
で
承
認
さ
れ
た
設
計
図
面
を
後
工
程

従
来
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の 

脱
却
が
課
題
に

　

同
社
は
走
る
歓
び
を
追
求
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
「
乗
っ
て
み
た
く
な
る

に
渡
す
手
法
の
た
め
、
造
形
と
カ
ラ
ー
の

意
図
を
全
メ
ン
バ
ー
が
理
解
す
る
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の
期
間
短
縮

を
重
視
し
た
工
法
で
は
、金
型
製
作
の
際
、

な
か
な
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
思
い
ど
お
り
の

繊
細
な
曲
面
連
続
を
実
現
で
き
な
か
っ

た
。

各
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が 

理
想
を
共
有
し
、
新
工
法
を
確
立

　

拠
点
が
広
島
に
集
中
し
て
い
る
利
点
を

活
か
し
、
同
社
は
「
魂
動
デ
ザ
イ
ン
」
の

実
現
の
た
め
、
部
門
間
の
壁
を
取
り
払
っ

て
３
部
門
を
臨
機
応
変
に
組
み
合
わ
せ
た

共
創
活
動
を
行
っ
た
。

　

カ
ラ
ー
・
塗
料
開
発
で
は
、
従
来
の
役

割
分
担
か
ら
脱
却
。共
創
プ
ロ
セ
ス
の
下
、

メ
タ
リ
ッ
ク
塗
装
に
使
用
さ
れ
る
ア
ル
ミ

フ
レ
ー
ク
の
配
置
変
換
や
、
ミ
ク
ロ
ン
単

位
の
塗
膜
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、

彩
度
と
深
み
を
両
立
し
た
鮮
や
か
な
発
色

を
実
現
し
た
。

　

造
形
開
発
で
は
、
金
型
製
作
に
あ
た
っ

て
、
期
間
短
縮
か
ら
面
品
質
を
重
視
し
た

工
法
へ
の
変
換
を
図
り
、
面
粗
さ
品
質
を

３
倍
向
上
、
接
線
角
度
を
規
定
値
以
下
、

そ
し
て
加
工
時
間
を
10
％
短
縮
す
る
「
魂

動
削
り
」と
い
う
新
工
法
を
確
立
さ
せ
た
。

ま
た
仕
上
げ
領
域
で
は
、
成
形
性
と
デ
ザ

イ
ン
意
図
反
映
を
鍵
と
し
た
。
機
械
加
工

で
高
品
位
に
作
り
込
ん
だ
金
型
を
、
最
小

の
研
削
量
で
成
形
に
必
要
な
面
粗
度
に
す

る
、
新
た
な
工
程
「
魂
動
磨
き
」
を
確
立

し
た
の
だ
。

　

電
気
自
動
車
や
自
動
運
転
が
注
目
さ
れ

る
昨
今
、
同
社
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模
の

大
き
さ
で
は
な
く
、
熱
烈
な
フ
ァ
ン
の
顧

客
か
ら
末
永
く
愛
さ
れ
続
け
る
ブ
ラ
ン
ド

を
目
指
し
て
い
る
。
走
る
歓
び
を
届
け
る

ク
ル
マ
づ
く
り
、
そ
の
提
供
価
値
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
魂
動
デ
ザ
イ
ン
」
を
採
用
し

た
商
品
は
２
０
１
２
年
の
「
マ
ツ
ダ
Ｃ
Ｘ

︱

５
」
を
皮
切
り
に
、
国
内
外
に
順
次
導

入
。
日
本
カ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
の

受
賞
な
ど
、
各
方
面
か
ら
の
評
価
を
獲
得

し
て
い
る
。

マ
ツ
ダ
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る

も
の
づ
く
り

─
魂
動
デ
ザ
イ
ン
─

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

車両デザインの共通哲学「魂動
デザイン」の実現のため、デザイ
ン・設計・生産技術といった社
内部門だけでなく、部材の取引
先企業なども一丸となって理想
を共有した共創体制を確立。品
質のみならず、ブランド価値の向
上にも成功

◦商号
マツダ株式会社
◦設立
1920年1月30日
◦従業員数
22,121名（単体）
◦事業内容
乗用車・トラックの製造販売。主
要製品はガソリンレシプロエンジ
ン、ディーゼルエンジン、自動車
用手動／自動変速機等。顧客に
走る歓びをお届けできるクルマ
づくりを追求

会
社
概
要

受
賞
者

マ
ツ
ダ
株
式
会
社

マツダ株式会社
広島県安芸郡府中町新地3-1
TEL:082-282-1111（代表）
FAX: 082-287-4106
E-mail:Kasahara.k@mazda.co.jp
商品戦略本部　技術企画部
笠原　康一
http://www.mazda.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

菖蒲田　清孝
安達範久／中牟田泰／松本浩幸

◦
弊社は、「走る歓び」 によって、
美しい「地球」と心豊かな「人」・

「社会」を実現し、人の心を元気
にすることを目指しています。カー
ライフを通じて、お客さまの人生
をより豊かにし、お客さまとの間に
特別な絆をもったブランドになるこ
とを目指して、どんな困難にも独
創的な発想で挑戦し続けてまいり
ます。
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く
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も
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］

第７回
ものづくり日本大賞

太田英晴

木桶仕込み蔵の様子

同社の超扁平精米と他社の球状精米の比較
一般の大吟醸米（右）は、小さく見えても厚み部分がほとん
ど削られていないのに対し、超扁平精米（左）では、どの部
分もほぼ同じだけ削られている

運
命
を
変
え
た 

論
文
と
の
出
会
い

　

高
村
光
太
郎
の
智
恵
子
抄
で
も
知
ら
れ

る
安
達
太
良
山
を
望
む
福
島
県
二
本
松
。

宝
暦
２
年
（
１
７
５
２
年
）
創
業
の
大
七

酒
造
は
江
戸
、
明
治
、
大
正
と
伝
承
の
生

酛
造
り
に
こ
だ
わ
っ
て
酒
造
り
を
続
け
て

い
る
。

　

現
在
10
代
目
当
主
を
務
め
る
太
田
英
晴

代
表
取
締
役
社
長
は
「
先
人
が
残
し
て
き

た
生
酛
造
り
は
日
本
酒
全
体
に
と
っ
て
も

大
切
な
宝
」
と
自
負
す
る
。
そ
れ
に
加
え

て
太
田
社
長
は
、
１
９
９
３
年
扁
平
精
米

に
関
わ
る
論
文
に
出
会
い
、
超
扁
平
精
米

技
術
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
従
来
の
球

形
に
削
る
精
米
は
非
効
率
で
あ
り
、
酒
造

り
の
た
め
の
理
想
の
精
米
は
糠
分
を
徹
底

的
に
取
り
除
く
扁
平
精
米
だ
、
と
そ
の
実

用
化
に
着
手
。
そ
の
結
果
、
通
常
の
精
米

30
～
35
％
よ
り
も
は
る
か
に
糠
を
取
り
除

き
な
が
ら
50
％
を
残
す
こ
と
に
成
功
。

二
人
の
「
現
代
の
名
工
」
を
生
ん
だ 

匠
の
技
の
伝
統

　

研
削
さ
れ
に
く
い
玄
米
の
厚
み
部
分
の

糠
を
除
去
す
る
た
め
工
夫
を
繰
り
返
し
、

球
形
で
は
な
く
極
限
ま
で
扁
平
に
す
る
こ

と
で
原
料
米
を
無
駄
に
せ
ず
不
要
成
分
だ

け
を
取
り
除
き
、
よ
り
純
度
の
高
い
ま
ろ

や
か
で
す
っ
き
り
し
た
清
酒
を
造
り
上
げ

た
。
こ
の
技
術
は
同
社
に
最
初
の
「
現
代

の
名
工
」（
故
・
尾
形
義
雄
精
米
部
長
）

を
誕
生
さ
せ
た
。
さ
ら
に
瓶
詰
め
時
の
酸

化
に
よ
る
品
質
の
劣
化
を
防
ぐ
「
無
酸
素

充
填
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
品
質
の
長

期
的
な
安
定
を
確
保
、
熟
成
も
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

最
寄
り
の
東
北
本
線
二
本
松
駅
に
程
近

い
大
七
酒
造
。
西
に
安
達
太
良
山
、
東
に

阿
武
隈
山
地
を
望
む
地
に
明
治
時
代
の
建

築
を
髣
髴
さ
せ
る
銅
葺
き
屋
根
、
赤
レ
ン

ガ
の
酒
蔵
な
ど
同
社
の
瀟
洒
な
建
物
が
並

ぶ
。

　

そ
の
蔵
を
、
生
酛
造
り
の
第
一
人
者
と

し
て
平
成
28
年
度
の
「
現
代
の
名
工
」
に

選
ば
れ
た
佐
藤
孝
信
・
杜
氏
が
守
っ
て
い

る
。
精
米
と
醸
造
の
両
分
野
で
「
名
工
」

を
生
み
出
し
た
の
は
大
七
酒
造
が
全
国
で

唯
一
だ
。

　

大
七
酒
造
の
酒
は
国
内
で
は
生
酛
造
り

純
米
大
吟
醸
で
２
度
に
わ
た
り
全
国
新
酒

鑑
評
会
で
金
賞
受
賞
。
国
際
的
に
は

２
０
０
８
年
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳

夫
人
晩
餐
会
、
オ
ラ
ン
ダ
王
室
晩
餐
会
で

乾
杯
酒
と
し
て
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
海
外

で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

扁平精米の論文に出会い
玄米の表面の糠（ぬか）分を

満遍なく取り除く
理想的な精米技術を開発 ！

伝統と画期的技術を融合。独自開発した扁平
精米技術で日本酒に新たな付加価値を創造

リーダー

太田　英晴
◦

稀少な「生酛造り」を遺してくれ
た祖先や、2 人の「現代の名工」
を始めとする会社の仲間たちに感
謝の気持ちで一杯です。扁平精米
理論との出会いや、海外への扉を
開いてくれた人々など多くの縁に
支えられてきました。

超
扁
平
精
米
技
術
を
利
用
し
た
、

生
酛
造
り
に
よ
る

高
級
清
酒
の
開
発
と
海
外
展
開

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

伝統技術である稀少な生酛造り
を継承発展させるとともに、独自
に開発した超扁平精米技術と融
合させ、今まで日本酒の概念に
なかった時間とともに成長する高
級酒を生み出し、付加価値を創
造したことによって、広く海外市
場を開拓する先駆けとなった

◦商号
大七酒造株式会社
◦設立
１７５２年
◦従業員数
46名
◦事業内容
清酒とリキュールの製造および
販売

会
社
概
要

受
賞
者

大
七
酒
造
株
式
会
社

大七酒造株式会社
福島県二本松市竹田1-66
TEL:0243-23-0007
FAX:0243-23-0008
E-mail:info@daishichi.com
http://www.daishichi.com

お
問
い
合
わ
せ
先

ここがスゴイ！ 
この技術

伝統的な鋳物の
和釜を使用

鋳物の和釜使用により、高
温で乾燥した「過熱蒸気」
を発生させ、米粒の表面を
乾かし、蒸米は「外硬内軟」
という理想的なスタイルを
実現

▼
4 つの段階別に
独立した麹室

酛麹、添麹、仲麹、留麹の
4 つの段階別に独立した麹
室を設け徹底した麹つくり

▼
木桶仕込み蔵

呼吸する容器と言われる木
桶で日本酒を発酵。通常よ
りも濃厚で凝縮感のある酒
質に
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第７回
ものづくり日本大賞

結婚指輪「つながるカタチ」

体験

伝統技術「木目金」

８. ‌��適正寸法まで圧延

２. ‌��加圧し融点以下で接合

5. 角棒状に圧延

９. リング状に形成

刀の鐔を制作する技術として生み出された金工技術

3. ‌��表面を切削し整形

６. 彫りを加え模様を形成

７. 圧延し６．を繰り返す

異なる色の金属を加圧接合し、ひねりや彫りを加えて木目状の文様を生み出す

１. ‌�酸化被膜を除去し積層

4. ‌��熱を加えねじる

1 つにつながった指輪をユーザーが 自身の手で分かち合ことで完成

左から、岡上智広、髙橋正樹

ここがスゴイ！ 
この技術

途絶えていた技術を
現代に発展応用

研究を重ね、木目金を現代
の貴金属にも安定して応用
再現できるように加圧接合
技術を発展。また、分かち
あう時の柔らかさを保持し
つつ製品としての強度を維
持できるよう接合条件を追
求し実現

▼
革新的な

センスで多くの支持
結婚指輪「つながるカタチ」
は平均購入金額 40 万円と
高単価にもかかわらず年間
5000 組以上からの支持を
得ている 創造的なアイデアを盛り込んだ商品開発と 

伝統技術の産業化の実現

「伝統工芸技術の
復元研究でたどりついたのが、
お客様の体験が価値となる

結婚指輪でした」

る
色
の
金
属
を
用
い
て
木
目
状
の
文
様
を

生
み
出
す
伝
統
工
芸
技
術
だ
。
廃
刀
令
と

と
も
に
一
時
は
途
絶
え
て
い
た
こ
の
技
術

に
着
目
し
研
究
し
た
の
が
、
同
社
の
創
業

者
で
あ
る
髙
橋
正
樹
氏
だ
。

　

彫
金
教
室
か
ら
始
め
唯
一
無
二
の
文
様

学
術
的
研
究
か
ら
創
造
的
な
商
品 

を
開
発
し
伝
統
技
術
を
産
業
化

　

木
目
金
と
は
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
刀

の
鐔
を
制
作
す
る
金
属
工
芸
技
術
。
異
な

を
生
み
出
す
木
目
金
の
特
性
を
活
か
し
、

結
婚
指
輪
の
販
売
を
始
め
る
と
少
し
ず
つ

オ
ー
ダ
ー
が
増
え
て
い
き
、
起
業
へ
の
道

が
開
か
れ
て
い
っ
た
。

若
い
職
人
が
も
の
づ
く
り
に
励
む 

活
気
溢
れ
る
工
房

　

同
社
の
製
品
は
伝
統
に
革
新
性
を
盛
り

込
ん
で
現
代
的
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い

る
。
２
０
１
５
年
に
発
表
し
た
結
婚
指
輪

「
つ
な
が
る
カ
タ
チ
」
は
ユ
ー
ザ
ー
参
加

型
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
し
て
人
気
だ
。

木
目
金
で
作
ら
れ
た
１
つ
に
つ
な
が
っ
た

リ
ン
グ
を
カ
ッ
プ
ル
が
ふ
た
り
自
身
の
手

で
パ
キ
ッ
と
分
か
ち
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ン
グ
に
す
る
。
２
つ
の
リ
ン
グ
の
模
様

が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
元
が
１
つ
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
と
い
う
象
徴
性
と
、
そ
の

分
か
ち
あ
い
の
痕
跡
が
世
界
に
一
つ
の
対

の
証
と
し
て
リ
ン
グ
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
る

点
が
受
け
た
。
モ
ノ
で
は
な
く
コ
ト
と
い

う
体
験
を
価
値
に
し
た
、
今
ま
で
に
な
い

結
婚
指
輪
の
誕
生
だ
。

　

同
社
の
本
社
は
東
京
渋
谷
に
あ
り
、
隣

接
す
る
４
階
建
の
ビ
ル
が
工
房
と
な
っ
て

お
り
、
平
均
年
齢
28
・
4
歳
と
い
う
若
い

社
員
た
ち
が
真
剣
な
表
情
で
作
業
に
精
を

出
す
。
彼
ら
の
多
く
は
美
術
大
学
や
美
術

専
門
学
校
の
出
身
だ
。
実
は
こ
れ
ら
の
学

生
の
就
職
先
不
足
の
解
消
と
い
う
の
も
髙

橋
氏
が
伝
統
技
術
の
産
業
化
を
目
指
し
た

目
的
の
一
つ
。
伝
統
技
術
を
見
え
る
化
、

デ
ー
タ
化
、
分
業
化
し
、
匠
の
技
を
標
準

化
し
教
育
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
で
産
業

化
を
実
現
。
こ
れ
に
よ
り
若
者
の
雇
用
を

生
み
出
し
、
さ
ら
に
は
障
が
い
者
雇
用
も

促
進
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
進
ん
だ
職
場
と
も
い
え
る
。

　

販
売
員
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
と

位
置
づ
け
、
正
社
員
と
し
て
採
用
。

「
若
い
人
た
ち
が
、
お
客
様
と
価
値
観
を

共
有
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る
場
を
作

り
た
い
」

　

そ
う
髙
橋
氏
は
言
う
。
そ
の
根
本
に
は

単
な
る
流
行
り
の
ア
ー
ト
で
は
な
い
、
工

芸
の
世
界
観
が
し
っ
か
り
と
あ
る
。

伝
統
技
術
に
よ
り
作
ら
れ
る

１
つ
の
指
輪
を

お
客
様
が
分
か
ち
合
う
こ
と
で

完
成
す
る
新
し
い
結
婚
指
輪

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

伝統技術を産業化し、現代的な
ブランディングにより商品を開発
する、伝統と革新のロールモデ
ルとなる新しい都市型ものづくり

◦商号
株式会社杢目金屋
◦設立
2003年12月
◦従業員数
160名
◦事業内容
伝統技術・木

もく

目
め

金
がね

を用いたジュ
エリーの企画、製造、販売

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
杢
目
金
屋

株式会社杢目金屋
東京都渋谷区神宮前2-4-2
TEL:03-3408-7863
FAX:03-3408-7864
E-mail:info@
mokumeganeya.com
https://www.mokumeganeya.com

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

髙橋　正樹
岡上智広

◦
コトを大事にしたものづくりに取り
組む中で、伝統工芸技術木目金が
現代でも生きた技術として大きな
価値を生むユーザー参加型の結婚
指輪にたどりつきました。この賞
を励みに今後もより多くの若者に
制作技術を継承し、さらなる木目
金の可能性の追求に取り組みま
す。
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く
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第７回
ものづくり日本大賞

左手前より時計回りに、長島弘明、清水日向子、内田博也、小林 亮、長谷川和宏、金岡裕之

新しい付加価値創造型ものづくりエコシステム

Garage Sumida の 1 階には同社
の板金工場が入っている

Garage Sumida での
もの作り相談風景

支援実績の一つである
風力発電機

Garage Sumida の
見学ツアー＆交流会

支援実績の一つ
パーソナルモビリティ『WHILL』

垂直軸型マグナス
風力発電機 2017 年 12 月までの成果 町工場相談会 in シンガポールの様子

ここがスゴイ！ 
この技術

発想を具現化できる
ものづくりシステム

インキュベーション支援 6
社。技術・製造支援 80 社。 
相談 案件 500 件、2 年 半
で 300 回以上の工場見学
会を実施

▼
人材や情報が集積する

東京下町の
地の利を生かす

「TECH PLANTER」（リバ
ネス社）と連携。社内にイ
ンキュベーション スペース
を設けて、登記や試作でス
タートアップ企業を支援。 
ベンチャー候補の発掘・育
成・投資と、それを循環さ
せる仕組みを作る

地
域
に
恩
返
し
し
た
い 

強
い
思
い
に
支
え
ら
れ

　

29
歳
の
時
、
先
代
の
社
長
で
あ
る
父
親

を
亡
く
し
、
突
然
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
浜
野
慶
一
社
長
。

「
従
業
員
も
１
人
、
２
人
と
い
っ
た
小
規

模
零
細
の
工
場
で
す
。
経
理
を
や
っ
て
い

た
母
親
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
な

ん
と
か
会
社
を
維
持
し
よ
う
と
必
死
で
し

た
」（
浜
野
氏
）。

　

し
か
し
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
母
親
も
他

界
。
さ
ら
に
４
年
後
に
は
近
所
か
ら
の
も

ら
い
火
で
、
工
場
ま
で
が
全
焼
し
て
し
ま

う
。
順
風
満
帆
と
は
程
遠
い
滑
り
出
し

だ
っ
た
が
、
浜
野
氏
に
落
胆
し
て
い
る
余

裕
は
な
か
っ
た
。

　

ご
飯
を
食
べ
な
と
持
っ
て
き
て
く
れ
た

り
す
る
下
町
の
人
情
に
支
え
ら
れ
、
浜
野

氏
は
い
つ
か
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
や
地

域
に
恩
返
し
し
た
い
と
、
強
く
考
え
る
よ

う
に
な
る
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
さ
を
大
事
に 

も
の
づ
く
り
を
応
援
す
る
施
設

　

産
・
官
・
学
連
携
で
開
発
し
、
２
０
１ 

３
年
に
８
０
０
０
ｍ
の
深
海
で
世
界
初
の
３

Ｄ
撮
影
に
成
功
し
た
深
海
探
査
艇「
江
戸
っ

子
１
号
」
は
、
多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
た
。

　

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
、
そ
う
し
た
共
同

開
発
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
様
々
な
活

動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
試
み
、
数
多
く
の
デ

ザ
イ
ン
賞
や
技
術
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
次
に
同
社
が
め
ざ
し
た
の
が
、

「Garage Sum
ida

」
と
い
う
発
想
だ
。

東
京
下
町
の
人
家
が
密
集
す
る
狭
い
土

地
、
高
い
人
件
費
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境

を
強
み
に
変
え
る
よ
う
な
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
展
開
し
て
い
る
。

　

同
社
の
テ
ー
マ
は
３
つ
。１
つ
目
は「
も

の
づ
く
り
の
情
報
の
上
流
で
仕
事
を
す

る
」
こ
と
。
２
つ
目
は
、「
下
請
け
体
質

か
ら
の
脱
却
」。
下
請
け
仕
事
自
体
は
悪

く
な
い
が
、
そ
れ
を
た
だ
こ
な
し
て
い
る

だ
け
の
よ
う
な
体
質
か
ら
は
脱
却
し
よ
う

と
い
う
も
の
。
そ
し
て
３
つ
目
は
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
。
ク
リ
エ
ー

タ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
研
究
家
、
起
業
家
、

大
企
業
と
い
っ
た
ど
こ
と
も
コ
ミ
ッ
ト
で

き
る
よ
う
な
位
置
づ
け
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

「
も
の
づ
く
り
に
は
、
お
も
ち
ゃ
箱
の
よ

う
に
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
考
え
方
を
大
事
に
し
た
い
ん

で
す
」（
浜
野
氏
）

　

す
で
に
そ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開

発
さ
れ
た
、
夢
の
あ
る
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
続
々
と
実
を
結
ん
で
い
る
。

下町という地域性と
人情やネットワークを強みに

都市型の実験工房をめざす！

インキュベーション支援や技術・製造支援、
ものづくり相談案件などの数字的実績

リーダー

山本　佳代
金岡裕之／長島弘明／小林　亮

清水日向子／内田博也／長谷川和宏（1）

（1）株式会社リバネス

◦
本事業でベンチャー・大企業・町
工場等が連携することで、成熟国
家としてのイノベーション、社会貢
献の一例を示してまいりたいと思
います。この度の受賞を励みとし、
ものづくりを通じた社会課題の解
決に向け、さらなる挑戦を続けて
まいります。

G
arage S

um
ida

“
新
た
な
事
業
を
創
出
す
る

も
の
づ
く
り

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
”

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）企
業
」部
門

人（技）、モノ（3D 設備など）、
ネットワークの融合が生み出す、
都市型ソリューションビジネスの
構築

◦商号
株式会社 浜野製作所
◦設立
１９７８年９月
◦従業員数
４2名（２０１8年2月現在）
◦事業内容
精密板金、金型・プレス加工と
いった金属の基盤加工技術を軸
に先端領域の開発設計支援を行
う町工場。また、産・学・官連携
による新しい事業への進出、地
域の工場資源を活用した環境・
社会貢献活動、子供たちへの体
験学習、デザイナーとの異業種
コラボレーションなど

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社 

浜
野
製
作
所

株式会社 浜野製作所
東京都墨田区八広４-３９-７
TEL:03-5631-9111
FAX:03-5631-9112
E-mail:info@hamano-products.co.jp
http://hamano-products.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先
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も
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く
り
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本
大
賞
［
経
済
産
業
大
臣
賞
］

第７回
ものづくり日本大賞

左から、楠崎智樹、大多和秀樹、芳賀敏昭、芳賀 剛、伊藤 敏、船越大生、雲宝広貴

ものづくりノウハウを転化し、「製造業のサービス業化」を
実現。自社製品開発や、AI・IoT の活用などにも挑戦

「金型を真の成長産業へ！」
を合い言葉にして、

斜陽化していた業界での
「劇的復活モデル」に

景
気
に
よ
り
同
社
は
倒
産
寸
前
に
ま
で
追

い
込
ま
れ
た
。
他
の
企
業
が
業
績
回
復
を

成
し
遂
げ
る
も
同
社
の
業
績
は
好
転
せ

ず
、
6
年
連
続
赤
字
、
社
長
は
4
名
交
代
、

社
員
数
は
２
８
０
名
か
ら
20
名
ま
で
激
減

し
た
。
出
口
が
見
え
な
い
中
、
２
０
１
４

金
型
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・ 

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
転
用

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
不

年
製
造
業
向
け
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

の
Ｏ
２
が
経
営
参
画
し
立
て
直
し
を
図
っ

た
。

 

『
脱
金
型
屋
』
を
掲
げ
金
型
以
外
の
収
益

源
の
確
立
を
急
ぎ
、
本
業
の
「
も
の
づ
く

り
」
ノ
ウ
ハ
ウ
を
情
報
化
・
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
化
す
る
こ
と
で

「
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
業
化
」
を
目
指
し

た
。

　

金
型
製
造
に
活
用
し
て
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
提
供
開
始

す
る
と
、
顧
客
の
生
産
性
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
、
単
な
る
「
型
屋
」
か
ら
「
生
産
向

上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」へ
と
変
わ
り
始
め
た
。

Ｏ
２
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
会
社X

rossV
ate

と
Ａ
Ｉ
開

発
会
社LIGH

T
z

の
支
援
を
受
け
Ａ
Ｉ

に
よ
る
金
型
自
動
見
積
り
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
に
も
挑
戦

を
開
始
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
刷
新
と
本
業
の
構

造
改
革
も
手
伝
い
７
〜
８
％
の
利
益
を
叩

き
出
す
企
業
へ
と
様
変
わ
り
し
た
。

「
下
請
け
企
業
」
か
ら 

「
発
信
企
業
」
へ
。
そ
し
て
、 

「
地
域
未
来
創
業
企
業
」
へ

　

商
流
の
変
革
に
も
こ
だ
わ
り
、
特
に
新

事
業
の
紹
介
は
、
従
来
の
顧
客
で
あ
る
成

形
メ
ー
カ
ー
で
な
く
そ
の
先
に
い
る
自
動

車
会
社
に
直
接
紹
介
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

金
型
企
業
と
し
て
は
異
例
の
直
接
取
引
を

実
現
。
自
動
車
会
社
と
の
直
接
取
引
は
社

員
の
意
欲
向
上
や
別
の
新
事
業
の
ヒ
ン

ト
、
他
の
成
形
メ
ー
カ
ー
と
の
新
規
取
引

等
様
々
な
副
次
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
自
社
製
品
の

共
同
企
画
、
地
元
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を

協
同
で
製
品
化
す
る
な
ど
自
社
か
ら
市
場

へ
の
直
接
「
発
信
」
も
始
め
た
。

　

地
元
特
産
品
を
お
客
様
の
社
内
販
売
網

で
紹
介
さ
せ
て
も
ら
う
、
来
客
時
に
地
元

観
光
名
所
に
案
内
す
る
、
地
元
宿
泊
業
者

と
連
携
す
る
な
ど
「
山
形
の
伝
道
師
」
を

目
指
し
、
本
業
の
み
な
ら
ず
地
域
の
良
さ

を
「
発
信
」
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
だ
。

樹
脂
成
形
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

中
小
金
型
メ
ー
カ
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
刷
新
と

収
益
構
造
の
変
革

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）企
業
」部
門

プラスチック製品の外観（美観）
を作り込む「加飾成形」の技術を
核に据え、従来型のものづくりに

「別視点での価値を加える」事
業再編を行い、企業としての収
益力を強化。この「コトづくり」
改革によって、短期で業績をV
字回復させた

◦商号
株式会社IBUKI
◦設立
1956年8月
◦従業員数
60名
◦事業内容
射出成形用金型の設計・製造、
各種プラスチック成形品の試作
及び量産、海外サプライヤーの
製造フォロー及び指導、金型成
形技術コンサルティング、加飾
技術を活かした自社製品開発

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
I
B
U
K
I

株式会社IBUKI
山形県西村山郡河北町谷地字真
木160-2
TEL:0237-72-7121
FAX:0237-72-3936
http://www.ibki-inc.com

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

芳賀　敏昭
芳賀　剛／大多和秀樹／伊藤　敏（1）

雲宝広貴（2）／船越大生（3）／楠崎智樹（2）

（1）株式会社 XrossVate　（2）株式会社 O2
（3）株式会社 LIGHTz

◦
加飾技術を主とし新しいビジネス
モデル作りに取り組んできました。
この度の受賞は私達にとって大変
励みとなり、また身の引き締まる
思いです｡ これを機に日本のもの
づくりの活性化の模範となれるよう
さらに精進してまいります｡

ここがスゴイ！ 
この技術

加飾技術、コラボ技術、
そして開かれた社風

金型の表面に直接模様を加
工し、成形品に転写する「加
飾」技術で、印刷、塗装等
の２次加工なしで高級感を
実現。デザイン志向が高い
企業から高評価を得た

▼
日本の中小企業成長の

ヒントとなる
倒産寸前だった地方の中小
企業が辿った成長モデル
は、時間もお金もノウハウ
もない中小企業のヒントと
希望となる。同社のもう一
つの挑戦となっている
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［
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第７回
ものづくり日本大賞

久留米リサーチセンタービルの外観

基礎コース：機器実習

ゴム技術者　人材育成実績（累積）
2016 年度までの実施内容で、延べ 909 名の実績となっている。参加企業は、久留米
地区の企業が多いが、基礎コースについては、県内の北九州、福岡、筑豊の各地区だ
けでなく、熊本県、長崎県や宮崎県の企業からの参加者もある。また中級コースは、国
内で唯一実施されているため、関東の企業からも参加実績がある

実習コース：配合解析

ここがスゴイ！ 
この技術

地域一体となる
体制を構築

久留米工業高等専門学校や
福岡県工業技術センター、 
地元企業、九州ゴム工業会、
日本ゴム協会九州支部と連
携することで、ゴム技術者
の育成に地域一体となって
取り組む体制を構築

▼
実践中心の

中・上級講座
中・上級講座では、ゴムの
配合や加工に起因する物性
評価及びトラブル解析に関
し、受講生自らが様々な装
置による加工や測定から解
析までを行う国内唯一の実
習講座を設けている

「
ゴ
ム
の
町
」
が
人
材
育
成
に
よ
り 

新
た
な
ゴ
ム
産
業
の
拠
点
へ

　

地
下
足
袋
か
ら
始
ま
り
自
動
車
産
業
を

支
え
る
ゴ
ム
部
品
へ
と
…
。
福
岡
県
久
留

米
地
区
は
「
ゴ
ム
の
町
」
と
し
て
産
業
界

に
貢
献
し
て
き
た
。
そ
こ
で
欠
か
せ
な
い

の
が「
ゴ
ム
産
業
人
材
育
成
」事
業
で
あ
る
。

　

そ
の
人
材
育
成
事
業
を
担
っ
て
き
た
の

が
同
社
で
、
１
９
８
９
年
に
「
ゴ
ム
技
術

者
向
け
人
材
育
成
講
座
」
を
創
設
以
来
、

２
０
０
６
年
に
は
初
級
〜
中
級
向
け
人
材

育
成
講
座
、
２
０
１
０
年
に
は
上
級
向
け

の
人
材
育
成
講
座
を
実
施
。

　

初
級
か
ら
、座
学
中
心
の
講
座
に
加
え
、

実
践
技
術
講
座
も
設
け
て
い
る
。
実
践
講

座
で
は
、
受
講
生
自
ら
が
与
え
ら
れ
た
課

題
の
解
決
策
を
考
え
、
５
名
程
度
の
受
講

生
に
対
し
て
ほ
ぼ
同
数
の
講
師
陣
が
指
導

す
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
実
習
を
行
う
。

　

今
後
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
講
座
と
し

て
の
魅
力
作
り
が
要
求
さ
れ
る
。

最
初
か
ら
工
程
を
見
る
こ
と
で 

ゴ
ム
作
り
の
理
解
が
深
ま
る

 

「
ゴ
ム
の
加
工
と
い
う
の
は
、
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
（
混
ぜ
物
）
で
す
か
ら
、
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
で
は
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
調
整
か

ら
実
習
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
一
番
難
し
い
“
練
り
”
の
と
こ

ろ
を
や
っ
て
み
な
い
と･･･

」
と
い
う
㈱

久
留
米
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク
の
藤
道
治
さ

ん
。
昨
年
九
州
大
学
の
学
生
を
受
け
入
れ

た
と
き
に
、
や
は
り
ゴ
ム
の
製
造
工
程
を

最
初
か
ら
見
せ
る
と
理
解
が
ぐ
ん
と
深

ま
っ
た
と
い
う
。

 

「
途
中
か
ら
で
は
ダ
メ
で
す
。
人
材
育
成

に
お
い
て
は
、
基
本
か
ら
教
え
な
け
れ
ば

･･･

。
こ
の
歳
に
な
っ
て
よ
う
や
く
ゴ
ム

の
難
し
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
」

　

ゴ
ム
の
町
久
留
米
の
源
流
は
、
明
治
時

代
初
期
に
「
足
袋
」
製
造
を
発
展
さ
せ
た

2
人
の
人
物
。
ひ
と
り
は
ム
ー
ン
ス
タ
ー

の
創
業
者
で
足
袋
製
造
の
機
械
化
を
目
指

し
た
倉
田
雲
平
。
3
代
目
の
倉
田
泰
蔵
に

よ
り
、
ゴ
ム
底
の
地
下
足
袋
が
製
品
化
さ

れ
た
。
ま
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
創
業
者
石

橋
正
二
郎
は
ゴ
ム
底
の
地
下
足
袋
か
ら
さ

ら
に
タ
イ
ヤ
製
造
を
始
め
、
現
在
の
「
ア

サ
ヒ
シ
ュ
ー
ズ
」「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
」
へ

と
発
展
さ
せ
た
。

　

そ
の
原
点
を
支
え
て
き
た
の
が
「
久
留

米
ゴ
ム
」
の
伝
統
で
あ
る
。
時
代
の
変
化

の
中
で
、
講
座
の
意
味
合
い
を
伝
え
、
人

材
育
成
を
担
っ
て
い
く
こ
と
は
、
地
場
産

業
の
発
展
に
向
け
て
き
わ
め
て
重
要
だ
。

地下足袋から自動車部品へ
と飛躍させた人材育成。
「途中からではなく、

基本から学ばせなければ」

ゴム産業人材育成のために産・学・官・協の
連携で、地域のゴム産業発展に貢献

株式会社久留米リサーチ･パーク
福岡県工業技術センター

◦
この度、このような栄誉ある賞を
賜り大変光栄に存じます。本事業
の構築にこれまでご協力いただい
た関係者の皆様に感謝しますとと
もに、今後も「ゴムの町久留米」
ならではの講座づくりに努めてい
きたいと思います。

産
・
学
・
官
・
協
の

連
携
に
よ
る
久
留
米
地
区
の

ゴ
ム
産
業
人
材
育
成

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

人
材
育
成
支
援
部
門

福岡県久留米地区で産・学・官
協の連携による、ゴム産業人材
育成プログラムをつくり、２８年
間支援。延べ９０９名を育成し、
ゴム産業に大きく貢献。座学中
心の講座に加え、実践技術講座
も設け、５名程度の受講生に対
してほぼ同数の講師陣がマン
ツーマンで指導

◦商号
株式会社久留米リサーチ・パーク
◦設立
１９８７年12月13日
◦従業員数
30名
◦事業内容
中小企業・ベンチャー企業・研
究開発向け企業の技術支援及び
テナントビルの運営

会
社
概
要

受
賞
者
株
式
会
社
久
留
米
リ
サ
ー
チ・パ
ー
ク

株式会社久留米リサーチ・パーク
福岡県久留米市百年公園1-1
TEL:0942-37-6111（代表）
FAX:0942-37-6118
E-mail:mono@krp.ktarn.or.jp
http://www.krp.ktarn.or.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先



13．マツダ株式会社　▶▶▶P46

14．大七酒造株式会社　▶▶▶P48

15．株式会社杢目金屋　▶▶▶P50

16．株式会社浜野製作所　▶▶▶P52

17．株式会社 IBUKI　▶▶▶P54

18．株式会社久留米リサーチ・パーク　▶▶▶P56

1．シンテック株式会社　▶▶▶P22

2．株式会社スマイリーアース　▶▶▶P24

3．タンレイ工業株式会社　▶▶▶P26

4．株式会社東亜電化　▶▶▶P28

5．株式会社豊田自動織機　▶▶▶P30

6．ヤグチ電子工業株式会社　▶▶▶P32

7．株式会社フジキン　▶▶▶P34

8．株式会社本田技術研究所　▶▶▶P36

9．アスプローバ株式会社　▶▶▶P38

10．キヤノンメディカルシステムズ株式会社　▶▶▶P40

11．株式会社ファインテック　▶▶▶P42

12．株式会社小糸製作所　▶▶▶P44

経
済
産
業
大
臣
賞 

受
賞
者

特
別
賞

製造・生産プロセス部門	：	 3 グループ	
製品・技術開発部門	 ：	 8 グループ	
伝統技術の応用部門	 ：	 1 グループ

「ものづくり＋（プラス）企業」
                             部門	：	 2 グループ
人材育成支援部門	 ：	 1 グループ	

ものづくり

日本
大賞
日本
大賞

5859 経済産業大臣賞 受賞者

日
時
：
2
0
1
8
年
2
月
5
日
　
場
所
：
A
N
A
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
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ロール軸部の摩擦圧接接合法の概略図

CPC（連続鋳掛鋳造法）の
概念図

ロール再生技術により、新品ロール製
造に比べ CO2 排出量を 55％削減 圧延用複合ロールの製品群 軸部と胴部の摩擦圧接状況

後列左から、園田晃大、姜 孝京、古田博昭、前列左から、山本厚生、永吉英昭

客先納品から圧延工場での再使用、使用済みロールの返却まで

（CPC法による表面処理）

胴部外層再形成（CPC）から軸部形状復元、再生品完成まで。

ここがスゴイ！ 
この技術

生産効率４倍
強度も上げる摩擦圧接

技術！
摩擦圧接接合ロールは、従
来の軸溶接ロールと比較し
生産効率４倍、疲労強度１．
３２倍、引張強度１．１５倍、
直径６５０㎜（従来比１０倍
以上）の接合を実現

▼
画期的な

ロール再生技術
連続鋳掛鋳造法を用いて、
廃棄ロールの胴部芯材に硬
質な外層を再形成。
品質は新品ロール以上

世界初の鉄鋼圧延用ロールの再生技術・摩擦
圧接技術の開発、低コスト化を実現！

「失敗をとがめず
チャレンジ精神を評価する」

２代目社長の下
不採算事業が優良事業に ！

（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
法
）
を
開
発
し
た
。
こ
の
製
造

法
は
、
他
の
方
法
で
は
不
可
能
な
特
殊
な

材
料
を
ク
ラ
ッ
ド
す
る
画
期
的
な
技
術

で
、
ク
ラ
ッ
ド
層
の
厚
み
や
形
状
も
自
由

に
設
計
で
き
る
の
だ
。

　

こ
の
技
術
を
基
に
鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル

不
可
能
を
可
能
に 

世
の
中
の
常
識
を
覆
す
！

　

50
年
前
、
山
本
秀
祐
初
代
社
長
は
連
続

鋳
掛
鋳
造
法
に
よ
る
ロ
ー
ル
製
造
方
法

事
業
を
開
始
し
た
が
、
赤
字
が
続
い
た
。

　

そ
こ
で
、
２
代
目
山
本
厚
生
社
長
（
現

会
長
）
の
下
、
永
吉
英
昭
現
常
務
取
締
役

技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
長
、
姜
孝
京
現
副
セ

ン
タ
ー
長
ら
が
８
年
前
に
特
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
、
独
創
的
な
技
術
開

発
に
挑
戦
し
た
。

　

ま
ず
、
使
用
済
み
熱
延
大
型
ワ
ー
ク

ロ
ー
ル
の
再
生
技
術
に
着
手
し
、
３
年
で

成
功
。
さ
ら
に
軸
と
胴
部
を
摩
擦
圧
接
接

合
す
る
技
術
に
取
り
組
み
、２
年
で
成
功
。

画
期
的
な
ロ
ー
ル
製
造
法
を
確
立
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
で
鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル

の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
が
向
上
し
、
ロ
ー
ル
事
業
の
黒

字
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

独
創
的
な
技
術
開
発
に 

夢
を
託
す

　

熱
延
大
型
ワ
ー
ク
ロ
ー
ル
の
再
生
技
術

は
、
新
品
と
比
べ
同
等
以
上
の
高
品
質
、

20
％
以
上
の
コ
ス
ト
削
減
、
納
期
３
分
の

1
の
短
縮
化
を
実
現
。
さ
ら
に
は
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
55
％
以
上
削
減
、
希
少
金

属
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に
も
優
し

い
。
こ
の
技
術
に
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が

着
目
し
、
７
年
前
か
ら
年
間
30
本
以
上
の

契
約
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
安

定
的
に
受
注
し
て
い
る
状
況
な
の
だ
。

　

ま
た
、摩
擦
圧
接
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

棒
・
線
・
形
鋼
材
を
製
造
す
る
中
小
型
ロ
ー

ル
の
品
質
向
上
、
生
産
効
率
倍
増
、
大
幅

な
コ
ス
ト
低
減
、
納
期
短
縮
、
省
エ
ネ
な

ど
も
実
現
し
た
。
今
で
は
70
％
以
上
の
市

場
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
、
米

国
、
欧
州
、
ロ
シ
ア
、
中
近
東
諸
国
な
ど

の
海
外
メ
ー
カ
ー
に
輸
出
し
て
い
る
。

　

現
在
同
社
で
は
、「
も
の
づ
く
り
」
の

精
神
の
下
、
鉄
鋼
か
ら
環
境
、
介
護
へ
と

技
術
開
発
を
中
心
に
事
業
分
野
を
広
げ
て

い
る
。
そ
し
て
、
独
自
の
光
触
媒
成
膜
技

術
で
除
菌
・
消
臭
効
果
に
優
れ
た
空
気
清

浄
機
や
除
菌
タ
イ
ル
な
ど
の
環
境
事
業
に

も
参
入
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
や

熱
電
変
換
素
子
研
究
な
ど
、
人
間
に
基
軸

を
置
い
た
技
術
開
発
に
よ
る
社
会
貢
献
を

目
指
し
て
い
る
。

鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル
の
省
エ
ネ
、

低
コ
ス
ト
を
実
現
す
る

世
界
初
の
再
生
技
術
・

摩
擦
圧
接
技
術
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

世界初の鉄鋼圧延用ワークロー
ルの再利用を可能とする再生技
術・摩擦圧接技術の開発

◦商号
株式会社フジコー
◦設立
１９５２年４月
◦従業員数
８０２名（２０１７年３月３１日現在）
◦事業内容
複合金属製品の製造・販売・補
修、環境プラント向け製品の製
造・販売・補修、産業機械等の
設計・製作・据付

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
フ
ジ
コ
ー

株式会社フジコー
福岡県北九州市戸畑区中原西
2-18-12
TEL：093-871-3724（代表）
FAX：093-884-0009
E-mail:general.fujico@kfjc.co.jp
http://www.kfjc.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

山本　厚生
永吉英昭／姜　孝京
園田晃大／古田博昭

◦
私どもは、創業当初より技術力を
企業の生命線として捉え、「不可
能を可能に」を合言葉に技術開発
に注力してまいりました。
今回の受賞を励みとして、先進的・
革新的な技術開発にさらに邁進し、
社会貢献に努めてまいります。
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後列左から、熊谷和也、佐々木真里、大場春香、千賀淳哉、川名ふみ
前列左から、酒井 純、酒井隆二

産業用 X 線 CT も駆使して原型からスキャンしデータ化。
圧倒的なリアリティを追求　TM & ©TOHO CO., LTD.

ヒューマンサイズゴジラ（1991 北海道 ver.） 
TM & ©TOHO CO., LTD.

同社開発の３D プリンター

日本初の試みとなる３D プリンター製等身
大フィギュア　© 平野耕太／少年画報社

ここがスゴイ！ 
この技術

３DCG 化による
イメージの可視化

自社製造３D プリンターに
よる造形、そして人手によ
る最終仕上げにより、造形
プロセスの大幅な短縮化と
精緻なものづくりを実現

▼
大型３Ｄプリンターを

自社製作
３D プリンターは国内最大
級の造形寸法で、導入コス
トも他の 1/10。造形の品
質も格段に向上

大
型
立
体
造
形
物
の
製
作
に
は 

無
駄
が
つ
き
も
の
！

　

か
つ
て
、大
型
立
体
造
形
物
（
例
え
ば
、

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
の
製
作

は
、
手
作
り
で
出
来
上
が
り
は
粗
く
、
し

か
も
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
仕
上
が
ら
な
け
れ

ば
一
か
ら
や
り
直
し
と
い
う
、
大
き
な
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
悪
循
環
を
解

決
す
る
に
は
、
造
形
物
を
デ
ジ
タ
ル
的
に

可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
巧

な
作
品
に
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
を
使
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

や
が
て
低
価
格
化
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
同
社
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
購
入
。

し
か
も
、
よ
り
納
得
の
い
く
大
型
立
体
造

形
物
を
め
ざ
し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
独

自
開
発
に
も
乗
り
出
す
。
こ
れ
は
宮
大
工

が
め
ざ
す
作
品
を
つ
く
る
た
め
、
使
う
道

具
か
ら
作
っ
て
い
く
の
と
同
じ
発
想
だ
。

超
大
型
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発 

み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
に
認
定
！

　

と
く
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
平
面
・
二

次
元
の
世
界
（
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
有
名

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、映
画
ゴ
ジ
ラ
な
ど
）
を
、

精
巧
に
立
体
・
三
次
元
化
す
る
こ
と
。

　

夢
は
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
芸
術
性

の
高
い
作
品
。
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

認
め
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

　

ま
ず
行
っ
た
の
は
、
世
界
各
国
の
メ
ー

カ
ー
か
ら
購
入
し
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の

分
解
と
仕
組
み
の
勉
強
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
大
型
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
「CO

CO

・M
IY

A
GI76

」（
６
０
０

×
６
０
０
×
７
０
０
㎜
）を
完
成
。
当
時
、

国
産
Ｆ
Ｄ
Ｍ
方
式
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
最
大
造
形
を
誇
り
、
地
元
宮
城
県

の
「
第
８
回
・
み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」

に
認
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
製
作
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
千
賀

淳
哉
社
長
は
、「
１
対
８
対
１
」
の
工
程

と
言
う
。
仕
事
を
10
の
工
程
に
分
け
、
最

初
の
１
は
、人
間
が
考
え
る
企
画
や
設
計
、

真
ん
中
の
８
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
と
い
う

ロ
ボ
ッ
ト
。
最
後
の
１
は
、
人
間
の
手
に

よ
り
仕
上
げ
る
。

　

同
社
の
開
発
し
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

は
、
今
後
、
様
々
な
分
野
で
の
活
用
が
期

待
で
き
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、医
療
分
野
。

　

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
で
読
み
取
っ
た
骨
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
各
患
者
の
骨
の
形
に

合
う
器
具
（
ゲ
ー
ジ
）
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を

作
成
し
、
医
療
専
門
メ
ー
カ
ー
に
作
っ
て

も
ら
う
。こ
の
ゲ
ー
ジ
に
よ
っ
て
医
者
は
、

人
工
関
節
を
患
者
の
骨
に
正
し
く
取
り
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

夢は世界へアピールできる
芸術性の高い作品。

“かわいい”“強い”まで
数値化して表現 ！

3D プリンターは国内最大級の造型寸法で、導入
コストも他の 1/10 に。造形の品質も格段に向上

リーダー

千賀　淳哉
川名ふみ／酒井　純／大場春香

熊谷和也／酒井隆二／佐々木真里
◦

二次元のアニメキャラクターを立
体化することは、人によって感じ
方も異なる【可愛い】【嬉しい】と
いった形容詞を、物理的に数値化
することです。芸術と工学の重な
る部分に、私達のイノベーション
が発揮されます。そこに喜びを覚
えています。

大
型
立
体
造
形
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
革
命

（
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
と

応
用
展
開
）

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

3DCG化と自社製造３Dプリン
ターにより、造形プロセスの大幅
な短縮化と精緻なものづくりを実
現。制作日数も従来より５０％の
時間短縮に

◦商号
株式会社デザインココ
◦設立
２０００年９月
◦従業員数
５０名
◦事業内容
デザイン制作、３Dプリンター設
計・制作、産業用メカ設計・制作、
造形物・模型制作、映像・音声
制作

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
デ
ザ
イ
ン
コ
コ

株式会社デザインココ
宮城県仙台市青葉区一番町
1-12-2 星光堂ビル2F
TEL:022-227-2921
FAX:022-227-2920
E-mail:info@dcoco.info
http://dcoco.info

お
問
い
合
わ
せ
先
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髙橋金属オリジナルの金型内ネジ転造ユニット

従来の加工工程

新開発した「一貫プレスネジ加工工法」

FEM 解析検証と金型検証の各工程加工サンプル 一貫型内ねじ転造金型全体写真

左から、藤谷憲治、西村清司、二人おいて、北村英之

ここがスゴイ！ 
この技術

複雑 3 次元高精度
形成技術を構築

プレス成形では、素材板厚
のバラツキ幅± 200 μ m
を金型内で吸収し、プラグ
ねじの素材外径真円度 20
μｍ以下の成形を実現した

▼
業界初となるカム式
高速・高精度成形

ねじ成形では、金型内に転
造ダイスを組み込み、プレ
ス機 のストロークエネル
ギーを活用した雄ねじを形
成する技術を開発した

超精密板鍛造プレスにおける
金型内ねじ転造工法一貫システムの確立

業界初！カム式高速・高精度な
雄ネジを形成する技術を開発！　

自動車から医療分野まで、
応用範囲も広く期待

軽
量
化
・
部
品
点
数
の
削
減
な
ど
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
製

造
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　

特
に
、
電
動
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
に

お
け
る
減
速
機
部
に
使
用
さ
れ
る
プ
ラ
グ

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
勝
ち
残
れ
る 

独
創
的
な
プ
ラ
グ
ね
じ
の 

も
の
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

　

自
動
車
産
業
で
は
、
環
境
対
応
に
向
け

ね
じ
部
品
は
、
品
質
上
の
ト
レ
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
や
環
境
負
荷
面
で
の
課
題
が
多

か
っ
た
。

　

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
同
社
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
発
事
業
で
構
築
し
た
超

精
密
板
鍛
造
プ
レ
ス
工
法
技
術
に
、
精
密

金
型
内
ね
じ
成
形
工
法
を
組
み
合
わ
せ
た

超
精
密
板
鍛
造
プ
レ
ス
ね
じ
工
法
一
貫
生

産
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
実
用
展
開
を

図
っ
た
。

　

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
冷
間
プ
レ
ス
一

貫
プ
ラ
グ
ね
じ
加
工
法
は
、
複
雑
三
次
元

形
状
に
Ｍ
20
～
Ｍ
50
の
高
精
度
で
あ
り
、

ｇ
６
級
プ
ラ
グ
ね
じ
が
金
型
内
に
て
形
成

（
０
・
５
秒
～
１
秒
／
個
）
さ
れ
て
い
る
。

従
来
工
法
よ
り
、
製
造
原
価
は
１
／
２
以

下
と
な
り
、
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
50
％

減
を
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
省
資
源
化
、
省
エ
ネ
効
果
40
％

削
減
、
さ
ら
に
は
軽
量
化
に
も
貢
献
し
、

市
場
競
争
力
面
で
も
極
め
て
優
れ
た
工
法

と
な
っ
た
。

　

プ
レ
ス
成
形
で
は
、
素
材
板
厚
の
バ
ラ

ツ
キ
幅
±
２
０
０
µm
を
金
型
内
で
吸
収

し
、
プ
ラ
グ
ね
じ
の
素
材
外
径
真
円
度
20 

µm
以
下
に
成
形
さ
せ
る
複
雑
３
次
元
高
精

度
形
成
技
術
を
構
築
。

　

プ
レ
ス
ね
じ
転
造
加
工
は
、
金
型
内
に

転
造
ダ
イ
ス
を
組
み
込
み
、
プ
レ
ス
の
ス

ト
ロ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
業
界

初
と
な
る
カ
ム
式
の
高
速
・
高
精
度
な
雄

ね
じ
を
形
成
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

自
動
車
業
界
の
み
な
ら
ず 

波
及
効
果
に
期
待
大

　

超
精
密
板
鍛
造
プ
レ
ス
と
ね
じ
加
工
一

貫
生
産
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
プ

ラ
グ
ね
じ
は
、
自
動
車
関
連
企
業
Ｊ
社
か

ら
認
め
ら
れ
、
す
で
に
高
級
車
の
部
品
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

自
動
車
業
界
で
は
部
品
の
共
通
化
も
進

ん
で
お
り
、
低
コ
ス
ト
・
短
リ
ー
ド
タ
イ

ム
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
ね
じ

は
、
一
般
車
や
、
医
療
機
器
な
ど
、
そ
の

他
の
用
途
へ
の
応
用
展
開
も
大
き
く
期
待

さ
れ
て
い
る
。

超
精
密
板
鍛
造
プ
レ
ス
に
お
け
る

金
型
内
ね
じ
転
造
（
雄
ネ
ジ
）
工
法

一
貫
シ
ス
テ
ム
の
確
立

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

精密板鍛造プレス技術と金型内
ねじ工法技術により「超精密板
鍛造プレスねじ工法一貫 システ
ム」を世界で初めて開発。従来
のねじ製造と比べ、生産性５倍、
リードタイム１／２、製造原価１／
２以下を実現。現在、高級自動
車用部品として採用され、今後
は医療機器分野等への幅広い展
開に期待

◦商号
髙橋金属株式会社
◦設立
1958年10月
◦従業員数
280名
◦事業内容
精密金属プレス部品製造、精密
鈑金部品製造、電気機器、産業
機械組立、プレス金型の設計・
製作、金属パイプ加工、環境関
連機器の開発・製造・販売など

会
社
概
要

受
賞
者

髙
橋
金
属
株
式
会
社

髙橋金属株式会社
滋賀県長浜市細江町864-4
Tel:0749-72-3980
fax:0749-72-3131
http://www.takahasi-k.
co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

西村　清司
藤谷憲治／北村英之
清水治彦／村田　猛

◦
この度、ものづくり日本大賞「特
別賞」を受賞させていただき、あ
りがたく感じています。 内容は、
特殊金型によりプラグねじ加工を１
秒で行う一貫生産工法です。受賞
の喜びを糧になお一層の技術研鑽
を図っていきます。
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左から、大瀬康彦、宮本比呂志（※）、馬渡正明（※）、中村明大、内海清貴、吉原雄祐、藤井清康

抗菌性人工股関節の手術の概要※ 5
© KYOCERA Corporation

AG-PROTEX® を適用した人工股関節※ 6

In Vitro 抗菌試験結果：フィルム密着法にて抗菌試験を行ったところ、感染症
の原因菌となる 6 種類の細菌に対して抗菌性を有していることを確認※ 6

骨内固定力試験結果：骨内埋入試験片の押出試験にて銀 HA が
HA と同等の骨内固定力を有することを確認※ 6

ここがスゴイ！ 
この技術

インプラントの骨接合部
に抗菌性を付与

AG-PROTEX® をインプラ
ントの骨接合部に適用する
ことで、抗菌性と骨伝導性・
骨固定性を両立した人工股
関節を実現。

▼
今後の幅広い応用
にも大きな期待

この技術は、人工股関節の
みならず、他の整形外科用
インプラントなど、骨内固
定を行う製品への適用も可
能であり、今後の応用展開
にさらなる期待が寄せられ
ている。

人
工
股
関
節
の
課
題
に 

正
面
か
ら
取
り
組
む

　

骨
・
関
節
の
手
術
部
位
感
染
（Surgical 

Site Infection: SSI

）
は
、
人
工
股
関
節

置
換
術
に
お
け
る
３
大
合
併
症
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
の
治
療
に
難
渋
す
る
こ
と
が
多

く
、
再
発
を
繰
り
返
し
て
、
患
肢
切
断
に

至
る
こ
と
も
あ
る
。
人
工
股
関
節
は
現
在

国
内
で
年
間
10
万
例
を
超
え
る
手
術
が
行

わ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
対
策
は
重
要
な
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
佐
賀
大

学
と
共
同
で
２
０
０
５
年
か
ら
基
礎
研
究

に
取
り
組
み
、
２
０
１
１
年
に
は
抗
菌
性

人
工
股
関
節
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
整
形
外
科
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
自
体
に

抗
菌
性
を
付
与
さ
せ
る
研
究
は
欧
米
で
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
基
礎
研
究
の

み
で
終
わ
る
も
の
が
多
く
、
人
工
股
関
節

と
し
て
実
用
化
に
至
っ
た
例
は
な
か
っ
た
。

Ｈ
Ａ
の
骨
伝
導
性
・
骨
固
定
性
と 

銀
イ
オ
ン
の
抗
菌
性
を
両
立

　

開
発
チ
ー
ム
は
銀
Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
同
社
の

従
来
技
術
で
あ
る
Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

セ
メ
ン
ト
レ
ス
人
工
関
節
の
骨
接
合
面
に

適
用
さ
れ
、
10
年
以
上
の
臨
床
成
績
を
有

し
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
骨
伝
導
性
・
骨
固
定
性
を
維
持
し

つ
つ
、
さ
ら
に
銀
の
抗
菌
性
を
加
え
た
、

新
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
目
指
し

た
の
は
、骨
接
合
部
に
、銀
Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ

（
※
1
）

（
※
2
）

ン
グ
を
適
用
し
た
人
工
股
関
節
で
あ
る
。

　

度
重
な
る
試
行
錯
誤
の
末
、
溶
射
法
に

よ
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
成
功
。
佐
賀
大
学

医
学
部
の
動
物
実
験
に
て
、
生
体
内
に
お

け
る
安
全
性
や
抗
菌
性
、
骨
伝
導
性
・
骨

固
定
性
な
ど
を
確
認
し
、
臨
床
試
験
お
よ

び
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
経
て
、

２
０
１
６
年
、A

G-PRO
T

EX
®

を
適
用

し
た
抗
菌
性
人
工
股
関
節
を
実
用
化
し
た
。

　

人
工
関
節
手
術
に
関
連
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｉ

は
、
感
染
発
症
や
重
篤
化
に
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
銀
Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
銀
イ
オ

ン
を
溶
出
し
、
そ
の
殺
菌
効
果
に
よ
り
銀

Ｈ
Ａ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
表
面
の
細
菌
付
着
を

低
減
さ
せ
る
こ
と
で
コ
ロ
ニ
ー
形
成
や
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
形
成
の
阻
害
効
果
を
示
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
術
後
早
期
の
感
染
発

生
リ
ス
ク
の
低
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ａ
に
よ
る
骨
伝
導
性
・
骨
固
定
性
と

銀
イ
オ
ン
に
よ
る
抗
菌
性
を
両
立
さ
せ
た

意
義
は
大
き
く
、A

G-PRO
T

EX
®

は
画

期
的
な
抗
菌
技
術
の
一
つ
と
い
え
る
。

（
※
3
）

（
※
4
）

溶射技術を活用することで
抗菌性と骨伝導性・骨固定性
を両立した新技術を開発し、
抗菌性人工股関節を実現

術後早期の感染リスク低減に繋がる、画期的な
銀 HA コーティングで手術後の感染症に挑戦

リーダー

中村　明大
内海清貴／大瀬康彦／藤井清康

吉原雄祐／馬渡正明（※）／宮本比呂志（※）

（※）国立大学法人佐賀大学

◦
私たちは患者さんの元気を喜びと
し、患者さんの笑顔をちからの源
とすることを信条として、製品づく
りに取り組んでまいりました。今回
の受賞を励みに、これからも新た
な技術や製品を創出し、 人々の
QOL 向上に貢献できるように努め
てまいります。

世
界
初
の
抗
菌
性

人
工
股
関
節
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

抗菌スペクトルの広い銀を含有
した、ハイドロキシアパタイト 
（銀ＨＡ）の溶射技術である、
AG-PROTEX®（エージープロテ
クス）を開発し、抗菌性人工股関
節を実用化した。銀HAコーティ
ングは銀イオンを溶出し、バイオ
フィルム形成の初期段階の阻害
が期待されることから、術後感染
発生リスクの低減に繋がると考え
られる

◦商号
京セラ株式会社
◦設立
1959年4月
◦従業員数
70,153名（連結）
◦事業内容
ファインセラミック技術を中心
に、素材・部品、デバイス、機器、
サービスに至るまで多岐にわた
る事業を展開

会
社
概
要

受
賞
者

京
セ
ラ
株
式
会
社

京セラ株式会社
京都府京都市伏見区
竹田鳥羽殿町6 番地
TEL:075-604-3500
FAX:074-604-3501
http://www.kyocera.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先（※ 1）骨伝導性：インプラント表面への骨の形成を促す性質　　（※ 2）セメントレス人工関節：骨組織で骨内に固定するタイプの人工関節

（※ 3）バイオフィルム：微生物によって形成される構造体　　（※ 4）コロニー：細菌による集落、塊　　（※ 5）出典：京セラ㈱提供「関節が痛い .com」　
http://www.kansetsu-itai.com/　　（※ 6）出典：京セラ㈱ カタログ（AG-PROTEX Technical Document　M-107-2）

「AG-PROTEX」は京セラ株式会社の登録商標です。
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ここがスゴイ！ 
この技術

多車種生産における
コスト低減

６軸ロボットを４台配置し、
1 設備で４車種のドアをヘ
ミング加工することを可能
にし、設備導入コストを格
段に削減することに成功

▼
面積生産効率向上と

環境負荷の軽減
４車種の混流生産が１設備
で可能なため、大幅な省ス
ペース化が実現。油圧では
なく空気圧と電気のみを使
用し、環境負荷も軽減した

究
極
の
曲
げ
加
工
を
追
求 

コ
ス
ト
削
減
も
実
現
し
た

　

自
動
車
の
ド
ア
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
外
板

と
内
板
を
折
り
曲
げ
て
成
形
し
て
い
く

「
ヘ
ミ
ン
グ
加
工
」
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ

ン
が
多
様
化
す
る
中
、
多
車
種
の
混
流
生

産
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
た
。

　

大
型
機
器
や
小
型
機
器
で
の
一
括
対
応

で
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
産
が
で
き
な

い
。
そ
こ
で
同
社
に
よ
り
、
ド
ア
や
ボ
ン

ネ
ッ
ト
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
成
形
す
る
ヘ

ミ
ン
グ
加
工
「
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー

ヘ
ミ
ン
グ
設
備
」
が
開
発
さ
れ
た
。

　

目
の
前
で
最
大
４
車
種
の
違
っ
た
デ
ザ

イ
ン
の
ド
ア
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
１
設
備
で

次
々
に
成
形
さ
れ
て
い
く
の
は
見
事
で
あ

る
。1
つ
の
ラ
イ
ン
で
８
車
種
ま
で
対
応
。

　

こ
の
結
果
、
従
来
と
比
較
し
、
設
備
導

入
時
の
総
合
的
な
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減

で
き
た
。

効
率
的
な
混
流
生
産
を
可
能
に
！ 

世
界
10
カ
国
20
拠
点
で
展
開

　

従
来
は
自
動
車
の
モ
デ
ル
（
車
種
）
1

つ
ご
と
に
専
用
プ
レ
ス
機
が
必
要
だ
っ

た
。

　

こ
れ
で
は
車
種
数
の
増
加
に
伴
っ
て
設

備
コ
ス
ト
と
設
備
ス
ペ
ー
ス
も
増
加
し
、

効
率
的
な
混
流
生
産
が
不
可
能
だ
っ
た
。

　

こ
の
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
ヘ
ミ
ン

グ
設
備
の
開
発
に
よ
り
、
１
設
備
で
４
車

種
ま
で
対
応
す
る
た
め
、
混
流
生
産
（
1

つ
の
ラ
イ
ン
で
８
車
種
ま
で
対
応
）で
も
、

設
備
の
大
規
模
な
入
れ
替
え
が
不
要
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
コ
ス

ト
削
減
や
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
車
の
意
匠
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
従
来
は
、
タ
イ

ヤ
が
ボ
デ
ィ
に
隠
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
多

か
っ
た
が
、当
該
技
術
を
応
用
し
た
結
果
、

タ
イ
ヤ
が
外
側
に
張
り
出
さ
れ
て
、
外
か

ら
タ
イ
ヤ
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動

車
全
体
の
存
在
感
を
増
す
こ
と
に
成
功
し

た
。

　

ま
た
こ
の
技
術
を
応
用
し
、
２
０
１
６

年
に
は
サ
ン
ル
ー
フ
用
の
汎
用
ロ
ー
ラ
ー

ヘ
ミ
ン
グ
設
備
の
開
発
と
実
用
化
に
も
成

功
。
こ
の
加
工
技
術（
ド
ア
用
、ボ
ン
ネ
ッ

ト
用
、ト
ラ
ン
ク
用
、サ
ン
ル
ー
フ
用
）は
、

世
界
10
カ
国
20
拠
点
で
展
開
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
日
本
の
他
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
中
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
で
、
30
種
以
上
の
自
動
車
に
当

該
ヘ
ミ
ン
グ
加
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。

多様な車種のボディやドアも
フレキシブルに一括加工

コスト削減や環境保全にも
貢献する技術 ！

自動車デザインの多様化に対応してフレキシ
ブルに車体を成形させる技術

リーダー

村田　浩一
鈴木一元（1）／山本政司／伏木　誠
伊奈永次／大橋正道／吉田友和

（1）有限会社タカツ EG

◦
この度は、特別賞を賜り誠に深謝
いたします。今回の開発は、従来
の加工技術から違う技術にイノ
ベーションを起こし実現した技術で
す。今後も「良い品を創意と熱意
と人の和で」をモットーに日本のも
のづくりに貢献していきます。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
を
実
現
し
た

世
界
初
の

「
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー

ヘ
ミ
ン
グ
設
備
」
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ロボット先端に取り付けたロー
ラーで加圧しながら複雑な形状
に合わせて逐次加工することに
より、自動車のドアやボディの縁
をヘミング加工する汎用ロボット
ローラーヘミング設備を開発。４
面直方体の回転式を導入するこ
とで、混流生産でも短時間のタク
トタイムで高速加工を高精度に
実現する技術を確立

◦商号
株式会社高津製作所
◦設立
１９５８年
◦従業員数
グループ４００名
◦事業内容
自動車の主にシェル系（ボンネッ
ト・ドア・トランクなど）生産ライ
ン設備の設計製作及び自動化に
関わる事業全般

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
高
津
製
作
所

株式会社高津製作所
愛知県名古屋市港区七番町
３-２２
TEL:052-661-3807
FAX:052-661-2007
http://takatsu-mfg.com/

お
問
い
合
わ
せ
先
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高能率アーク溶接システム
「D-Arc 溶接」の水冷トーチ

導電率を純銅の最大 90% まで、 機械強度を重視する場合は引っ
張り強さを純銅の最大 3 倍まで高めた造形物の製作が可能

水冷トーチ比較（上が
銅合金 3D 積層造形
の水冷トーチで、重さ
は 600g、 下 は 従 来
品で重さは 9000g）

モーター用ヒートシン
ク。複雑形状の一体化
造形が可能

左から、坪田龍介、岡 陽平

ここがスゴイ！ 
この技術

前例のない技術に挑み、
粉末と造形法を開発

純銅ではなく、銅合金粉末
を開発、高い導電性、高強
度の銅合金積層造形を可能
に

▼
400W 級汎用 3D 

プリンタで造形が可能
特殊機材不要

▼
高機能部品で

ダントツ製品を実現
溶接ロボットのトーチ部分
への応用でコストダウン、
重量軽減、性能向上を実現。
他の製品への応用も期待さ
れる 優れた機械強度と導電率の両立を実現した

銅合金 3D 積層造形技術の開発

 “不可能”への挑戦！
粉末材料の検討から開始し
試行錯誤を繰り返しながら
世界初の造形法を開発 ！

粉
末
材
料
は
、
鉄
系
、
チ
タ
ン
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
、イ
ン
コ
ネ
ル
等
が
あ
る
。
ま
た
、

造
形
方
法
は
、
粉
末
供
給
先
で
あ
る
、
装

置
メ
ー
カ
よ
り
与
え
ら
れ
る
。

　

純
銅
は
、
レ
ー
ザ
反
射
率
が
高
く
、
入

熱
が
安
定
し
な
い
こ
と
に
よ
り
「
銅
の
積

純
銅
粉
末
の
造
形
に
失
敗 

銅
合
金
粉
末
の
造
形
で
純
銅
の 

優
れ
た
特
性
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

　

現
在
流
通
し
て
い
る
金
属
積
層
造
形
用

層
造
形
は
、
で
き
な
い
」
が
通
説
で
、
参

考
事
例
も
な
く
、
粉
末
材
料
の
試
作
か
ら

始
め
た
。

　

坪
田
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
技
術
者
た

ち
は
、
積
層
造
形
用
粉
末
の
研
究
に
一
か

ら
取
り
組
み
、
レ
ー
ザ
ー
出
力
、
速
度
、

ピ
ッ
チ
、一
層
厚
等
条
件
を
変
化
さ
せ
て
、

導
電
率
比
重
を
測
定
し
、
様
々
な
条
件
出

し
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
通
説
ど
お
り
、
純
銅
造
形

物
は
低
密
度
、
低
強
度
で
、
産
業
用
部
材

に
使
用
で
き
な
い
と
の
結
果
に
な
っ
た
。

　

純
銅
造
形
を
諦
め
、
異
種
金
属
を
添
加

し
た
銅
合
金
粉
末
を
造
形
す
る
こ
と
で
、

純
銅
の
特
性
に
近
づ
け
ら
れ
な
い
か
、
検

討
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
数
種
類
の
異
種
金
属
を
添
加

し
た
銅
合
金
粉
末
を
試
作
し
て
、
造
形
条

件
を
変
化
さ
せ
、
評
価
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
銅
と
ク
ロ
ム
の
組
み
合
わ
せ
で
、
密

度
99
・
5
％
以
上
、
機
械
強
度
3
倍
、
導

電
率
90
％
（
純
銅
比
）
の
造
形
技
術
開
発

に
成
功
し
た
。

銅
合
金
の
３
Ｄ
積
層
造
形
技
術
で 

新
製
品
開
発
と
納
期
短
縮
を
実
現

　

こ
う
し
て
、
銅
合
金
の
３
Ｄ
積
層
造
形

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。

　

こ
の
技
術
に
よ
り
、
従
来
の
加
工
法
で

は
実
現
で
き
な
い
複
雑
形
状
構
造
部
品
を

製
造
す
る
こ
と
が
で
き
、
銅
の
金
属
特
性

を
活
か
し
た
新
機
能
製
品
の
開
発
が
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
、
銅
鋳
物
の
特
性
よ
り

優
れ
た
造
形
が
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
み
で
、

可
能
で
あ
り
、
銅
鋳
物
試
作
納
期
の
大
幅

短
縮
が
で
き
る
。

　

同
社
は
自
社
製
品
の
高
能
率
ア
ー
ク
溶

接
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
︲
Ａ
ｒ
ｃ
」
用
高
電
流

水
冷
ト
ー
チ
に
本
技
術
を
活
用
し
、
冷
却

能
力
の
高
い
、高
機
能
部
品
を
製
作
し
て
、

従
来
品
（
重
量
比
）
約
10
分
の
１
の
小
型

軽
量
化
に
成
功
。
す
で
に
自
社
製
品
に
活

用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
社
技
術
開
発
部
門
の
銅
製
試

作
部
品
の
造
形
を
行
い
、
開
発
納
期
短
縮

に
貢
献
し
て
い
る
。

世
界
初
！
優
れ
た
機
械
強
度
と

導
電
率
の
両
立
を
実
現
し
た

銅
合
金
３
Ｄ

積
層
造
形
技
術
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

低密度かつ機械強度の弱さから
実現が困難とされている銅の３Ｄ
積層造形において、銅クロム合
金粉末を用い、密度 99.5％以
上、機械強度3倍、導電率90％

（純銅比）の造形技術を開発し、
自社製品部品へ展開している。
本造形技術は、幅広い分野への
応用が期待できる

◦商号
株式会社ダイヘン
◦設立
1919年12月
◦従業員数
3,943名
◦事業内容
変圧器・太陽光発電パワーコン
ディショナなどの電力機器事業
や、アーク溶接ロボット・溶接機
などの溶接メカトロ事業、高周波
電源・大型真空ロボットなどの半
導体関連機器事業を主体に行っ
ている

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
ダ
イ
ヘ
ン

株式会社ダイヘン
大阪市淀川区田川2-1-11
TEL:06-6301-1212（代表）
http://www.daihen.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

坪田　龍介
岡　陽平

◦
今回の受賞、大変うれしく、光栄
に思っております。本技術は、銅
の優れた特性を、３Ｄ積層造形物
への応用を可能とするもので、幅
広く、日本の「ものづくり」に活
用していただければ、幸いです。
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マイクロ・チェンバー・ドクター

FPD（光学材料）。フラットパネルディスプレイ偏光板の
両面に保護フィルムをラミネートする際、接着剤を塗工す
るための塗工装置として採用した。

リチウムイオン二次電池においては、負極材・セパレーターへの
耐熱保護層を塗工する装置として採用した

従来例。これまでダイレクトグラビア塗工の方式
を用いてきたが、本装置の実用化において、密
閉型のドクター方式からグラビアキスリバース塗
工方式に変更したところ、超薄膜で高速塗工を
実現できるオンリーワン技術を実現した

本装置は、①チェンバードクター本体、
②グラビアロール、③コンタクトロール、
④塗液供給装置、その他の要素によっ
て構成されている

左から、水野孝洋、富永保昌、磯崎 徹

ここがスゴイ！ 
この技術

精密性能に
優れた塗工ヘッド

密閉型のドクター方式をグ
ラビアキスリバース塗工方
式に採用することで、超薄
膜かつ高速塗工を実現

▼
高い品質と

環境性能の良さ
フラットパネルディスプレイ
の偏向板やリチウムイオン
電池の保護層、磁気テープ
など多くの先端産業に採用
されている。
新しい事業の創造で、売上
も１０年 前の 100 億 から
１. ６倍に伸ばすことができ
た 高速生産性と薄膜均一性を同時に実現し、

塗工の安定化や作業の安全性にも寄与

世界一の薄塗りを可能にした
塗工ヘッドの開発！

生産性も従来の４倍に

池
構
成
部
材
に
対
し
、
耐
熱
性
の
薄
膜
層

を
幾
層
に
も
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
い
か
に
薄
膜
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
な
鍵
と

な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
塗
工
方
式
で
は
塗
工

従
来
の
塗
工
方
式
の
問
題
を 

ど
う
す
る
か

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
製
造
過
程
で

は
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
電

速
度
の
上
昇
と
と
も
に
、
膜
厚
が
厚
く
な

る
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。

精
密
性
能
塗
工
ヘ
ッ
ド
を
開
発 

世
界
一
の
薄
塗
り
を
可
能
に

　

長
年
「
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
」「
金
属
印

刷
機
」
で
培
っ
た
技
術
を
も
と
に
、
大
手

塗
工
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
研
究
で
よ
り
優

れ
た
塗
工
ヘ
ッ
ド
を
開
発
し
た
。

　

グ
ラ
ビ
ア
キ
ス
リ
バ
ー
ス
塗
工
方
式
に

リ
バ
ー
ス
ア
ン
グ
ル
ド
ク
タ
ー
を
適
用
す

る
と
、
膜
厚
が
減
少
す
る
と
い
う
現
象
が

発
生
。
そ
の
結
果
、
高
速
生
産
時
で
も
薄

膜
塗
工
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
塗
工
液
貯
留
部
を
密
閉
型
に

し
た
こ
と
で
、
塗
工
面
の
均
一
性
、
平
滑

性
が
向
上
。
そ
の
上
、
溶
媒
と
し
て
用
い

ら
れ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
有
機
溶
剤
）
の
排
出
量

の
低
減
を
成
功
さ
せ
た
。

　

高
速
生
産
時
に
薄
膜
化
が
実
現
し
た
こ

と
に
よ
り
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
等
の
光
学
材
料
や
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
磁
気
テ
ー
プ
、

離
型
剤
等
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

機
能
性
材
料
塗
工
装
置
「
マ
イ
ク
ロ
・

チ
ェ
ン
バ
ー
・
ド
ク
タ
ー
」
は
、
液
晶
テ

レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
製
造
に
必
要
な
材
料
を
塗
工

す
る
装
置
だ
。
０
・
15  

と
い
う
世
界
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
薄
塗
り
が
可
能
と
な
り
、

生
産
性
も
従
来
の
４
倍
と
な
っ
た
。

　

密
閉
化
に
よ
る
液
の
飛
散
・
揮
発
防
止

に
よ
り
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
の
原
因

と
な
る
有
機
溶
剤
の
排
出
を
低
減
し
た
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
コ
ス
ト
競
争
を
強
い

ら
れ
る
日
本
で
、
多
く
の
企
業
に
採
用
さ

れ
た
。
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

な
ど
光
学
材
料
の
分
野
で
は
世
界
シ
ェ
ア

は
15
％
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
の

分
野
で
は
世
界
シ
ェ
ア
50
％
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
事
業
の
柱
を

一
つ
創
造
し
た
こ
と
で
、
売
上
も
10
年
前

の
１
０
０
億
か
ら
１・
６
倍
に
伸
ば
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

将
来
的
に
は
、
太
陽
電
池
、
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
等
の
製
造
分
野
も
視
野
に
入
れ
展
開

を
図
っ
て
い
く
。

µm

超
薄
膜
で
高
速
性
・
均
一
性
を

実
現
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
向
け

機
能
性
材
料
塗
工
装
置
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

機能性材料塗工装置「マイクロ・
チェンバー・ドクター」は、液晶
テレビ、スマートフォン、リチウ
ムイオン電池などの製造過程に
必要な機能性材料を塗工する装
置。高速生産性と薄膜均一性を
同時に実現し、加えて品質の安
定化・作業の安全性も大幅に改
善した革新的な製品である

◦商号
富士機械工業株式会社
◦設立
１９５１年７月
◦従業員数
２３７名
◦事業内容
グラビア印刷機・金属印刷機・
ラミネーター・コーターの製造設
備を行っている

会
社
概
要

受
賞
者

富
士
機
械
工
業
株
式
会
社

富士機械工業株式会社
本社・八本松製作所
広島県東広島市八本松飯田
2-7-1
TEL:082-428-2450（代表）
FAX:082-428-2456
E-mail:customer@fujikikai.co.jp
http://www.fujikikai.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

富永　保昌
水野孝洋／磯崎　徹

◦
今回ものづくり日本大賞に応募し
たのは、本塗工装置はまだまだ応
用範囲が広いと感じているからで
す。グローバルな価格競争を強い
られるものづくり産業では、必ず
必要になってくると思われるからで
す。
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ACC 法によるナノ微細化のイメージACC ナノセルロースの乳化作用

nanoforest の走査型電子顕微鏡像と外観写真 ACC ナノセルロースと PP 樹脂の複合化材料

上段左から、坪井国雄、橋場洋美、才田英明、下段左から、疋田慎一、辻 翼、近藤哲男

ここがスゴイ！ 
この技術

環境に優しい
ナノ微細化法

薬品を一切必要とせず、水
のみでナノ微細化を実現。
試料懸濁水の対向衝突によ
り生じるエネルギーを利用
して、マイクロサイズ幅のパ
ルプ繊維をナノセルロースへ
と微細化

▼
両親媒性の

ナノセルロース
水にも油にも馴染みやすい

「両親媒性」の特徴をナノセ
ルロースに付与

ACCナノセルロースはPP （ポリプロピレン）
樹脂との複合化に化学修飾不要で成功

人情をもとにして
地球にやさしく

水にも油にも馴染む
両親媒性で複合化を実現 ！

と
複
合
化
す
る
こ
と
で
軽
く
て
高
い
強
度

を
実
現
で
き
る
と
し
て
、
近
年
高
い
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
し
か
し
、
主
に
木
材
を

原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー

ス
は
、
水
と
馴
染
み
や
す
い
「
親
水
性
」

の
特
徴
を
持
つ
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

竹
の
新
た
な
利
用
法
！ 

水
も
油
も
受
け
入
れ
る
両
親
媒
性

　

軽
量
、
高
強
度
と
い
う
特
徴
を
持
つ
ナ

ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

よ
う
な
「
油
」
と
均
一
に
複
合
化
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
受

賞
者
ら
が
開
発
し
た
Ａ
Ｃ
Ｃ
ナ
ノ
セ
ル

ロ
ー
ス
は
、
水
に
も
油
に
も
馴
染
み
や
す

い
「
両
親
媒
性
」
を
持
っ
た
画
期
的
ナ
ノ

セ
ル
ロ
ー
ス
だ
。
化
学
修
飾
す
る
こ
と
な

く
製
造
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｃ
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス

は
、
環
境
に
も
優
し
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
も
複
合
化
が
可
能
。

　

同
社
で
は
こ
の
両
親
媒
性
の
特
徴
が
竹

を
原
料
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
顕
著
に
な

る
こ
と
も
見
出
し
た
。

　

国
内
竹
の
約
40
％
が
製
造
工
場
の
あ
る

九
州
地
区
に
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
さ
ら

に
地
域
振
興
に
も
役
立
て
ら
れ
る
。

産
学
連
携
の 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
果

　

紙
の
原
料
と
な
る
「
パ
ル
プ
」
か
ら
は
、

「
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
」
を
取
り
出
す
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
同
社
で
は
さ
ら
に
、
技
術
確
立
し
て
い

た
「
竹
パ
ル
プ
」
を
原
料
と
し
た
ナ
ノ
セ

ル
ロ
ー
ス
の
優
位
性
を
見
出
す
べ
く
、
九

州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
の
近
藤
哲
男

教
授
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
。
大
学
に
お
け

る
基
礎
研
究
と
、
そ
の
結
果
を
ベ
ー
ス
と

し
た
製
品
開
発
を
進
め
た
。
両
者
の
協
力

関
係
に
よ
り
、ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
と
PP（
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
）
と
の
均
一
複
合
化

を
化
学
修
飾
な
し
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

近
藤
教
授
に
よ
れ
ば
、「
単
に
ビ
ジ
ネ

ス
で
つ
な
が
る
の
で
は
な
く
、
人
情
を
も

と
に
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
つ
な
が

り
が
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を
作
り
ま
し

た
」
と
、
あ
く
ま
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

成
果
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

本
案
件
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
中
越
パ

ル
プ
工
業
株
式
会
社
の
坪
井
氏
も
、「
こ

れ
は
両
者
の
付
き
合
い
の
中
か
ら
生
ま

れ
、可
能
性
が
広
が
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
新
た
な
製
品
開
発
を

続
け
て
行
き
ま
す
」
と
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
ナ
ノ
セ

ル
ロ
ー
ス
の
将
来
性
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。

両
親
媒
性
を
有
す
る

Ａ
Ｃ
Ｃ
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス

「nanoforest

」
の

開
発
と
実
用
化

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ナノ微細化を化学薬剤を使わ
ず、｢水だけ｣ で可能とする、環
境に優しい独自の技術を開発

◦商号
中越パルプ工業株式会社
◦設立
1947年（昭和22年）2月20日
◦従業員数
785名（2017年3月31日現在）
◦事業内容
パルプ類、紙類及びその副産物
の製造、加工、売買。林業、製
材業および木材の加工、売買、
緑化事業の施工。化学薬品の製
造、加工、売買。不動産の売買、
賃貸、管理および仲介、スポー
ツ施設の経営。鉱業、電気供給
および運送業、倉庫業他

会
社
概
要

受
賞
者

中
越
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社

中越パルプ工業株式会社　
富山県高岡市米島282
nanoforest®に関するお問い
合わせは、同社ホームページの
専用フォームより。
https://www.cpc-cenf.
com/form.html 

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

坪井　国雄
橋場洋美／才田英明／疋田慎一

辻　　翼／近藤哲男（1）

（1）国立大学法人九州大学

◦
本製品は、九州大学近藤教授が考
案された環境に優しいナノ微細化
法である、水中カウンターコリジョ
ン法（ACC 法）を用いて製造し
たナノセルロースです。さまざまな
分野の方にご利用いただけるよう、
今後も精進してまいります。
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液滴の加速
せん断力

液滴の衝突
衝突圧力

微小液滴衝突時の液滴内部と液膜に発生する衝撃波解析

ラバルノズル内部のジェット速度と温度の関係 装置外観

1  圧縮エアの断熱膨張
圧縮エアを超音速 3 流体ノズルに投入
すると、断熱膨張効果により、超音速、
低温流れが発生します。
2  液滴の微細化・加速
エアが音速から超音速へ加速される部分
にスラリーを供給すると、スラリーは超
音速で流動するエアから強いせん断力
を受け、微小液滴化されながら超音速へ
加速されます。
3  液滴の衝突
約 13µm という固体粒子よりも大きな液
滴に包まれたまま、衝突版直前で空気
の粘性抵抗を受けて減速せずに衝突しま
す。衝突時に液滴内部と衝突版表面液
膜内に衝突波を発生させ、内部の凝集
粒子は解砕、粉砕されます。

写真上左から、星野高明、森光孝典、大石和義
写真下左から、波多英寛、牧野晃久、周善寺清隆、加藤隆司

〔金属ナノ粒子の分散例〕
延性材料　Ag 粒子

ナノ粒子の変形がなく分散処理が可能

微粒化のプロセス

サブ GPa の衝撃波が発
生し、分散の駆動力に

➡

➡

固
定
境
界

固定境界

固体粒子

スラリー
固
定
境
界

SEM 写真　1,000 倍

処理前

5 パス処理後

ここがスゴイ！ 
この技術

ダメージレス、無汚染
無発熱の製品

従来技術では難しかった粒
子の変形や割れ、被膜の剥
がれ、発熱による劣化など
を発生させず、材料の微粒
化ができる

▼
多種多様な材料にも

適用が可能
電子ペーパーや電子タグな
ど、プリンタブルエレクトロ
ニクスにおけるフレキシブ
ル基板の微細配線描画材
料、スマホなどの液晶パネ
ル圧着用複合材、半導体実
装用導電性接着剤、医薬品
のナノ製剤など、多種多様
な材料に適用が可能

材料の微粒化及びナノ粒子のダメージレス 
分散を実現する湿式微粒化装置の製品化

微小液滴を超音速噴射する
３流体ノズルを搭載した

微粒化装置
「G-smasher」を製品化 ！

体
ノ
ズ
ル
を
共
同
開
発
。
そ
の
技
術
を
応

用
し
て
ス
ラ
リ
ー
（
原
料
）
に
含
ま
れ
た

固
形
粒
子
の
解
砕
・
粉
砕
、
複
数
サ
イ
ズ

粒
子
の
混
合
分
散
や
、
乳
化
が
可
能
な
微

粒
化
装
置G-sm

asher

を
製
品
化
し
た
。

　

こ
う
し
た
製
品
化
の
た
め
に
は
、
金
属

微
小
液
滴
を
超
音
速
噴
射
す
る 

３
流
体
ノ
ズ
ル
を
共
同
開
発

　

同
社
は
、
福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
、
微
小
液
滴
を
超
音
速
噴
射
す
る
３
流

を
始
め
と
し
て
複
合
粒
子
、
磁
性
粉
、
酸

化
チ
タ
ン
・
シ
リ
カ
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
薬
剤
な
ど
の

材
料
に
つ
い
て
、
そ
の
特
性
を
低
下
さ
せ

ず
ダ
メ
ー
ジ
レ
ス
で
微
細
粉
末
化
す
る
新

技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

従
来
の
、
流
動
す
る
ビ
ー
ズ
と
の
接
触

で
微
細
化
す
る
ビ
ー
ズ
ミ
ル
や
超
高
圧
で

原
料
液
同
士
を
衝
突
さ
せ
て
微
粒
化
す
る

超
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
方
式
で
は
、
ど
う

し
て
も
ダ
メ
ー
ジ
が
発
生
し
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
変
形
し
や
す
い
金
属
粒
子
や

表
面
が
被
膜
さ
れ
た
複
合
粒
子
な
ど
の
、

微
粒
子
化
に
好
適
な
装
置
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。

「
液
滴
衝
突
分
散
法
」
は 

圧
縮
空
気
の
断
熱
膨
張
を
利
用

　

そ
こ
で
２
０
０
９
年
リ
ッ
ク
ス
で
は
社

内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
、
国
際
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
に
出
品
し
な
が

ら
、
な
ん
と
か
新
規
な
ダ
メ
ー
ジ
レ
ス
の

方
法
を
模
索
で
き
な
い
か
と
考
え
、
液
滴

衝
突
分
散
法
を
追
求
し
て
き
た
。

　

液
滴
衝
突
分
散
法
は
超
音
速
ノ
ズ
ル
に

ス
ラ
リ
ー
（
原
料
）
を
供
給
し
、
圧
縮
空

気
の
断
熱
膨
張
を
利
用
し
て
液
滴
化
す

る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
超
音
速
に
加
速
し
硬

質
基
板
に
衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、
液
膜
形

成
に
よ
り
粒
子
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防
ぎ
ダ

メ
ー
ジ
レ
ス
分
散
を
実
現
し
た
。

　

ま
た
液
膜
保
護
作
用
に
よ
り
基
板
が
磨

耗
し
な
い
の
で
、
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

レ
ス（
無
汚
染
）分
散
も
同
時
に
実
現
し
た
。

 

「G-sm
asher

」
は
ダ
メ
ー
ジ
レ
ス
、
コ

ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
レ
ス
、
無
発
熱
で
の

分
散
処
理
が
可
能
だ
。
そ
の
た
め
、
電
子

ペ
ー
パ
ー
や
電
子
タ
グ
な
ど
の
、
プ
リ
ン

タ
ブ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
お
け
る
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
基
板
の
微
細
配
線
描
画
材
料

や
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
液
晶
パ
ネ
ル
圧
着
用

複
合
材
、半
導
体
実
装
用
導
電
性
接
着
剤
、

医
薬
品
の
ナ
ノ
製
剤
な
ど
、
可
能
性
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の
応
用
範
囲
は
広
く
期

待
さ
れ
て
い
る
。

ナ
ノ
粒
子
の

ダ
メ
ー
ジ
レ
ス
分
散
を

実
現
す
る
湿
式
微
粒
化
装
置

「G
-sm

asher
」
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

福岡県工業技術センターと、微
小液滴を超音速噴射する３流体
ノズルを共同開発。その技術を
応用してスラリー（原料）に含ま
れた固形粒子の解砕・粉砕、複
数サイズ粒子の混合分散、乳化
が 可 能 な 微 粒 化 装 置
G-smasherを製品化

◦商号
リックス株式会社
◦設立
１９６４年５月
◦従業員数
364名（2017年3月31日現在）
◦事業内容
流体応用機器・装置製造販売、
精密自動・計測機器販売、製鋼
副資材等販売

会
社
概
要

受
賞
者

リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

リックス株式会社
福岡県福岡市博多区山王
1-15-15
TEL：092-935-1412
FAX：092-936-2815
E-mail：gskai@rix.co.jp
https://www.rix.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

森光　孝典
加藤隆司／星野高明／大石和義

波多英寛（1）／牧野晃久（2）／周善寺清隆（3）

（1）国立大学法人熊本大学（2）福岡県
（3）福岡県工業技術センター機械電子研究所

◦
この度は素晴らしい賞を賜り関係
者一同喜んでいます。お客様が開
発される新材料において、弊社独
自の分散技術でプロセス開発に携
わりながら、さらに機能性を追求し
た使いやすい分散装置を供給して
まいります。
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素材や色、形状が異なる糸

シューズやキャップなど、他のブランドとのコラボにも積極的

ウィメンズ、メンズに加えライフスタイルグッズも展開

メンズジャケットウィメンズジャケット

数多くの全自動横編機が立ち並ぶ

後列左から、後藤真智子、鈴木恒男、中嶋トシ子
前列左から、神山悠子、大江 健、鈴木智子

“交編”の技術を活かし地方から発信する
オリジナルブランド

ここがスゴイ！ 
この技術

世界的にも稀有な
“交編”の技術

素材、色、形状が異なる複
数の糸を組み合わせること
によって、編み物でありなが
ら織物のような生地を作る
ことが可能

▼
ファクトリーブランドの

立ち上げ
交編の技術を活かしオリジ
ナルのファクトリーブランド
を確立。ハイセンスな情報
発信クリエイティビティが高
く評価される。現在では東
京からＵターンやＩターンの
若者たちが入社して来るよう
になった

高い発想力と企画力、
長年蓄積された経験と
ノウハウから生まれた
世界に誇る交編技術 ！

辺
木
綿
を
手
広
く
扱
う
商
人
だ
。

１
９
５
２
年
に
株
式
会
社
を
設
立
以
降
、

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
提
供
す
る
ニ
ッ
ト

の
開
発
、
製
造
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、

社
長
を
務
め
る
大
江
健
氏
は
3
代
目
。

 
「
も
と
も
と
は
家
業
を
継
ぐ
気
は
な
く
東

日
本
の
産
地
か
ら
生
ま
れ
た 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

　

同
社
の
起
源
は
幕
末
ま
で
遡
る
。
そ
の

ル
ー
ツ
は
生
糸
や
地
元
の
産
品
で
あ
る
山

京
の
大
手
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。

し
か
し
、
あ
る
時
、
自
分
の
勤
め
る
ブ
ラ

ン
ド
に
米
富
繊
維
で
作
ら
れ
た
製
品
が

入
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
見
た
時
に
高
い

技
術
力
と
可
能
性
を
再
発
見
し
ま
し
た
」

　

お
り
し
も
人
件
費
の
安
い
海
外
製
に
押

さ
れ
日
本
の
繊
維
業
界
の
苦
境
が
始
ま
っ

た
こ
ろ
。
米
富
繊
維
も
例
外
で
は
な
く
、

大
江
氏
は
社
業
を
立
て
直
す
べ
く
山
形
に

戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

社
員
の
意
識
改
革
に
成
功
し 

自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

　

米
富
の
社
員
と
な
っ
た
大
江
氏
が
着
目

し
た
の
は
自
社
の
持
つ
“
交
編
”
と
い
う

特
殊
な
技
術
。
素
材
、
色
、
形
状
が
異
な

る
複
数
の
糸
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

編
み
物
で
あ
り
な
が
ら
織
物
の
よ
う
な
生

地
に
仕
上
が
る
。
一
般
的
な
２
、３
色
の

糸
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
無
限
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
カ
ラ
フ
ル
で
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
ニ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

こ
の
技
術
で
独
自
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
を
作
る
こ
と
以
外
に
経
営
を
立
て

直
す
方
法
は
な
い
と
大
江
氏
は
確
信
。
自

社
ブ
ラ
ン
ド
「CO

O
H

EM

」
を
立
ち
上

げ
る
が
、当
時
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
下
。

社
員
の
気
持
ち
は
沈
ん
で
い
た
。

　

ま
た
地
方
の
一
工
場
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
意
識
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
技
術
の
高

さ
に
自
覚
的
で
な
く
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
確

立
の
呼
び
か
け
に
も
反
応
は
弱
か
っ
た
。

　

大
江
氏
は
自
社
製
品
が
有
名
ブ
ラ
ン
ド

の
製
品
と
し
て
大
手
百
貨
店
に
並
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
社
員
の
士

気
を
高
め
て
い
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
変

化
が
現
れ
る
。そ
れ
は
、こ
れ
ま
で
は
な
か
っ

た
こ
と
だ
が
、
社
員
た
ち
が
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
服
を
着
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
う
し
て
社
員
が
自
信
を
持
ち
、
ま
た

カ
タ
ロ
グ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

ハ
イ
セ
ン
ス
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で

CO
O

H
EM

は
短
期
間
に
世
界
的
に
も
注

目
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
。
地
方
発

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
明
ら
か
に
し
た
。

交
編
技
術
に
よ
る

高
付
加
価
値
ニ
ッ
ト
開
発
と

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
設
立

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

地方からのファッションの発信、
新しいビジネス、ブランドの確立
という未来のものづくり企業のビ
ジョンを示唆している

◦商号
米富繊維株式会社
◦設立
1952年8月
◦従業員数
57名
◦事業内容
ウィメンズ・メンズニットの企画、
製造、販売

会
社
概
要

受
賞
者

米
富
繊
維
株
式
会
社

米富繊維株式会社
山形県東村山郡山辺町大字山辺
1136
TEL:023-664-8166
FAX:023-664-8169
E-mail:info@yonetomi.co.jp
http://yonetomi.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

大江　健
大江富造／鈴木恒男／鈴木智子

後藤真智子／中嶋トシ子／神山悠子
◦

「他社に先駆ける」「常識にとらわ
れずに追求する」精神性を継承し
つつ、歴史と伝統にあぐらをかく
ことなく、表現方法を模索し続け
ている弊社の「守りつつ、進化遂
げるスタンス」 が評価され嬉しく
思います。
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左から、齋藤 晃、宮原光雄、山口博行、今西憲治、野口泰隆

初期型リターダと制動力の原理

最新型リターダの制動スイッチ ON/OF 原理など

初期型リターダ最新型リターダ

同社永久磁石式リターダの生産数推移と製品の変遷

ここがスゴイ！ 
この技術

非接触で永久に
減らないブレーキ

超強 力ネオジム磁石でス
テータとローターの間に、
約１㎜の隙間を持つ非接触
補助ブレーキを開発

▼
高耐熱複層

銅めっき膜の開発
600 度を超える温度にも耐
える高耐熱高速めっき技術
を開発。高導電材の銅を使
用

▼
３位置制御可能な
エアシリンダを実現

２種類のエアシリンダから、１
本で３位置の制御を可能に

待
ち
望
ま
れ
た 

高
性
能
リ
タ
ー
ダ

　

多
数
の
乗
客
を
運
ぶ
大
型
観
光
バ
ス

や
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
量
の
増
加
に

伴
い
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
、
フ
ッ
ト
ブ

レ
ー
キ
フ
ェ
ー
ド
現
象
に
よ
る
制
動
力
の

低
下
が
社
会
問
題
化
し
て
い
た
。
制
動
力

不
足
を
補
う
補
助
ブ
レ
ー
キ
装
置
の
リ

タ
ー
ダ
は
、
当
時
か
ら
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た

が
、重
量
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
問
題
で
、

な
か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た
の
だ
。

 

「
私
ど
も
の
会
社
は
も
と
も
と
、
大
型
車

の
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー

ル
の
製
造
で
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
を
製
造

す
る
自
動
車
会
社
様
と
の
お
つ
き
合
い
が

あ
り
ま
し
た
。
小
型
軽
量
で
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
に
優
れ
た
リ
タ
ー
ダ
の
開
発
を
、

と
い
う
声
に
ぜ
ひ
と
も
応
え
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
」（
齋
藤
氏
）

　

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
開
発

に
挑
戦
し
、
永
久
磁
石
に
よ
り
制
動
力
を

発
揮
す
る
世
界
初
の
永
久
磁
石
式
リ
タ
ー

ダ
（
初
期
型
）
が
生
ま
れ
た
。

試
行
錯
誤
の
末 

小
型
軽
量
化
と
高
制
動
力
化
！

　

永
久
磁
石
式
リ
タ
ー
ダ
は
、
世
界
初
の

技
術
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界
唯
一
の
も

の
で
開
発
の
手
本
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。

　

初
期
型
か
ら
何
度
も
改
良
を
重
ね
、
高

導
電
率
で
熱
負
荷
耐
久
性
に
優
れ
た
ロ
ー

タ
ー
用
の
複
層
銅
め
っ
き
の
開
発
に
成

功
。
制
動
力
も
大
幅
に
向
上
し
た
。

　

さ
ら
に
永
久
磁
石
の
小
型
化
と
磁
極
数

の
大
幅
な
増
加
に
よ
る
高
効
率
化
を
実
現

し
、
磁
力
の
通
り
道
で
あ
る
ポ
ー
ル
ピ
ー

ス
形
状
や
オ
ン
・
オ
フ
切
り
替
え
シ
ス
テ

ム
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
、
つ
い
に
小
型
軽

量
化
と
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
た
の
だ
。

 

「
め
げ
ず
に
、
難
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
た
と
い
う
自
負
は
あ
り
ま
す
。
社
内
の

様
々
な
専
門
家
の
力
も
借
り
て
少
し
ず
つ

改
良
を
重
ね
、
今
で
は
製
鋼
所
（
大
阪
）

を
代
表
す
る
製
品
・
事
業
の
一
つ
に
ま
で

成
長
し
ま
し
た
。
苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
会
社
が
本
装
置
の
可

能
性
を
信
じ
、
開
発
を
続
け
さ
せ
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」（
山
口
氏
）。

　

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
メ
ー
カ
ー
の
国
内
商

用
車
市
場
で
は
、
対
象
車
両
で
の
採
用
率

80
％
超
を
達
成
。

　

同
社
で
は
若
手
も
積
極
的
に
開
発
に
参

画
さ
せ
、
技
術
の
伝
承
と
同
時
に
、
世
の

中
に
存
在
し
な
い
も
の
に
挑
戦
す
る
と
い

う
、
開
発
者
と
し
て
の
熱
い
思
い
も
つ
な

い
で
い
る
。

鉄鋼メーカーの中の
小グループが

社内の技術を結集し
リターダ戦士となって開発 ！

永久磁石式リターダを世界で初めて実用化後，
初期型から大幅な小型軽量化・高制動力化を実現

リーダー

山口　博行
宮原光雄／齋藤　晃
今西憲治／野口泰隆

◦
栄えある賞を頂戴し、これまでの
苦労が報われ感無量です。受賞は、
ともに開発・製造・事業の成長に
携わった各部門や自動車会社・部
品会社・協力会社など多くの社内
外関係者との連携・協働の賜物で
す。皆様と一緒に心から喜びたい
と思います。

永
久
磁
石
式

小
型
軽
量
リ
タ
ー
ダ
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

製
品
・
技
術
開
発
部
門

フットブレーキフェード現象によ
る制動力の低下を補うリターダ

（補助ブレーキ装置）の開発・改
良

◦商号
新日鐵住金株式会社
◦設立
１９５０年
◦従業員数
９２,０００名（連結ベース）
◦事業内容
創業以来、鉄づくりを通じて社会
を支える。製鉄、エンジニアリン
グ、化学、システムソリューショ
ンといった多岐にわたる分野で
事業展開。総合力世界Ｎｏ．１の
鉄鋼メーカーをめざしている

会
社
概
要

受
賞
者

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

新日鐵住金株式会社
東京都千代田区丸の内2-6-1
TEL:０３–６８６７–４１１１
FAX:０３–６８６７–５６０７
http://www.nssmc.com/

お
問
い
合
わ
せ
先
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従来技術と新技術の違い
世界初の塗装方法である「平滑面転写法」を確立し、その手法を自動で実現する独創的な装置「IM 

（Innovative Mirror finish：革新的な鏡面） system」を開発した

IM system（革新的な鏡面）
により平滑面転写法を具現化
した装置

塗装鏡面の例

従来技術との生産工程比較
簡単で、かつ低コスト化を実現

左から、竹内和敏、高松 守、石井康博
枠内は山田健太郎

高耐久性塗装鏡面家具の開発。世界初の塗
装方法により、従来比工程数１／ 10 を実現

苦しいとき技術者を支えた、
「我々は進化の世界に
生きている」という言葉を

信じて前へ進む

印
象
を
与
え
る
た
め
、
長
年
安
定
的
な
需

要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
り
の
景
色
が

鮮
明
に
映
り
こ
む
よ
う
な
面
材
は
、
熟
練

の
職
人
に
よ
り
何
度
も
塗
り
重
ね
な
け
れ

ば
仕
上
が
ら
な
い
。
そ
の
た
め
手
磨
き
に

よ
る
塗
装
職
人
育
成
に
10
年
以
上
か
か

鏡
の
仕
組
み
を
ヒ
ン
ト
に 

革
新
的
な
塗
装
法
を
開
発

　

ピ
ア
ノ
や
高
級
感
の
あ
る
キ
ッ
チ
ン
の

鏡
面
製
品
な
ど
は
、
華
や
か
で
モ
ダ
ン
な

り
、
後
継
者
難
に
陥
っ
て
い
た
の
だ
。

　

鏡
の
仕
組
み
を
ヒ
ン
ト
に
開
発
し
た
革

新
的
な
塗
装
方
法「
平
滑
面
転
写
法
」（IM
 

system

）
の
誕
生
は
、
画
期
的
だ
っ
た
。

従
来
、
塗
装
→
研
磨
を
30
回
繰
り
返
し
て

い
た
意
匠
性
鏡
面
が
、
機
械
に
よ
る
塗
装

（
平
滑
面
転
写
）
を
３
回
繰
り
返
す
だ
け

で
実
現
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
熟
練
の
作

業
者
を
必
要
と
し
な
い
工
業
製
品
と
し
て

製
造
す
る
こ
と
を
、
世
界
に
先
駆
け
て
実

現
し
た
の
で
あ
る
。

貼
り
付
け
シ
ー
ト
の
不
良
品
が 

製
品
誕
生
の
き
っ
か
け
に

 

「
あ
る
時
、
不
良
品
の
シ
ー
ト
の
試
し
貼

り
を
し
、
そ
の
シ
ー
ト
を
剥
が
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
剥
が
し
た
部
分
の
表
面
が
見
事

な
ほ
ど
美
し
か
っ
た
ん
で
す
」
と
語
る
の

は
高
松
守
氏
。そ
こ
で
フ
ィ
ル
ム
越
し
に
、

紫
外
線
を
照
射
し
て
塗
料
を
固
め
る
実
験

を
２
年
間
繰
り
返
し
て
、「
平
滑
面
転
写

法
」
を
開
発
。
そ
れ
ま
で
熟
練
技
術
が
必

要
だ
っ
た
作
業
を
半
日
の
研
修
で
生
産
可

能
に
し
た
。
し
か
も
３
カ
月
程
度
だ
っ
た

耐
久
性
を
、
10
年
以
上
に
延
ば
す
こ
と
に

も
成
功
。
１
カ
月
以
上
必
要
だ
っ
た
作
業

も
３
日
間
に
短
縮
し
、
大
量
生
産
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
以
前
読
ん
だ
著
名
な
経
営
者
の
本
に
、

『
我
々
は
進
化
の
世
界
に
生
き
て
い
る
』

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
の
不

良
品
に
出
会
い
、
平
塗
り
の
段
階
で
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
判
断
し
た
以

上
、
そ
れ
を
信
じ
て
前
に
進
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
夜
眠
れ
な
い
日
が
続
い

た
り
、
ヘ
ル
ペ
ス
に
か
か
っ
た
り
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
（
笑
）」（
高
松
氏
）

　

同
社
の
本
社
が
あ
る
筑
後
川
流
域
の
福

岡
県
大
川
市
は
、
大
川
家
具
と
い
う
全
国

有
数
の
「
家
具
の
町
」。
同
社
は
樹
脂
注

入
な
ど
独
自
の
技
術
を
開
発
。
ド
ア
、
玄

関
収
納
、ク
ロ
ゼ
ッ
ト
、壁
パ
ネ
ル
、キ
ッ

チ
ン
収
納
、
ト
イ
レ
収
納
、
医
療
家
具
な

ど
木
質
系
を
主
体
と
し
た
内
･
外
装
商
品

の
開
発
･
製
造
･
販
売
を
手
が
け
、
こ
の

伝
統
技
術
を
継
承
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

世
界
初
の
革
新
的
な

塗
装
方
法
に
よ
り

従
来
比
工
程
数
１
／
10
を
実
現
し
た

高
耐
久
性
塗
装
鏡
面
家
具
の
開
発

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

職人技術に変わる①生産装置②
塗料③光硬化性樹脂を開発。生
産性向上とコスト削減を実現

◦商号
株式会社イシモク・コーポレー
ション
◦設立
１９４８年
◦従業員数
１６４名
◦事業内容
木質系を主体とした内外装商品
の開発・製造・販売

会
社
概
要

受
賞
者
株
式
会
社
イ
シ
モ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株式会社イシモク・コーポレー
ション
福岡県大川市向島１７０３
TEL：0944-87-6688 
FAX：0944-87-6685
https://www.ishimok.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

石井　康博
高松　守／山田健太郎／竹内和敏（１）

（１）福岡県工業技術センター　インテリア研究所）

◦
５年以上の月日をかけた研究開発
が特別賞に選ばれ、大変嬉しく思
います。開発に携わっていただい
たすべての方に感謝申し上げま
す。
本技術をさらに進化させ多くの商
品に付加することで、弊社事業の
みならず地域社会に貢献できれば
幸いと考えます。

ここがスゴイ！ 
この技術

熟練技術が必要だった
作業を半日の研修で

熟練技術が必要だった作業
をわずか半日の研修で生産
可能にした

▼
熟練技術者の激減に

対応
地元活性化の成功モデルに
なれるよう、熟練技術者の
激減にも対応

▼
フィルム越しに塗料を

固める実験
フィルム越しに、紫外線を
照射して塗料を固める実験
を２年間繰り返して、「平滑
面転写法」を開発した
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高松塚古墳石室解体の作業領域と把持装置

左から、坂井敬通、真鍋冨士夫、山本耕治、矢野将人、小阪孝幸

石室解体直前の
把持装置微調整

ここがスゴイ！ 
この技術

数々の制約を
克服する技術

重要文化財の取り扱いには
数々の制約がある。専用の
機器をつくり、シミュレー
ションを重ね、実作業で生
じる数々の問題も克服

▼
技術を基にした

社会貢献
技術力だけでなく、臨機応
変な対応力により、様々な
分野の関係者をとりまとめ、
ものづくりの知見に根ざし
た社会貢献事業のスタイル
を確立

建設用クレーン技術を活かし、文化財保護や
修復、そして継承にも寄与する

指一本ふれてはいけない
重要文化財・高松塚古墳石室の

解体・保護活動の困難！
「創造・奉仕・協力」 で成し遂げる

ら
受
け
、
国
内
外
の
学
術
関
係
者
と
の
準

備
を
経
て
１
９
９
３
年
に
復
元
作
業
を
完

遂
、
あ
わ
せ
て
島
民
へ
の
ク
レ
ー
ン
操
作

技
術
の
向
上
に
も
注
力
し
た
。

　

こ
う
し
た
文
化
財
保
護
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
、
今
回
の
受

前
例
の
な
い
分
野
に
取
り
組
む
が 

問
題
は
山
積
み

　

同
社
は
１
９
８
８
年
、「
倒
れ
た
モ
ア

イ
像
」
の
修
復
依
頼
を
イ
ー
ス
タ
ー
島
か

賞
の
対
象
と
な
っ
た
高
松
塚
古
墳
石
室
解

体
・
保
護
・
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
。

　

対
象
が
国
宝
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
壁

画
面
に
一
切
触
れ
て
は
な
ら
ず
、
壁
石
を

壊
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、対
象
物（
石

室
）
の
明
確
な
強
度
を
計
測
す
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
ー
ス
タ
ー
島

と
は
異
な
り
、
作
業
空
間
が
非
常
に
狭
い

な
ど
、当
初
か
ら
課
題
は
山
積
み
だ
っ
た
。

想
定
ど
お
り
に
進
ま
な
い
と
き 

特
有
の
「
融
通
性
」
で
ク
リ
ア

　

モ
ア
イ
像
修
復
で
は
、
日
本
の
考
古
学

者
と
チ
リ
の
関
係
者
で
修
復
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
現
地
に
合
っ
た
ク
レ
ー
ン
の
輸

送
方
法
の
考
案
や
、
新
し
い
治
具
を
開
発

し
た
。

　

高
松
塚
古
墳
石
室
解
体
は
、
狭
い
領
域

で
、
人
が
石
材
に
一
切
触
れ
ず
に
作
業
が

で
き
る
よ
う
２
種
類
の
把
持
装
置
を
開
発

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
解
体
作
業
が
始
ま
る
と
、

ど
の
石
材
も
寸
法
や
亀
裂
状
況
が
、
依
頼

時
に
示
さ
れ
た
も
の
と
異
な
っ
て
い
た
。

急
遽
、
把
持
装
置
の
シ
リ
ン
ダ
部
を
変
更

し
て
対
応
す
る
な
ど
、
現
場
技
術
で
習
得

し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
応
用
に
よ
り
問
題
を
解

決
し
て
い
っ
た
。

　

綿
密
な
準
備
・
計
画
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
、現
場
で
対
応
で
き
る
融
通
性
こ
そ
が
、

課
題
解
決
の
鍵
と
な
っ
て
い
た
。

　

２
０
０
８
年
に
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
西
ト
ッ
プ
寺
院
修
復

支
援
」
を
請
け
負
う
な
ど
、文
化
財
保
護
・

修
復
支
援
で
の
社
会
貢
献
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。

　

同
事
業
は
装
置
や
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど

「
も
の
づ
く
り
」
技
術
の
提
供
に
留
ま
ら

ず
、
時
に
は
考
古
学
な
ど
異
分
野
の
関
係

者
を
と
り
ま
と
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
も
担
い
、
地
元
の
人
材
育
成
な
ど

も
含
む
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
。
ま

た
、
本
事
業
で
得
た
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ

は
数
値
化
し
て
公
開
し
、
世
界
の
研
究
者

に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

世
界
に
先
駆
け
た
、

建
設
用
ク
レ
ー
ン
技
術
の

応
用
に
よ
る
文
化
財
保
護
・

修
復
支
援

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）企
業
」部
門

建設用クレーンの技術を活かし、
イースター島のモアイ像修復な
どの文化財保護活動を行ってき
た。高松塚古墳の解体活動で
は、工学的な知見を活かしなが
ら、文化芸術の継承を行うという
前例のない領域に挑戦。領域を
またいだプロジェクト遂行能力は
特筆に値する

◦商号
株式会社タダノ
◦設立
1948年8月24日
◦従業員数
1,433名（単体）
◦事業内容
建設用クレーン、車両搭載型ク
レーン及び高所作業車等の製造
販売を行っている。また、建設用
クレーンの技術を活かし、文化財
保護・修復にも取り組んでいる

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
タ
ダ
ノ

株式会社タダノ
総務部　総務グループ
香川県高松市新田町甲34 番地
TEL:087-839-5601
FAX:087-839-5743
http://www.tadano.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

リーダー

山本　耕治
小阪孝幸／坂井敬通

真鍋冨士夫（1）／矢野将人（2）

（1）株式会社真鍋プランテック　 （2）株式会社カワニシ

◦
タダノの事業領域は、抗重力・空
間作業機械です。重力と戦うこと
を常に考え続けているからこそ、
本受賞に繋がったと考えます。関
係者の皆様、本当にありがとうご
ざいました。今後もプロ集団とし
て、挑戦し続けます。

石材把持・計測管理システムを構築

ひずみセンサー

全ボルトを設定トルクで締め付ける。

圧力センサー

ロードセル
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左から、市古信二、黒川龍二、木村哲也、竹内 悟

改善が 2 倍速い

労務費を年 1 億円以上節減

シンプルなシステム構成で簡単取付

他に類を見ない大きな改善

ここがスゴイ！ 
この技術

旧式機械でも
簡単取り付け

旧式機械でも汎用センサー
により動作可能。安価かつ
機械改造不要なため、中小
企業も容易に実践できる。
また、ニーズに応じデータ
解析や活用もサポートする

▼
製造業から

新たなビジネスへ
データを活用した改善ノウ
ハウを元に顧客の改善ポイ
ントや生産性向上余地を定
量的に提示。また、企業間・
工場間のコネクティッドイン
ダストリーズも安価に実現
可能。今後は AI ×ビッグ
データ解 析による高度な
データ利活用

安
価
な
セ
ン
サ
ー
で 

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
実
現
！

　

古
い
機
械
も
並
ぶ
町
工
場
は
、
最
新
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
が
難
し
い
。
数
千
万
円
に
及
ぶ

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
の
コ
ス
ト
と
、導
入
後
の
運
用
。

こ
の
２
つ
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
特
に
中

小
の
製
造
業
で
は
普
及
が
進
ま
な
い
。

　

旭
鉄
工
が
２
０
１
４
年
、
生
産
効
率
を

上
げ
る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
生
産

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ

と
。

　

そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
秋
葉
原
で

売
っ
て
い
る
、
１
個
50
円
の
光
セ
ン
サ
ー

と
、
１
個
２
５
０
円
の
磁
気
セ
ン
サ
ー
。

こ
れ
を
購
入
し
て
各
機
械
に
取
り
付
け

た
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
計
測
デ
ー
タ
を
ク
ラ

ウ
ド
上
で
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
従
業
員
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
閲
覧
す
る
「
製
造
ラ
イ
ン
遠
隔
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
作
り
上
げ
た
。

　

生
産
状
況
と
個
数
、
機
械
の
停
止
時
刻

と
時
間
、
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
が
可
視
化
さ

れ
、
時
間
の
か
か
る
現
状
把
握
の
自
動
化

に
よ
り
改
善
ス
ピ
ー
ド
が
２
倍
に
上
が
っ

た
。

　

同
時
に
、
改
善
に
挑
戦
す
る
風
土
を
築

い
た
。
社
長
も
「
怪
我
以
外
は
失
敗
し
て

も
い
い
！
」
と
励
ま
し
、
社
員
の
士
気
を

高
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
ラ
イ
ン
で

は
生
産
性
15
％
向
上
で
追
加
設
備
投
資

５
４
０
０
万
円
と
３
０
０
㎡
の
ス
ペ
ー
ス

を
節
約
、
ボ
デ
ィ
部
品
ラ
イ
ン
で
は
生
産

性
69
％
向
上
で
追
加
設
備
投
資
1
・
4
億

円
の
削
減
と
休
日
出
勤
廃
止
を
実
現
し

た
。

　

全
社
で
は
80
ラ
イ
ン
で
平
均
34
％
も
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
よ
る 

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
を
支
援

　

他
社
で
も
改
善
効
果
が
出
る
と
し
て 

i Sm
art T

echnologies

を
設
立
し
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
。
中
小
企
業
で
も
導

入
し
や
す
い
よ
う
初
期
費
用
も
10
万
円
以

下
に
抑
え
た
。
す
で
に
海
外
含
め
約
80
社

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
中
。
ま
た
、
日
本
の
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
を

「
デ
ー
タ
で
人
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
」

と
考
え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
を
解
析
し
改
善
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
「
ラ
イ
ン
診
断
サ
ー
ビ
ス
」
や
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
改
善
す
る
力
を
養
成
す
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
」
も
開
始
し
た
。

昭和の町工場を
安価なセンサーなどで
“手作り”ＩｏＴ化

生産効率向上で快挙 ！

１個 50 円と２５０円のセンサーで
残業、休日出勤ゼロを実現

リーダー

木村　哲也
黒川龍二／竹内　悟／市古信二

◦
旭鉄工ではこの「安い・早い・簡単」
なシステムを用い、80 ラインで
平均 34% の時間当たり出来高向
上と 4 億円の設備投資削減。さら
には年間１億円以上の労務費削減
を実現済みです。生産性向上によ
り「働き方改革」に貢献します。

Ｉｏ
Ｔ
と
人
工
知
能
技
術
を
用
い
た
、

設
備
稼
働
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

お
よ
び
報
知
シ
ス
テ
ム

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）企
業
」部
門

デジタル技術を用いた、ものづく
り企業のサービス化による新たな
ビジネスモデルを構築。安価な
汎用センサー（光センサーや磁
気センサー）を既設の旧式機械
に取り付け、送・受信機、クラウ
ドと組み合わせた簡易なシステム
を構築。工場設備の稼働状況や
生産の所要時間をリアルタイム
で把握できる

◦商号
i Smart Technologies株式会社
◦設立
2016年9月12日
◦従業員数
5名
◦事業内容
製造ライン遠隔モニタリングサー
ビスで、生産現場のデータをリア
ルタイムに収集し解析実施。ス
ピード感のある改善活動を支え
る

会
社
概
要

受
賞
者i Smart Technologies 

株
式
会
社

i Smart Technologies株式会社
愛知県碧南市中山町7-26
TEL:0566-93-5100
FAX:0566-93-5106
E-mail:info@istc.co.jp
http://istc.co.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先
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図工・美術の学校教材専門メーカーとしての長年の経験をもとに開発されたプログラミング教材で
は、プログラミングだけでなく、電気・機構・制御を幅広く学べる
また、全国に広がる「アーテックエジソンアカデミー」や「もののしくみ研究室」では、子ども
たちの論理的思考力・判断力・表現力といった“21 世紀型スキル”を育み、『覚える』だけでは
なく自ら試行錯誤して『楽しみながら考える』学習を促す、指導カリキュラムの開発を行っている

「アーテックブロック」は、あらゆる方向にブロックを盛り足すことが可能。
自由度の高い可変性はプログラミング教材「アーテックロボ」を支える
一つの根幹となる

「アーテックロボ」は日本だけでなく
海外でも導入が広がっている

中学校技術科の授
業での導入もすす
む。安価に使える
レンタルキットも提
供している

「ロボットプログラミング
教室」の授業風景

自社製品（左２点）と他
社製品（右２点）の比較：
自社製品は、シンプルで
扱いやすい特許形状、若
年層の創意工夫を促す革
新性を有している

本教材「アーテックロボ」を用いたロボットコンテストなども実施されている

若年層へのロボット教育のハードルを下げた
独創的な教材システムとカリキュラム

ここがスゴイ！ 
この技術

自由や独創性を育む
ブロック型教材

独自に開発したブロック型
教材を用いることで、子ど
もたちが自由な形のロボッ
トをつくることができ、プ
ログラミングだけでなく独
創性を育むことが可能

▼
プログラミングなど
の教室を全国で開校

全 国 700 以 上、3500 人
以上（※ 2018 年１月現在）
のエジソンアカデミーや、
学研とコラボした「もののし
くみ研究室」を開校。自社
開発の技術をオープンにす
ることで、日本のロボット教
育の裾野を広げる

プログラミング教育の
普及に向けて

革新的なロボット教材と
独自カリキュラムを構築

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
有
用
性

の
高
い
分
野
で
あ
る
が
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ

ト
教
育
は
、
大
学
教
育
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が

確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
義
務
教
育
段

階
に
お
い
て
は
、
指
導
者
す
ら
整
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
若
年
層
に 

ロ
ボ
ッ
ト
教
育
の
場
を
！

　

ロ
ボ
ッ
ト
教
育
は
電
気
、
機
構
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
、
幅
広
い
も
の
づ
く
り
の
知

　

ま
た
、
若
年
層
（
小
学
生
〜
中
学
生
）

が
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を

得
る
に
は
、
従
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
は
予

算
面
や
心
理
面
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

い
う
問
題
点
も
あ
っ
た
。

　

多
く
の
若
年
層
に
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
の
場

を
提
供
し
た
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
の
ハ
ー

ド
ル
を
も
っ
と
下
げ
た
い
…
…
そ
ん
な
思

い
が
開
発
の
原
点
と
な
っ
た
。

遊
び
な
が
ら
学
習
で
き
る 

独
自
の
ブ
ロ
ッ
ク
型
教
材
を
開
発

　

具
体
的
に
ど
ん
な
教
材
が
よ
い
の
か
を

考
え
、
試
行
錯
誤
す
る
中
か
ら
導
き
出
し

た
の
が
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
教
材
だ
っ
た
。
従

来
の
組
み
立
て
説
明
書
通
り
に
決
ま
っ
た

形
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
も
、
自
由
度

が
な
い
し
独
創
性
も
育
ま
れ
な
い
。

　

そ
れ
な
ら
と
、
短
時
間
で
自
由
な
形
に

組
み
立
て
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
作
り
、
積
み
木
感
覚
で
遊
び
な
が
ら

学
習
す
る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
の
だ
。

　

あ
れ
こ
れ
試
作
を
経
て
完
成
し
た
の

が
、
20
×
20
㎜
と
10
×
20
㎜
の
カ
ラ
フ
ル

な
ア
ー
テ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
だ
。
キ
ュ
ー
ブ

状
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
面
に
複
数
の
穴
が
あ

り
、
全
方
向
か
ら
盛
り
足
す
こ
と
が
で
き

る
。こ
れ
に
モ
ー
タ
ー
や
セ
ン
サ
ー
、ス
イ
ッ

チ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
由
な
形

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
、
そ
れ
を
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
し
て
動
か
す
と
い
う
教
材
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
は
、
ア
イ
コ
ン
を
並
べ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
行
う
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
環
境
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

現
在
全
国
１
０
０
以
上
の
小
中
学
校
で

活
用
さ
れ
、
段
階
に
応
じ
た
指
導
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
の
開
講
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
学
研
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
や

ソ
ニ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、

可
能
性
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
る
。

　

第
四
次
産
業
革
命
と
呼
ば
れ
る
次
世
代

産
業
に
対
応
す
る
「
も
の
づ
く
り
人
材
」

の
育
成
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

若
年
層
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
型

ロ
ボ
ッ
ト
教
材
を
用
い
た

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
推
進

受
賞
件
名

◦ 受
賞
理
由

人
材
育
成
支
援
部
門

簡単なプログラムと分かりやす
いモーター、センサー、スイッチ
の組み合わせで、玩具で遊ぶ感
覚で、手で触りながらシステムの
仕組みを理解できる、画期的な
ツール。親や教育者がなかなか
教えられないものを、遊びを通じ
て学ぶ仕組みを作り上げている
ことに感銘

◦商号
株式会社アーテック
◦設立
1960年4月5日
◦従業員数
122名
◦事業内容
図工・美術の学校教材、オリジ
ナル教材・教具、知育商品、オ
リジナルIT関連教材

会
社
概
要

受
賞
者

株
式
会
社
ア
ー
テ
ッ
ク

株式会社アーテック
大阪府八尾市北亀井町3-2-21
TEL:072-990-5505
FAX:072-990-5525
E-mail:info@artec-kk.co.jp
http://www.artec-kk.co.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

株式会社アーテック
◦

弊社は、日本の教材メーカーとし
て世界に羽ばたく子どもたちに役
立つ教材を提供したいという思い
から、「楽しさから学びを好きにな
る」 教材開発に取り組んでまいり
ました。本教材が子どもたちの創
造力を伸ばす一助となることを
願っております。



優秀賞 受賞者一覧 9091

※受賞者複数の場合は、グループ代表の所属する企業名および氏名のみ記載

特別賞 受賞者

日
時
：
2
0
1
8
年
2
月
5
日
　
場
所
：
A
N
A
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京

11．新日鐵住金株式会社　▶▶▶P80 6．株式会社ダイヘン　▶▶▶P70 1．株式会社フジコー　▶▶▶P60

12．株式会社イシモク・コーポレーション　▶▶▶P82 7．富士機械工業株式会社　▶▶▶P72 2．株式会社デザインココ　▶▶▶P62

13．株式会社タダノ　▶▶▶P84 8．中越パルプ工業株式会社　▶▶▶P74 3．髙橋金属株式会社　▶▶▶P64

14．i Smart Technologies 株式会社　▶▶▶P86 9．リックス株式会社　▶▶▶P76 4．京セラ株式会社　▶▶▶P66

15．株式会社アーテック　▶▶▶P88 10．米富繊維株式会社　▶▶▶P78 5．株式会社高津製作所　▶▶▶P68

優
秀
賞 

受
賞
者
一
覧

製
品
・
技
術
開
発
部
門 

�

世
界
初
の
反
射
光
方
式
で
点
滴
筒
の
液
滴
を
確
実
に
検
出
す
る
点
滴
セ
ン
サ
ー
の
商
品
開
発

株
式
会
社
ア
ク
ト
ラ
ス
眞
田　

慎
・
戸
巻
道
雄

菊
地
敏
明
・
小
笠
原
雄
二

佐
々
木
信
也
・
近
藤
康
夫

近
藤
克
幸

緊
急
時
・
災
害
時
対
応
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
移
動
電
源
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
山
岡
真
木
・
中
村
宗
治

藤
原　

篤
・
中
村
好
伸

福
島
喜
男
・
小
森
正
敏

明
石　

悟

リ
ア
ル
タ
イ
ム
水
中
微
生
物
デ
ィ
テ
ク
タ
の
開
発

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
小
原
太
輔
・
古
谷　

雅

増
本
新
吾
・
松
浦
友
朋

地
下
久
哉
・
長
谷
川
倫
男

細
居
智
樹

冷
凍
食
品
の
高
鮮
度
を
実
現
し
た「
窒
素
を
用
い
た
酸
化
抑
制
凍
結
シ
ス
テ
ム
」の
開
発

株
式
会
社
昭
和
冷
凍
プ
ラ
ン
ト
若
山
聖
子
・
大
野
嘉
弘

石
黒
義
広
・
宍
戸
恵
二

自
家
発
電
設
備
の
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
ー
が
洪
水
や
津
波
等
で
水
没
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
世
界
初
の
機
器

昭
和
機
器
工
業
株
式
会
社
前
芝
信
介
・
小
川
佳
一

平
岡
芳
豊

高
精
度
バ
リ
レ
ス
切
断
、
曲
げ
加
工
等
を
可
能
に
し
た
プ
レ
ス
一
貫
加
工
技
術
の
開
発
と
実
用
化

日
伸
工
業
株
式
会
社
清
水
貴
之
・
深
山
誠
治

安
部　

貢
・
宮
本　

陽

縫
製
現
場
の
生
産
性
向
上
、
合
理
化
、
安
全
に
貢
献
す
る
工
業
ミ
シ
ン
付
帯
装
置
の
開
発

木
下
精
密
工
業
株
式
会
社
木
下
治
彦
・
木
下
朋
美

杉
本
竜
三
・
木
下
達
也

佐
々
木
啓
二

世
界
初
、
全
自
動
洗
濯
物
折
り
畳
み
機 laundroid （
ラ
ン
ド
ロ
イ
ド
）

seven dream
ers laboratories 

株
式
会
社
阪
根
信
一
・
北
川
宏
司

超
低
消
費
電
流
0.5
μ
Ａ
を
実
現　

同
期
整
流
降
圧
Ｄ
Ｃ
／
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ

ト
レ
ッ
ク
ス
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
株
式
会
社
藤
井
和
幸
・
岡
崎
雅
弘

特
別
賞 

受
賞
者



優秀賞 受賞者一覧 9293

※受賞者複数の場合は、グループ代表の所属する企業名および氏名のみ記載

「ものづくり日本大賞」について

あ
ら
ゆ
る
モ
ー
タ
が
駆
動
で
き
る
省
エ
ネ
型
モ
ー
タ
駆
動
装
置

ス
マ
ッ
ク
株
式
会
社
植
田
光
男
・
吉
田　

誠

小
迎　

聡
・
森
川
由
久

胡
内
勝
也
・
土
屋
友
範

久
保
光
司

表
面
欠
陥
検
査
ユ
ニ
ッ
ト
ス
リ
ッ
ト
シ
フ
ト
Ｍ
ｉ
ｎ
Ｍ
ａ
ｘ「
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｍ–

１
」

バ
イ
ス
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ツ
株
式
会
社
菅
野　

直
・
海
老
澤
正
人

鈴
木　

淳

救
急
救
命
医
療
の
高
度
化
と
共
に
進
化
を
続
け
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
大
型
特
殊
救
急
車「
ト
ラ
イ
ハ
ー
ト
」

札
幌
ボ
デ
ー
工
業
株
式
会
社
差
波
直
人
・
本
間
敏
之

堀
田
和
宏

低
周
波
音
に
有
効
な
軽
量
薄
型
で
吸
遮
音
機
能
を
一
体
化
さ
せ
た
静
音
化
パ
ネ
ル
の
開
発

株
式
会
社
静
科
武　

紘
一
・
中
村
智
久

植
木
喜
彦
・
岩
﨑
大
輔

河
野
大
介

自
動
車
用
鉄
部
品
を
ア
ル
ミ
へ
置
換
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
ア
ル
ミ
高
強
度
化
鍛
造
技
術
の
開
発

株
式
会
社
戸
畑
タ
ー
レ
ッ
ト
工
作
所
松
本
大
毅
・
川
﨑
宏
史

恵
良
秀
則
・
河
部　

徹

海
洋
深
層
水
と
沖
縄
天
然
素
材
を
活
用
し
た
化
粧
品
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
提
供

株
式
会
社
ポ
イ
ン
ト
ピ
ュ
ー
ル
大
道　

敦
・
大
道
り
つ
子

田
端
和
成
・
古
見
実
也

世
界
初
、
フ
ッ
素
徐
放
性
を
付
与
し
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
用
高
性
能
歯
科
材
料
の
開
発

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
株
式
会
社
加
藤
喬
大
・
松
浦
理
太
郎

溝
渕
真
吾
・
隅
田
昌
志

佐
藤
雄
司

世
界
最
小
レ
ベ
ル
極
小
細
断
を
実
現
し
た
国
産
初
の
文
書
細
断
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
開
発
と
製
品
シ
リ
ー
ズ
化

株
式
会
社
サ
カ
エ
松
本
弘
一
・
小
原
久
明

山
口　

清
・
武
田
幸
宏

早
川
将
義
・
清
水
康
平

益
子
喜
雄

「
も
の
づ
く
り
＋（
プ
ラ
ス
）
企
業
」
部
門 

�

農
薬
散
布
用
大
型
ド
ロ
ー
ン
開
発
と
農
業
効
率
化
早
期
実
現
の
た
め
の
超
短
期
全
国
展
開
活
動

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｄ
株
式
会
社
横
山　

勉
・
吉
澤
明
修

瀧　

裕
介
・
春
日　

豪

古
屋
誠
一

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
に
つ
い
て

　
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、
我
が
国
の
産
業
・
文
化
の
発
展

を
支
え
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た「
も

の
づ
く
り
」
を
着
実
に
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と
と

も
に
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の
意
欲
を
高
め
、
そ
の
存
在

を
広
く
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
表
彰

制
度
で
す
。

　

製
造
・
生
産
現
場
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
、
伝
統

的
・
文
化
的
な「
技
」を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
今
後
を
担
う
若

年
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
っ
て
い
る
各
世
代
の
人
材

の
う
ち
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
我
が
国
の
強
み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
個
人

の
み
な
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
も
受
賞
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
賞
は
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科

学
省
が
連
携
し
て
平
成
17
年
か
ら
隔
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で

7
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
経
済
産
業
省
で
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
2
7
0
件
も
の
応
募
の
中
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
７
件
、

経
済
産
業
大
臣
賞
18
件
、
特
別
賞
15
件
、
優
秀
賞
18
件
を
選
出
し

て
い
ま
す
。

第7回ものづくり日本大賞応募件数
北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄 合計

①製造・生産プロセス部門 1 5 5 2 4 3 0 3 0 23
②製品・技術開発部門 15 20 46 16 32 12 4 28 2 175
③伝統技術の応用部門 1 7 7 3 6 2 1 3 1 31
④�「ものづくり+（プラス）企業」�
部門

3 4 9 7 1 1 3 0 0 28

⑤人材育成支援部門 0 0 6 1 3 1 0 2 0 13
5 部門合計 20 36 73 29 46 19 8 36 3 270

第7回ものづくり日本大賞の表彰対象部門（経済産業省関係）
産業・社会を支えるものづくり

①製造・生産プロセス部門
製造・生産工程における画期的なシステムや手法の開発・導入によって、生産の抜本的効
率化など、生産革命を実現させた個人又はグループを表彰します。

②製品・技術開発部門
高度な技術的課題を克服し、従来にない画期的な製品・部品や素材等の開発・実用化を実
現させた個人又はグループを表彰します。

③伝統技術の応用部門
地域に根ざした文化的な技術や、熟練人材により受け継がれてきた伝統的な技術の工夫や
応用によって、革新的・独創的な製品・部品や素材、生産プロセスの開発・実用化を実現
させた個人又はグループを表彰します。

④�「ものづくり+（プラス）企業」�
部門

製造した「もの」を活用してサービス・ソリューションへと展開を図り、新たなビジネスモ
デルによる新たな付加価値を作った個人又はグループを表彰します。

⑤人材育成支援部門
青少年育成支援や第4次産業革命に対応したデジタル化対応の人材育成等、幅広く、日本
の将来のものづくり人材育成支援において、その活動が目覚ましいと認められる企業、Ｎ
ＰＯ等を表彰します。


